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プロローグ（１）







「わたくしたちの――」

「待て！」

　目の前の少女が何か言おうとするのを、俺おれは遮さえぎった。

「ここは俺にとって未知の、異世界だ。そして、俺はこの世界を救うために招かれた――そういう事だろう？」

「そ、その通りです！」

　目の前の少女が、歓かん喜きと驚きよう愕がくの表情で頷うなずいた。

　丁てい寧ねいに梳すかれたプラチナ色の髪かみと碧あおい瞳ひとみ。そして透すき通とおるような白い肌はだ。

　語りかけてきた時の神しん妙みような態度から一転して、きょとんとした十代らしい表情だった。

　端たん整せいなだけじゃなく愛あい嬌きようも満点。

　この顔を見られただけでも、咄とつ嗟さに口走った意味がある。

「す、素す晴ばらしい聡そう明めいさです。さすがは救世主様ですね！」

　青白い光を放つ足あし下もとのストーンサークルから一歩歩み出て、少女は期待の眼まな差ざしを俺に向けた。

　なるほど。

　この世界での俺の肩かた書がきは「救世主」か。

　うっかり勢いで「勇者」とか言ってたら、微び妙みようにハズすところだった。

「自じ己こ紹しよう介かいが遅おくれました。わたくしは、人類諸国連合軍の一角を担になうアレハンダル王国の第一王女、エミリーシャ・セラノ・イル・アレハンダルと申します。どうぞ、エミリーシャとお呼びください」

　落ち着きを取とり戻もどした少女は、スカートの裾すそをつまみ上げて優ゆう雅がに一礼する。

　年の頃ころは俺より少し下、十代半ばか後半くらいか。

　やはりお姫ひめ様さまだった。頭に金色のティアラを飾かざってるんだから、まあ見たまんま。

　彼かの女じよの両サイドにも、女性がひとりずつ。

　ウェーブヘアで黒いローブの魔ま術じゆつ師しか学者という美女はまだしも、もう片方のポニーテールは肩と胸だけを覆おおう軽装の鎧よろいに太ふと股ももを出だしたミニスカート姿だ。こんなスタイル、現実世界の過去ではあり得ない。

　何より、俺の周りを取り囲む遺い跡せきっぽい柱だ。

　広い洞どう窟くつの中。石とも金属ともプラスティックともつかない奇き妙みような質感で、ところどころが七色に点てん滅めつしている。しかも小さな部品が宙に浮うかんで不規則な軌き道どうで回っている。

　というか、俺の愛用のタブレットも一いつ緒しよに浮いている。

　何より俺自身の身体も一緒に浮いている。

　数センチ差で、地に足がついてない。

　こんなのコスプレとかじゃなく、ファンタジー案件に決まってるじゃないか！

　で、事故で転移とかじゃなく、それまで普ふ通つうに生活してたところをお姫様立ち会いで召しよう喚かんされた以上、世界を救うポジションって事だろ？

　都合よく、言葉もいきなり通じてるし。

　よくあるこの手の異世界モノだと、「現地」の前に天国みたいなところで神様が出てきていろいろレクチャーしてくれるってパターンがあるけど、今回はそうじゃない。気がついたらいきなりこの遺跡の中だった。

　必要な情報は、きっちり確かく認にんしなくては。

　せっかく第一印象でキメたのが成功したんだから、この路線で格好良く行けるところまで行ってやる。

　隣となりで浮かんでいるタブレットを掴つかんで、一歩踏ふみ出す。

　柱が作り出す光の領域から外れると浮ふ遊ゆう感は消失して、自然に足が地面に触ふれた。

　世界に降り立った実感。

「救世主様のお名前を教えていただけますか？」

「和かず斗と――陣じん之の内うち和斗だ」

　胸を張って答える。

　どうせ今までの自分を知らない異世界だ。

　現実じゃ無理めの態度で押おし通すチャンス。

「カズト様……素す敵てきなお名前ですね」

　エミリーシャ姫ひめも一歩進み出て――いきなりよろけた。

　咄嗟に、受け止める。

「おわっ！」

　救世主としては威い厳げんに欠ける声が漏もれてしまった。

　軽い。

　それに華きや奢しやだ。

　女の子を抱だき留とめるなんて初めてだけど、こんな頼たよりないのが普通なのか？

　弾はずみで触れた肩が、妙みように冷たい。

「姫様っ！」

　ポニーテールの女の子が駆かけ寄よってくる。

「お、おい？　大だい丈じよう夫ぶか？」

「……失礼しました。はしたない真似まねを……」

　声を掛かけると、俺の腕うでの中でエミリーシャ姫は顔を上げて微笑ほほえんだ。

　けど、間近に見える笑えみは弱々しい。

　肌は、生来の白さだけじゃない。弱っていて青ざめていたんだ。

「召喚のためとはいえ、詰つめっぱなしだったもの。ほら」

　黒ローブは小さな瓶びんを取り出し、エミリーシャの口元で蓋ふたを開けて掌てのひらで扇あおいだ。ツンと強い刺し激げき臭しゆうが俺のところまで届く。多分、気付けの香こう料りようだろう。

「えっと、そっちのふたり！　黒ローブと剣けん士し！」

　カッコつけも忘れて、俺は声を上げる。

「自分はレイサ・マルティアス。姫様の近衛を務めています」

「あたしはテレーゼ・コルペドロ。錬金学士よ」

　問われたと勘かん違ちがいしたのか。ふたりが名乗った。

「詳くわしい話は後だ！　まず姫様が楽にできるところに案内してくれ！」

　この世界の事情はまだ何にもわからないけれど、こんな岩がん窟くつみたいな場所が快適なはずがない。暗いし、じめじめしてるし、空気も悪いし。

「姫様、失礼！」

　肩を貸す体勢で、エミリーシャを支える。

「……よかった……。わたくしが招いたのが、優やさしく逞たくましいお方で……。お願いです……。どうか、この国を……人々を……」

　弱々しいソプラノが、訴うつたえかける。

「喋しやべらなくていい！」

　救世主とかどうとかいうより、まずこの一いつ所しよ懸けん命めいな女の子を助けなければ。







プロローグ（２）







「これ、餌えさ。オレ、もらう。必要」

　オレ――風かざ早はや朗ろうを抱きかかえた怪かい物ぶつは、そう断言した。

　こんなもん、怪物としか言いようがない。身長はざっと二メートル半。ゴリラとブルドッグとカバを混ぜたような面つら構がまえで、額には短めの角が二本生えている。しかも、空中から落ちてきたオレをあっさりキャッチする怪かい力りきだ。

　バカでかい口が間近で舌した舐なめずりする。生なま臭ぐさい唾だ液えきの匂においが、オレの鼻にまで漂ただよってきた。こいつ、歯は磨みがきなんてした事ないんじゃねえか？

　しかも餌？

　つまり食べる？

　オレを？

　訳のわからない状じよう況きようだ。

　だけど、命が危ないのだけははっきりしてる。どうにか逃にげようと藻も掻がいても、巨きよ人じんの両りよう腕うでががっちりオレの身体を捕つかまえていて、足さえ地面に届いていない。しかも空から落ちたショックで身体の節々が痛む。

　この感かん触しよくは夢や幻げん覚かくじゃない。どう考えたって現実リアルだ。

「放せ！　放しやがれ、このやろ……げうっ！」

　思わず声を上げて藻掻くが、その分巨人が締しめ付つける力が増しただけだ。関節や脇わき腹ばらがギリギリ軋きしんで、変な声が漏れた。

「変な格好してるし、兵隊にも見えない胡う散さん臭くさい人間だよ？　さっさとぶっ殺しちゃった方が、後あと腐くされなくていいんじゃない？」

　反論したのも普通の女じゃなかった。ハロウィンの仮装じみた猫ねこ耳みみが頭から飛び出して、尻尾しつぽも生えている。身につけてるのは革のビキニというか、鎧だ。脚あしはブーツで手にはごつい爪つめ付きの籠こ手て。大きな目をバチバチ眩まぶしそうにしばたたかせているのは、オレが落ちた時に変な光が辺りを包つつんだからだろう。

「だいたい人間食べなきゃいけない時期って、まだ二か月も先でしょ？」

　こっちは見た感じ中学生くらいの小娘ガキだった。服装はチャイナドレスみたいでまだまともだけど、やはりこめかみの辺りに枝分かれした角。ぴんぴん動いている長い尻尾は、虹にじ色いろの鱗うろこに覆われている。ドラゴン人間ってところか。

　ここはアレか？

　ファンタジー世界って奴やつか？

　中学時代のサボり仲間からマンガ借りたとか、劇団の先せん輩ぱいでヒーローものやアニメが好きな人がいたから知ってる程度で、オレ自身はファンタジーのお約束とか全然知らねえぞ。自じ慢まんじゃねえが字ぃ読むのが面めん倒どうだからラノベも駄だ目めだし、ゲームだってかったるいんだ、こっちは。

　向こうの世界に未練なんぞないが、異世界には行きたい奴を行かせりゃいいだろ！

「変な服でも、普通に人間。匂いでわかる。だからオレ、食べられる。きっと、味も同じ」

　間近で、大おお鬼おにがくんくんと鼻を鳴らした。分厚い舌が、また口唇くちびるを嘗なめる。ちらりと覗のぞいた牙きばは、オレの肉なんぞ簡単に引ひき裂さけそうなほど尖とがっていた。

「突とつ発ぱつ事態をありのまま受け止め、機会を逃のがさぬよう万一に備える。ガボーの考えは、生き物として正しい。あらゆる生せいは一いち期ご一いち会えの流る転てん」

　海外ドラマの吹ふき替かえみたいな渋しぶい声の方に、何とか首を向ける。

　喋っていたのはやはり人間じゃなかった。これまでの三人に比べても、一番人から遠い。なんたってトカゲだ。真まっ直すぐ立ってるけど、尻尾まで生えた人間サイズのトカゲ。プロポーションっていうか骨格が微妙に人間離ばなれしてるから、着ぐるみって可能性は捨てていい。

「シュルフの言う通り、捕まえたガボーの所有物になるのが常道。レオニダもディディも、それでいいわね？　手出しは無用」

　きつい声で命じたのは、黒っぽい肌の女だった。

　銀ぎん髪ぱつで、耳がとんがっていて長い。よくゲームとかで見るような姿だ。確か、ダークエルフとかいう奴。レオタードみたいにぴったり身体に張り付いて露ろ出しゆつ度ど高めの服にマントを羽織り、腰こしには刀の鞘さやを下げている。

　彼女が喋るのを見ていて、リップシンクが取れてない事にオレは気づいた。要するに声と口唇くちびるの動きが一いつ致ちしてない。

　どうして言葉が通じるのか不思議だったが、向こうが日本語喋ってるんじゃない。どういう仕組みか知らないけど、連中が話してる言葉がオレの耳には日本語に聞こえてるってだけだ。それこそドラマの吹き替えみたいに――って事はオレが悪態吐つくのも向こうに通じてるのか。

「ザーニャがそう言うなら、仕方ないわね。じゃ、ガボー。逃がさないよう、しっかり捕まえておいてよ」

「うむ。餌、オレ、大事にする」

　猫耳女に言われて、大鬼ガボーは離した片手を俺の首筋に掛けた。拘こう束そくが緩ゆるんだ隙すきに逃げようとしたが間に合わない。

　首を絞しめられて、オレは意識を失った。







第一章（１）







　主観的には、ほんの数分前まで俺は自分の部屋で机に向かっていた。

　大学は夏休みに入ったばかり。中学生相手の家庭教師のバイトを終えて帰宅し、途と中ちゆうのコンビニで買った缶かんチューハイとポテチを開け、着き替がえもそこそこにアニメを観みながら一いつ杯ぱいという日課に勤いそしもうとしていたところだった。

　机き上じようのパソコンで配信の動画を流しながら、他人の感想はタブレットの方でチェックするのが習慣だ。地元のテレビじゃ、深夜アニメは滅めつ多たにオンエアされない。今季の新作は割と粒つぶぞろいで、ＳＮＳで目にする考察でも意外な切り口の指し摘てきがあって参考になる。

　ところが画面をフリックした瞬しゆん間かん、奇妙な事が起きた。

　見た事もない七色のノイズが画面を走った。故障かと訝いぶかしむ暇ひまもなかった。

　それより先に、指先がぬるりと画面にめり込む感触がした。

「あわっ！」

　咄嗟に、指を離はなす。

　パソコン画面ではお馴な染じみのＯＰが一時停止していた。

　ステータスは「再生」のままなのに。

　慌あわててマウスに手を伸のばした弾みに、チューハイ缶に肘ひじが触れた。

　落ちていく缶が――空中で止まる。口から溢あふれた液体もＶＦＸのように静止している。

　戸と惑まどう俺の周りで、世界から色が消えていく。

　モノクロ静止画になった世界の中で色しき彩さいを持っているのは俺自身と、タブレットの画面から溢れ出す虹色の輝かがやきだけ。見た事も聞いた事もない現象だし、もちろん経験したのも初めてだ。

「落ち着け！」

　声に出して叫さけび、己おのれに言い聞かせる。

　何かはわからない。

　けれど尋じん常じようじゃない現象が起きている。

　だったら、まず冷静になれ！

　現実にあり得ないのなら、アニメやゲームで似たシチュとかなかったか思い出せ！

　ほら、例えば勇者として異世界に召喚されるとか――。




　――とか思った次の瞬間にエミリーシャたちとご対面したので、思わずあんな台詞せりふを口走ってしまったって訳だ。

「……ごめんなさい。救世主様のお手を煩わずらわせてしまって……」

「無理に喋らなくていい！」

　弱々しい声のエミリーシャ姫を抱き上あげ、俺はレイサとテレーゼの先導で岩窟の中を進んでいった。例の青白く光る石は先へ――出口に近づくほど少なくなっているので、灯あかりはレイサが手にしたランタンが頼りだ。

「姫様……こんなにお疲つかれになって……。だから自分が代わると申し上げたのに」

　不安なのか。レイサの声は震ふるえている。

「疲ひ労ろうっていうか、体力を消しよう耗もうしてるだけよ。休めば回復するわ」

　テレーゼの方はまだしも冷静で、狼狽うろたえるレイサに言い聞かせている。

　その説明で、俺も安心する。取りあえず命に関かかわるような事態ではないらしい。

　勢いで格好つけた手前もあるし、頼りにされている以上は落ち着いていた方がいいとは思うが、さすがに目の前でお姫様が倒たおれたりしたら、内心穏おだやかではいられない。

　それになりゆきとはいえ、女の子を抱きかかえてるんだし、鼓こ動どうが高まるのを抑おさえろって言われても無理だ。

「……カズト様には、まずお話しなければならない事が……」

「いいから、今は休んでてくれ。テレーゼ、事情は貴方あなたが説明してくれないか？」

　知識方面の専門家らしいテレーゼに水を向ける。

「カズト様が見み抜ぬいた通り、あたしたちは遺跡を使って国難を救ってくれる人を異界から召喚しようとしていたの。伝承では最適の人が自動的に選び出されるって事なんだけど、そのためには誰だれかが力を注いで念じ続けなきゃならないの」

　例の光る環かん状じよう列石に籠こもって何時間も精神集中というのを、十日以上続けていたらしい。生命力が削けずられるとかじゃなくて、単なる疲労という話だが。

　俺を召喚するためにそんな無理をしてたのか。まだ一七、八くらいの女の子が。

「体力だけなら自分が代わりたかったのですが『どのような救世主を求めるのか』と念じる当人でなければならないので……」

　申し訳なさそうに答えたのはレイサだ。

　つまり俺は、エミリーシャの希望に完かん璧ぺきに添そう人間として召喚されたって事か。

　じゃあ、それはどんな条件なんだ？

　そんな事を考えているうちに、岩窟の出口が見えてきた。

　外は、夕暮れだった。

　鬱うつ蒼そうとした木立に、赤く弱々しい陽光が注いでいる。

「マルティアス中ちゆう尉い！　その者は？」

　警備担当だろう。レイサに似た装備の女性兵士たちが腰の剣けんに手を伸ばす。

「この方は救世主だ。姫様が召喚に成功した」

　おおっ！

　歓かん声せいが上がった。

「このまま、城館に帰き還かんする。カズト様、姫様のお身体を」

　レイサに促うながされ、俺は警護兵にエミリーシャを預けた。

　エミリーシャは兵士たちに支えられつつ、ちゃんと自分の足で歩いて馬車に乗り込んだ。言われてる通り大事にはならないようで、俺は胸を撫なで下おろした。

　ひとり分の重みが去った肩が、妙に寂さびしい。

「あっちは王族専用で、世話役の侍じ女じよも一緒だから安心して。あたしたちは、こっち」

　テレーゼと一緒に、俺はひとまわり小さいもう一台の馬車に乗り込んだ。

　ふたりだけ遺跡の警護に残してレイサたち近衛このえ兵へいは騎き馬ばで護衛に就つき、城館とやらへ向けて出発する。

　馬車の中は、腰こし掛かけるとテレーゼと肩が触れあうくらいの狭せまさ。シートの柔やわらかさでは吸収しきれない振しん動どうが尻しりに伝わってくる。

　俺は肩を竦すくめ、タブレットを膝ひざに載のせた。俺と一緒にこっちに飛ばされてきた品だが、改めて観察すると四よ隅すみに遺跡の石に似た光る珠たまがめり込むというか、溶とけ込んでいた。

　減っていたはずのバッテリーのステータスは「充じゆう電でん中」かつフルチャージになっていて、画面も飛ばされる直前まで見ていたＳＮＳがそのまま表示されている。

　わからない事だらけだが、メインスイッチは切らない方がいいだろう。電源を落として再起動できなかったり「向こう」との接続が切れたら困る。

「それって、何なの？」

　テレーゼが覗き込んだ弾みに、ローブの襟えり元もとから白い谷間がちらっと見えた。レイサはエミリーシャと同い年くらいだけど、こっちはもうちょっと年上。俺と同じくらいか。

「俺の世界の道具だ」

　さて、どう説明しようか。せっかくカッコつけたんだから少し盛った方がいいかな？

「これひとつで、俺の世界に存在するほぼ全すべての書物を呼び出し、読める。いわば全人類全歴史の叡えい智ちを手にしているようなものだ。簡単に言えば、これひとつで何万冊もの書物を呼び出し、読めるのと一緒さ」

「へぇ～。便利なもんね。何万冊なんて、王室図書館だってそれほどの蔵書はないわよ」

「言ってみれば、魔ま法ほうみたいなものだな」

「魔法？　カズト様の世界じゃ、人間も魔法を使えるの？」

　テレーゼが驚おどろいた声を上げた。

　あ、そうか。ファンタジー＝魔法というのは早計だったか。彼女の肩書きも魔術師とかじゃなく錬金学士とか言ってたっけ。

「いや。そうじゃない。純じゆん粋すいに、技術の産物だ。言ってみれば、この馬車を作る仕組みの延長線上にある。まず、さっきも頼たのんだ通りこの世界の現状とか、俺を呼んだ理由を教えてくれないか？」

　慌てて訂てい正せいする。

　ファンタジー世界だってそれぞれ事情は異なるはず。

　下手な先入観は捨てて、まずここの事情を理解しなければならない。

　俺の求めに応じて、テレーゼは簡潔に説明してくれた。

　この世界では、遥はるかな昔から人間と魔族が戦争を繰くり返かえしている。魔族というのは、ダークエルフやゴブリン、オーク、オーガなど、人間以外の知的種族の総そう称しよう。人間ＶＳ他の全種族という構図だ。

　人類諸国連合軍の劣れつ勢せい気味ながら一進一退だったのに、七〇年くらい前から負けが続いている。そんな状況でも、この二〇年ほどはアレハンダル王国出身の名将が指揮を執とって、どうにか持ちこたえていた。だが、数年前にその将軍が戦死。以来、全く勝機が見いだせないままじりじりと消耗しているのだという。

「そこでエミリーシャ姫が逆転の秘策として、伝説に基もとづいて救世主召喚に挑いどんだって訳。ま、かなりの賭かけだったんだけどね。あくまで伝承で、確証はなかった訳だし」

「召喚っていうのは、魔法とは違ちがうのか？」

「魔法は魔族だけの特とく殊しゆ能力よ。遺跡は、創世神が残したもの。神話時代、神様が世界を作る手助けに、異世界から優ゆう秀しゆうな人間を呼び寄せたっていう伝承があるのよ」

　異世界の存在やそこに住む人間がいるのが前提になってる神話ってのは、ちょっと珍めずらしいな。俺も召喚されたんだし、単なる言い伝えじゃなく史実って事か。

「遺跡が活動中なのは定説だったのよ。何しろ神しん力りよく珠じゆの光が途と絶だえてないから。でも、使い方はまるっきり不明で、二千年放置されてたの。ま、世界最高の錬金学士であるこのあたしじゃなきゃ、解明はできなかったでしょうね」

　自慢げに、テレーゼは胸を反らした。この人、結構乳が大きいな。

「錬金学士っていうのは？　俺の世界にはいない」

　魔法使いでも錬れん金きん術じゆつ師しでもない。言葉が通じてるけど完全に同じ単語じゃないって事は、何か違いがあるはずだ。

「歴史、地理、気象、動植物、お薬、何でも研究する仕事よ。必要なら実験もする。ただし医者とは違うから、直接怪我けがや病気の治ち療りように当たるのは原則なし」

　学問が細分化する以前の知識階級。史実の錬金術師に近いけど、もっと非オカルト路線の博物学者ようだ。この世界について訊たずねるには、予想通り最適。

「あたしの力で遺跡の使い方は判明した。けど、どんな世界の誰を呼び寄せるかは細かくコントロールできない。でも、さすが神の残した遺跡ね。まさか自分が救世主だって理解してる方が来てくれるなんて、思ってもなかったわ」

「ははっ、そうだろう！」

　俺を見るテレーゼの目には、期待と信しん頼らいの輝きがある。

　頼もしさがアップしてるなら、やっぱりこの路線で正解だ。

　エミリーシャの祈いのりに応こたえたのが「俺」である理由があるという事なんだから。

　問題は、ここまで説明されてもまだ具体的に俺がやるべき仕事が見えてこないって点。

　何しろ平へい凡ぼんな大学生なのだ、自分は。

　異世界転生モノとか割と好きだけど、ファンタジー世界の戦争で即そく座ざに役立ちそうな軍事マニア戦史マニアって訳でもない。せめて専せん攻こうが化学・工学・農学なんかだったらよかったんだろうけど、あいにく文学部国文学科。中世風世界で実用になるものじゃない。

　戦う方も駄目だ。スポーツが得意な訳じゃないし、剣けん道どうなんて中学の体育でちょっとやっただけ。

　しかも神様による丁寧なチュートリアルも、便利なスキル付ふ与よとか、そういうのもなし。身体の内側から新しい力が湧わき上がってくるとか、そんな感じもない。

「この世界、スキルとかレベルとかってあるか？　冒ぼう険けん者しやギルドとか？」

「何、それ？」

　テレーゼはきょとんと首を傾かしげる。

　詳しく訊ねてみてわかったが、ここは「ファンタジー世界」ではあっても「ゲーム風世界」とは違う。人間の能力が数字で表されたり、技能がルール化されたりって訳じゃない。魔法を使えるのも一部の魔族だけで、人間には体質的に不可能。

　人類全体の諸国連合と魔ま王おう軍の戦争も軍隊同士のぶつかり合いで、いわゆる冒険者みたいなフリーランサーが活動する余地はほとんどない。

「そうだ。こいつが何だかわかるか？　元々はなかったから、こっちの世界に来た時くっついたんじゃないかと思うんだが」

　タブレットの四隅で淡あわく光る珠を指差し、訊ねる。

「さっきもちょっと言った神力珠ね。神代遺跡には必ず使われているもので、神の力が結けつ晶しよう化かし、遺跡を動かす無限の力の源だと言われてるわ。神の意志に適かなうように働くとも。世界中の空気や土に含ふくまれていて、魔族が利用する魔素とは全く異なる存在よ」

「なるほど……」

　呟つぶやきながら、俺は改めて動作確認する。

　閲えつ覧らん中だったＳＮＳから他のページへもアクセスできるし、過去に保存したデータも問題ない。ただし書き込みしようとすると、詳しよう細さい不明のエラーが出てしまう。メールも含め、こちらからの情報発信は無理。

　奇妙なのは、時刻表示が転移した瞬間から変わっていない事だ。本来なら頻ひん繁ぱんに書き込みがあるはずのＳＮＳも、リロードでも更こう新しんされない。

　フル充電なのも向こうとの接続が切れないのも、要するに神の力、神の意志が働いているって事か。

　召喚された時、周りが静止したように見えたのを思い出す。

　向こうとこちらでは時の流れが違うとか、俺がこっちにいる間向こうの時間は流れないとか、そういう仕様なのかも知れない。

　だとしたら現実世界の事は気にしなくてもいいって訳か！

　丁寧なガイダンスはしてくれなかったが、神様的な何かのサービスは悪くない。

　これだけ条件が整えば、ミリオタでも特殊スキル持ちでもない俺でも、何をするべきなのかははっきり提示されたも同然。

　後は、エミリーシャが何を望んだのか確かめなくては。




　馬車に揺ゆられていたのは一時間程度。

　湖こ畔はんの屋や敷しきに到とう着ちやくした頃には、日が落ちて藍あい色いろの空に星が散らばっていた。空には大小ふたつの月。白い輝きが湖面に映り、ゆらゆらと揺らめいている。樹き々ぎから漂う、湿しつ度どの高い濃のう厚こうな香かおり。

　異世界だというのを、改めて実感する。

「今日はこちらに泊とまり、王都バレステスに着くのは、明後日になります。ひと息ついてから、先ほどの話の続きを」

　馬車から降りる俺の手を引きつつ、エミリーシャは説明する。

　車内でくつろげたのか、顔色にほんのりピンクが戻っている事に安あん堵どする。

　ここは、王家が国内を旅する際に利用する別べつ邸ていのひとつだという。仰ぎよう々ぎようしい代しろ物ものじゃなく塀へいに囲まれている大きめの館と、それに寄りそうひとまわり小さな別べつ棟むね。細かい建築様式とかはわからないけど、印象はやはり古いヨーロッパっぽい。

「エミリーシャ姫のご到着である！」

　レイサがドアノッカーを打ち鳴らすと、屋敷から小こ柄がらな中年男性と三〇くらいのメイドのふたりづれが出てきて、門を解かい錠じようした。

「往路の近衛や御ぎよ者しやに加え、賓ひん客かくが同行しています。お部屋をお願いいたします」

「お任せくださいませ。直ちに用意させましょう」

　応えて一礼する男性の足に、俺の目が留まる。ズボンの裾から覗く足首は、木製の義足だった。

「これでございますか？」

「不作法な視線、失礼しました」

　俺は、深く一礼した。じろじろ見るようなものじゃない。

「お気になさらず。魔王軍との戦いで戦傷を受けまして。軍務を果たせなくなりましたが、こうして別べつ荘そうの管理人として働かせていただいております」

　男性は、にっこり目を細めた。

　間接的な形とはいえ、初めて目にする魔王軍の爪つめ痕あとだった。そして、アレハンダル王国の福ふく祉し水準の一いつ端たんでもある。

　別の小柄なメイドが俺を案内したのは、小さいけれど丁寧に整えられた客間だった。

「えっと……落ち着きましたら、会見室にお越こしくださいとの事です」

　年ねん齢れいはエミリーシャたちより更さらに若い、中学生くらいか。小動物っぽい緊きん張ちようした態度でぺこんと頭を下げ、ちょこちょこした足取りで去って行く。

　白いシーツのベッドに木製の机。天てん井じようは向こうの建物よりずっと高い。魔法も電気もないので、灯りはランプだ。日本の生活では感じる機会がなかった、油と煤すすの微かすかな匂い。

「異世界……なんだよなぁ」

　そういえば、黒ワンピースに白エプロンとヘッドドレスという「典型的なメイドさんスタイル」だけど、現実世界だとこれって中世どころか一九世紀になって登場したらしい。

　やはり予断は禁物。この世界は、この世界として唯ゆい一いつ無む二にだ。

　部分的に共通点や似ているところがあっても、アニメやゲームで知ってる「他のファンタジー世界」でもなければ「現実の過去」でもないんだ。

　馬車内でテレーゼからひと通りは聞いているけれど、まだ知らなければならないポイントは多い。

「あまり待たせても悪いよな、うん」

　独りごちると、俺はタブレットを抱かかえて部屋を出た。会見室の場所は、案内される途中で教えてもらっている。早足で進み、目的の扉とびらの前で深呼吸。

　今さら最初の路線を翻ひるがえすのも格好悪いし、いけるところまでは「洞どう察さつ力りよく溢あふれた救世主」っぽく振ふる舞まった方が向こうも安心だろう。

　頭の中でスイッチを切きり替えてから、ノックしてドアを開ける。

「失礼」

　とか思った矢先――。

「んむっ！」

　エミリーシャ姫の叫び声ごえ――というか呻うめきが聞こえた。

　彼女はパンケーキを頬ほお張ばっている最中だったのだ。

　文字通りほっぺたを膨ふくらませて、もぐもぐと。

「む、むぐふっ！」

「姫、落ち着いてください」

　むせ気味のエミリーシャの背をレイサが擦さすり、テレーゼがミルク入りのマグを差し出す。

　真っ赤な顔でごきゅごきゅと飲み干して、一度顔を伏ふせる。

「失礼しました。はしたないところをお見せしてしまって」

　再び顔を上げたエミリーシャの表情は、何事もなかったかのようなキメ顔だった。
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　ただ、テーブルの上には食べかけのパンケーキフルーツ添ぞえがひと切れ残ったままだし、頬ほおがほんのり朱しゆに染まってるのまでは隠かくしきれない。

　こういうところは責任感で気張ったお姫ひめ様さまというだけじゃなく、年相応の普通の女の子の一面ってところか。

　意外な一面を見られたのも嬉うれしいけれど、それ以上に元気になってるのが嬉しい。

「いや、気にする必要はない」

　頬が緩みそうになるのを堪こらえ、できるだけ礼れい儀ぎ正ただしく余よ裕ゆう綽しやく々しやくな態度を保つ。

　最初にやらかしちゃったし、こっちが動じない方がエミリーシャも安心できるはず。

「召喚のために疲れたのだろう？　きちんと栄養と休息を取るのは大切だ。こちらこそノックの後、確認を待たずに入室して失礼した」

　考えた台詞をどうにか言い切ったけど、内心は冷ひや汗あせものだ。

　一国のお姫様相手にこんな尊大に振る舞うなんて、一いつ介かいの大学生には荷が重いぞ！

「カズト様は聡そう明めいなばかりでなく、紳しん士しでもいらっしゃいますのね」

　エミリーシャは気を悪くした様子もなく、はにかみ気味に微笑んだ。

　もうこうなったらこの路線を貫つらぬくしかない。

　下手に謙けん遜そんとかするよりも、この方がプレッシャーに勝てそうな気もする。

　疲ひ労ろう困こん憊ぱいしながら俺おれを召しよう喚かんした彼かの女じよの期待に応えなきゃならないんだし。

「あの……宜よろしければカズト様も召めし上がりますか？」

「ありがとう。頂ちよう戴だいします」

　勧すすめられた席に腰を下ろす。

　ここは改まった謁えつ見けんなどではなく私的な会談などに用いる部屋という事で、広さもそれほどではなく、テーブルも円形。

　ほどなく、俺のところへもエミリーシャと同じパンケーキが運ばれてきた。飲み物のお茶はテレーゼとレイサにも配られる。

「では、このままお話をして宜しいでしょうか？」

　最後のひと切れを片付け、珊さん瑚ご色の口唇くちびるをナプキンで拭ぬぐってエミリーシャが告げる。

「お願いする」

　答えながら俺の方は、パンケーキにナイフを入れて、最初のひと切れを口に運ぶ。

　現代人の感覚からすると、甘あまみがちょっと弱い。砂糖が貴重なのかも知れない。添えてあるベリーの方も酸味が濃厚で、マイルドに品種改良されていない感じがする。全体のバランスとしては悪くないかな？

「既すでにテレーゼから説明があったと思いますが、改めて。まず、カズト様の同意を得る事なしに召喚した事をお詫わびいたします」

「元の世界に帰る方法も、あるはずなのよ。もちろん確かめた訳じゃないんだけど」

　申し訳なさそうなエミリーシャに、テレーゼが肩かたを竦めながら付け加える。

「構わない。そちらも手て探さぐりで、確かく認にんの手段もわからなかっただろう？」

　鷹おう揚ように答える。

　招かれた瞬間の時間が止まったような光景やタブレットの状態を考えると、俺が消えた事で向こうで騒そう動どうが起きるとかいうのは、あまり考えなくてよさそうだ。大学だって夏休みだし、差さし迫せまった約束とかもないし。

「それより、こちらの世界の事をいろいろと教えてほしい」

「わたくしたちが住むこの大陸はエデリードと呼ばれています。現在、アレハンダル王国を含む人類の七国家は南東部に押おし込められ、大陸の七割以上は魔王軍の勢せい力りよく圏けんです」

「ここは、大丈夫なのか？」

　反射的に訊ねてしまったのは、さっきの管理人の義足を思い出だしたからだ。

「アレハンダルは最前線ではありませんし、ここは国内でも南部です。もちろん、多くの国民が連合軍の兵士として出しゆつ征せいしていますが……」

　野山にモンスターが現れるというような状況じゃない。

　人類連合軍と魔王軍、軍隊同士が衝しよう突とつするガチの「戦争」だ。

「自分が近衛を務めているのは姫ひめと乳姉妹という理由もありますが、主力は魔王軍との戦いを優先するからでもあります」

　レイサは、悔くやしそうに口唇くちびるを噛かむ。

「姫、改めて訊ねたい。あの遺い跡せきでは、力を捧ささげる者が望んだ最適の者が召喚されると言うが、貴方が求めたのはどんな人間なんだ？」

　真顔で、俺は訊ねる。

「魔族に比べ、人間は脆ぜい弱じやくです」

　陰かげりのある表情で、しかししっかりと俺を見み据すえてエミリーシャは語り始めた。

「魔法を使うダークエルフやゴブリン、空を飛ぶハーピー、強健なオークや獣じゆう人じん族に比べ、一対一で優まさるところはありません。オーガやラミアなどにすれば、単なる餌でしょう」

　やはり、魔族っていうのはそういうレベルで相あい容いれない敵なのか。

「ですから、異世界にどれほど強い英えい雄ゆうがいたとしても、個人の力で魔王軍に勝てるとは思えませんでした。それに英雄ひとりの剣に頼たより切った勝利は、その方の不在で容易に覆くつがえされてしまうでしょう。望んだのは――わたくしたち自身に戦う力を与あたえ、導き、人類全体を強くしてくれる方です」

「了りよう解かいした。だからこそ、俺が選ばれたんだな」

　俺は頷うなずいて、タブレットを掲かかげた。

「確かに俺自身、戦士や将軍という訳ではない。剣を振るって直接敵を滅ほろぼすのは無理だ。けど、これを使えば俺が生まれた世界の情報を自由に引き出せる。その知識こそが、軍を強化し、国を豊かにする源になるはず」

「おお……カズト様……」

　エミリーシャの顔が歓かん喜きに輝く。

　俺がやるべきなのは、現代知識チートって奴だ。

　バッテリーの心配不要。ネットにアクセスし放題。

　神様か何か知らないがこの条件を与えてくれたのは、要するにそういう事だ。

　これなら俺自身に特別な技能や才能がなくても大だい丈じよう夫ぶ。この世界がゲーム的な法則じゃないというのも、ある意味ではありがたい。特殊なスキルがモノを言う世界だったら、現実世界の知識を活いかすのは難しい。

　例えば、内政定番ネタのひとつである三さん圃ぽ式しき農業にしたって「農業スキル：レベル二〇」みたいなシステムが生物学や化学に優先するなら、そのままでは適用できなくなる。

「ただ、知識を活かすためにはこの世界についてもっと知らなければならない。だから、いろいろと教えてほしい」

　魔法やスキルがないなら、俺の世界と同じロジックで一歩ずつ積み重ねていくだけだ。

「ええ。喜んで！　わたくしにわかる事でしたら何でも」

「まず、人類連合軍と魔王軍の規模や陣じん容ようは？」

「連合軍関係については、自分が」

　レイサが片手を挙げる。

「現在、最前線であるエゼル砦とりでおよび廃はい市し方面には二五〇〇人ほどの部隊が常じよう駐ちゆうして防ぼう御ぎよに当たっています。砦に籠もる魔王軍の数は推測で八〇〇人ないし一一〇〇人程度。後先考えず総そう攻こう撃げきに転じるとなれば一万人規模の動員は可能ですが、地理的問題で大軍を運用するのが困難なのです。そのせいで、二年ほど膠こう着ちやく状態にあります」

　砦が狭い谷間をせき止めており、その手前の廃はい墟きよになった街が障害物になっているため、魔族側もなかなか南下できずにいるのだという。

「砦とりで攻ぜめとなると、三倍差でもギリギリか……」

　何かで読んだ基き礎そ知識を思い出す。

「それにエゼル砦は要よう衝しようですが、その一箇か所しよに全戦力を注ぐ訳にもいきません。単純な戦せん闘とう力りよくでは敵の方が上です」

　レイサの言葉に、俺は腕うでを組んで考え込む。

　状じよう況きようは決して楽ではなさそうだけど、膠着しているのが救いだ。

　猛もう烈れつな勢いで攻め込まれている最中だったら、やれる事が限られる。

「こっちの武器は、レイサが装備しているようなものか？」

「これはあくまで後方での近衛用ですから、前線部隊に比べれば軽装です。兵種にもよりますがチェインメイルやレザーアーマーが主で、各種の盾たても用います。武器は主に槍やりで、剣は補助的なもの。遠えん距きよ離り攻こう撃げきには弓とクロスボウを使い分けています」

　ファンタジーの戦士イコール剣というイメージがあるけど、軍隊として動くならやはりメインはリーチが長く生産しやすい槍。

「火薬や鉄てつ砲ぽう、銃じゆう器きの利用は？」

「カヤク……とは何でしょうか？　それも武器なのですか？」

　眉まゆ根ねを寄せ、レイサが首を傾げた。

　彼女の口から出た「カヤク」という単語は、奇き妙みようなイントネーションの外来語のようだった。レイサだけじゃない。博識なテレーゼもきょとんと首を傾げているし、エミリーシャも口唇くちびるを微かに動かして「カヤク」という言葉を反はん芻すうしている。

　どうやら自動的に翻ほん訳やくされて意思疎そ通つうできるけれど、互たがいの語ご彙いにないものは固有名詞同様に発音がそのまま伝わるのか。

「わかった。この話については後回しにしよう。それから――」

　武器だけじゃない。軍事全ぜん般ぱんについて、いくつかのポイントを更に尋たずねる。

　質問の内容に応じて現場の事はレイサ、歴史的な経けい緯いや魔族の特とく徴ちようなどはテレーゼ、そして政治に近い件はエミリーシャが教えてくれる。

　そうこうしていると、ドアの向こうからばたばたと物音が聞こえてきた。

「失礼いたします。お客様が……」

　扉が開き、説明しようとする管理人を後ろから押しのけ、男たちが入室してきた。乱暴ではない。しかし、強ごう引いんな態度だ。

「何事ですか、ゲイルソン准じゆん将しよう？」

　エミリーシャが立ち上がり、闖ちん入にゆう者しやに問いただす。俺も、半ば反射的に彼女を守るような位置についた。

「不意の来訪、失礼いたします。ですが、至急の用件ですので」

　先頭に立っていた壮そう年ねんは、片かた膝ひざを突ついて深く頭を垂れた。後ろに続く部下らしいふたりも倣ならう。

　思わず構えてしまったけれど相手は体格もいいし、武装している。胸や肩を覆おおう鎧よろいも、腰こしに下げた剣も、レイサのものよりワンランクごつい。本当に戦いになったら、俺じゃ勝負になりそうもない。

「ゲイルソン准将。隣りん国ごくヴェーズの貴族で、諸国連合軍の前線指揮官のひとりです」

　レイサが、俺に耳打ちしてくれる。

　さっきまでの話し合いの中で、名前だけは既に知っていた人物だった。軍服や装備のデザインがレイサたちと微び妙みように異なるのは、国が違うからだ。階級章だけは連合軍で統一されているが。

「エミリーシャ姫。異界の救世主を招こうとしているという噂うわさは、本当ですか？」

「ええ」

「失礼ながら、無む謀ぼうで無意味です。伝承が真という保証はなく、時間と資金資財の浪ろう費ひに終わりましょう。今は総力を結集し、エゼル砦とりで奪だつ還かんを第一とすべきなのです！　最有力国のひとつであるアレハンダルにも、そのためご尽じん力りよくいただくよう進言する次し第だい」

　立ち上がってゲイルソン准将は訴うつたえる。抑えてはいるが、それでも強い口調だ。

　整えられた髪かみと口くち髭ひげ。彫ほりの深い顔立ち。知的だが、頑がん固こで気むずかしい雰ふん囲い気きがびんびん伝わってくる。

「准将、わたくしたちは、既に召喚を成功させました」

「何と？」

　エミリーシャの言葉に、ゲイルソンの濃こい眉まゆが跳はね上がった。

「この方が、わたくしの願いに応え、異界から来訪してくださった救世主です」

「自分は陣じん之の内うち和かず斗と。以後、お見知りおきを、准将」

　一歩進み出て、真まっ直すぐに准将を見据えて名乗る。

　体格は相手が上でも、下手に出てはいけない。礼節は守るが気き迫はくでは負けない。

　ここで俺が弱いところを見せたら、エミリーシャの立場が悪くなる。

「……なるほど。顔立ちや装いなど、確かに見慣れぬものだ。異界から人を呼び寄せたというのは、事実のようですな」

　ゲイルソンは俺をじっくり観察する。

　異世界から来たというのは信じたようだが、まだ救世主とは呼ばない。

「失礼ながら姫ひめ殿でん下か、やはり伝承など当てにならないのでは？　このような貧相な男が、魔王軍との戦いで役立つと？」

　笑いを噛み殺ころしたのはゲイルソンではない。同行した兵士のひとりだ。

「確かに。直接剣を交えるような戦いでは、俺は貴方には勝てない」

　自分と大差ない、若い兵士を睨にらみ付つける。

　ビビるな。

　尻込みもするな。

　礼れい儀ぎや節度は守るが、謙へりくだったりしない。

　自信たっぷりに見せつけろ！

「だが軍を率い、国を動かすのは、剣の腕だけでどうにかできるものではない。自分にはそれ以上の武器がある。俺の世界の長い歴史で蓄たくわえられた、知識と知ち恵えだ」

「身分も階級も持たぬ者が、何を偉えらそうにっ！」

　兵士が、腰の長ちよう剣けんに手を伸ばす。

「よさんか！　姫殿下の御ご前ぜんだぞ。それに、この者――カズトが言った事も正論だ。魔王軍相手に、個人の武勇で果たせる貢こう献けんなど限られている」

「も、申し訳ありません！」

　ゲイルソンに叱しつ責せきされ、部下が項うな垂だれた。

　准将は愚おろかでも無礼でもない。ただ、エミリーシャと意見が違うだけだ。

　考えてみれば彼かれの言い分もわからない訳じゃない。救世主が必要なくらい魔王軍との戦いが切せつ迫ぱくしているのなら、曖あい昧まいな伝承に縋すがっている暇ひまはないというのもひとつの見方だ。学者を動員したり遺跡を警護したりするのにも人は必要だし、その分予算もかかる。不確実な投機と考える人もいるだろう。

　大まかな状況は既に聞いている。

　アレハンダルの名将が戦死し、人類連合軍劣勢のまま戦せん況きようは膠着している。

　その一因は、名将の後を引ひき継つぐ総司令官の不在だ。

　困難な状況で最高責任者の座に就つきたがる者はなく、各国の代表が互いに顔色を窺うかがっているのだ。連合軍とはいっても国が違う以上完全な一枚岩という訳にはいかない。

　そんな中、暫ざん定てい的てきにエゼル砦方面を束ねるゲイルソンだけが積極攻こう勢せいを主張している。

　損害は覚かく悟ごの上で可能な限りの戦力を投入し、砦を奪だつ還かんすべし。

　エゼル砦から魔族が南下してくれば、攻こう撃げきに曝さらされるのはヴェーズ王国だ。准将の立場としては無む為いではいられない。

　しかし、「守りの堅かたい砦から敵が出てくるのを待つ方がいい。それでヴェーズに被ひ害がいが出ても仕方ない」と考えている者もいるのだ。

「だが――」

　こちらに向き直ったゲイルソンの眼まな差ざしは鋭するどく、厳しい。

「個人の武勇が当てにならないからこそ、たったひとりの救世主に期待する訳にはいかん。異界の知恵や知識というものがどれほど頼りになるのかもわからぬし、軍の秩ちつ序じよを無視して頭あたま越ごしに出しゃばられても困る。兵士の命が、そして国民の生命がかかっているのだ。正せい攻こう法ほうで戦う事こそ最善」

　これはこれで正論というか、ゲイルソンの立場なら当然だろう。

　単純に武ぶ勲くんを求めているとか、短たん慮りよで猪ちよ突とつ猛もう進しんしか知らないのとは違う。それ故ゆえに翻ほん意いさせるのは難しい。

　企き業ぎようモノのフィクションに登場する、敵ではないのだけどリスク込みの大だい胆たんなイノベーションに反対して主人公たちの邪じや魔まになる上司みたいなポジション。まあ、実際にはエミリーシャの方が立場は上なのだけど。

　だけど――いや、だからこそ。

　俺は、口を開いた。

「ゲイルソン准将。何の実績もない以上、貴方が俺を信頼できないのは当然だ。だからこそ俺は、異界の知恵と知識の力を示そう。今夜、この場で」

「ほう……？　どうやってだ？」

　俺の言葉に准将本人は興味深げに目を細めたが、部下のふたりは馬ば鹿かにしたような目つきで俺を見ている。

「大丈夫なの？」

「将才を示すと言っても……」

　テレーゼとレイサは、不安そうにこちらを窺っている。

　まだ少し話をしただけだ。現代知識の持ち主というのは知っていても、具体的に何ができるのかまではまだわからないだろう。

　ただし、エミリーシャだけは違っていた。

「カズト様。わたくしは、信じております」

　胸むな元もとで両手を握にぎり合わせ、真っ直ぐな瞳ひとみで俺を見つめている。

「任せてくれ、姫。俺は、貴方あなたの期待に応える。必ず、だ」

　強い想おもいを寄せられる――プレッシャー以上に、喜びが湧き上あがる。

　あっちで当たり前の学生生活をしていたら感じられない気持ち。

　現代知識だけなら、誰だれでも条件は一いつ緒しよだ。けれど運命は他ほかの誰でもなく、俺を選んだ。

　だったら、必要とされたのは俺の人格、人ひと柄がらじゃないか？

　召喚された時にいきなり姫の発言を遮さえぎったり、ゲイルソン相手にタンカ切ったりするからこそ、俺が救世主に相応ふさわしい。

　このやり方は間ま違ちがっていないと――信じる。

「さあて、知識チートの見せ場だ！」

　自分に言い聞かせ、俺は歩き出した。







第一章（２）







「クソが！」

　全力で地面を蹴け飛とばしても、バイトをクビにされたムカつきは治まるどころか、かえってますます強くなる。

　真夏の街は夕方近くでも足あし下もとから熱気が上がってきて、何もかも不ふ愉ゆ快かいだった。もちろん幸せそうな面でその辺りを歩き回っている連中も、オレをいらつかせる。吐はき捨すてた唾つばは熱いアスファルトの上ですぐに乾かわききって、オレの怒いかりや憎にくしみなんて少しの痕あとさえ残さずに消えた。

　アパートに帰る気にはなれない。

　狭せまくて逃にげ場ばのない部屋で、母親が引っ張り込んだ新しい男と面突き合あわせるなんざまっぴらだ。下手すりゃ殴なぐられて、なけなしの金さえ奪うばわれる。

　かといって持っている身分証明書は、高校の学生証だけ。しかも中退してるから、本当なら返へん却きやくしなきゃいけない奴やつだ。身元チェックがきっちりしてたら、ネットカフェにも泊とまれない。少し前なら劇団の先せん輩ぱいのところへ転がり込むって手もあったが、除名された今じゃもうそれも無理だ。

「ホームレスか、のたれ死にしかねぇか、これじゃ」

　クソな世の中で、クソみたいなオレ。

　まったく救われねえ。どこで間違ったかなんて質問は無意味だ。スタートが最悪だから、最初からやり直しても勝ち目なし。

　何かの行事の帰りなのか。夏休みだってのに制服姿の私立小学生が、元気よくオレを追おい越こしていく。金も教養もある親のところに生まれついた、オレなんかとは種類の違う生き物。何の悩なやみもない幸せな姿を見ていると「地じ獄ごくに落ちろ」と思ってしまう。

　願いが通じた訳でもないだろうが、ガキが渡わたってる交差点にトラックが左折してきた。

「馬ば鹿か野や郎ろう！　危ねえっ！」

　口と足が先に動いた。頭は後だ。

　びびって竦すくんでいるガキを突き飛とばす。

　声に出した訳でもないのに、本当に地獄に落ちたりすんなよ！

　さっき考えた冗じよう談だんが本当にトラックを呼び寄せた訳じゃないだろうが、どうせ何もないクズな生命。子供ひとり助けるのに使うのなら、きっと黒字決算だ。

　クソな世界に未練はないが、ガキを助けたのが美談扱あつかいのニュースで消費されるのだけが心残りか。

　どうせ死ぬオレにはどうする事もできないし、不愉快になる事もないが――。

　覚悟を決めたのに、襲おそい来るはずの痛みは感じなかった。

「おぁああっ？」

　叫さけぶ。

　何が起きたのか、理解できなかった。

　オレは、空に浮うかんでいた。

　トラックに撥はね飛ばされたんじゃない。眼下には見たこともない景色が広がり、身体は青白い光に包まれていた。

　そのまま、一直線に落ちていく。

　風圧で髪が乱れ、頬がぶるぶると震ふるえる。手足を振り回まわす。汗が一気に蒸発していく。

　死ぬ。

　今度こそ本当に死ぬ！

　頭の中が真っ白になった瞬しゆん間かん、衝しよう撃げきを感じた。

　身体を包つつんでいた光が弾はじけて広がる。地面に激げき突とつしたんじゃない。何かが、オレを受け止めてショックを吸収してくれた。

　それが、ガボーの腕だったって訳だ。




　目を覚ましたら何もかもが悪い夢で、交通事故の被ひ害がい者しやとして病院のベッドに寝ねかされてた――なんて都合のいい展開はなかった。

　揺れで目を覚ますと、例のガボーとかいう大おお鬼おにがオレを肩に担かついで歩いてた。

　周りを見るとダークエルフ、獣けもの女おんな、竜りゆう娘むすめ、それにトカゲのおっさん。さっきは驚おどろいて観察してる暇がなかったが、改めて見回すと周りは石造りの建物。ただしどれもこれも半はん壊かいしていて、人の気配はまるっきりしない。廃墟だ。

　どうやら本当にゲームにありそうな異世界に飛ばされちまったらしい。しかも、いきなり化け物どもに捕つかまって食料扱い。

「向こうじゃクソで、こっちだと餌えさかよ。順序が逆だぜ」

「起きたか？　起きたなら、歩け」

　独り言を聞きつけたのか。ガボーがオレを地面に下ろした。身体の節々がまだ痛む。

「……ったく。所有物とか言うなら、そのまま運べよな」

　気絶する前の会話を思い出し、思わず毒づく。

『オレの女のガキなんだから、オレのモンだ。口答えすんな』とか、ぶん殴る時に言い切ったのは、小五の頃ころに住み着いてた男だったな。結局どこの世界のどんな奴でも、自分より弱い相手を品物扱いする態度は一緒って事か。

　まして今度の相手は同じ人間ですらない。餌って言ってるくらいだし、オレを豚ぶたや鶏にわとりみたいに扱ったって当然だ。

　けど――。

「生きているものとしての誇ほこりを、全すべて投げ捨てるのね」

　ザーニャとかいうダークエルフが、冷ややかな眼差しでオレを見下ろす。

「……あ……」

　記き憶おくが蘇よみがえる。

　向こうの世界で――というか、子供の頃から何度も投げつけられてきた視線だ。

　片親だから、父親が誰かわからないから、貧びん乏ぼうだから、給食費免めん除じよされてるから、生活保護受けてるから――理由を見つけては誰もがオレを見下し、嘲あざわらっていた。

　ザーニャの顔立ちが整っているせいか。眼差しの冷たさが一層際きわ立だつ。思わずこっちの目が吸い寄せられる。

　いや、違ちがう。

　見つめ合う形になって理解した。

　ザーニャの目は、連中とは違う。攻撃して構わない、差別していい玩具おもちやとして見ているんじゃない。

　もっと強きよう烈れつな、根元からの否定、拒きよ絶ぜつだ。

　どうでもいい虫どころか、命のないゴミに向けるような視線。

　けど、オレは生きている。

　ここがどこなのか。どうして自分がこの場にいるのか。何もわからない。

　けれどクソみたいな暮らしを送っていて、交通事故で死んだと思ったオレなのに、確かにここに存在している。呼吸もしてるし、心臓だってドクドク脈打っている。

　だったら、この命はまだ使っていいって事だ。

　誇りも希望もない、ただ運ばれるだけの荷物でいなくたっていいって事じゃねえか！

「……そうかよ……。わかったぜ！」

　立ち上がり、ダッシュする。

　オレが生きるために逃げるのも、正当だって話だろ！

　鶏だって逃げる時は逃げる。

　このままなら食われてどうせ死ぬ。今より悪くなる事はない。ガボーは図ずう体たいがでかいけれど、敏びん捷しようには見えなかったしな。

　だけどオレが走れたのは、たったの三歩だった。

　ずっと離はなれた場所にいた獣女――レオニダがオレの前に回り込んでいた。

　立ちふさがった彼女を避よけようとするが、向こうの方が素す早ばやい。オレの視界から消える。

　脚あしに激痛が走る。そのまますっ転ぶ。

　どうにか手を突いたが、完全には庇かばいきれない。地面に顔を打って、頬の内側が切れる。

　口の中に金かな臭くさい味が広がる。吐き出しそうになって、即そく座ざに堪えた。今は、血の一滴てき唾つばの一滴だって惜おしめ。生きるために。

「痛つ……っ！」

　痛む箇所に手を伸のばすと、厚手のデニムが切り裂さかれ、太ふと股ももに傷が開いていた。血で、指先が滑すべる。口の中より、こっちの方が酷ひどい出血だった。

「馬鹿だね、人間。逃げ切れるとでも思った？」

　レオニダがオレを見下ろす。

　金属製の籠こ手てに生えた爪つめに、オレの血が付いていた。

　こっちはザーニャとは違う。お馴な染じみの「劣おとった者を見下す眼差し」だった。

「人間じゃねえ。風かざ早はや朗ろうって名前がある」

「ロウが逃げようとしたのは、生き物としては自然であり、咎とがめるべきではない。それよりガボーの所有物を勝手に傷つけたレオニダに非があるのではないか？」

「だよねー、ははははっ！」

　トカゲ人間シュルフが渋しぶい低音で指し摘てきすると、ディディが無む邪じや気きに笑う。

「いや。確かにレオニダが悪いが、今の、仕方ない。逃がさないため。オレが、許す」

「ごめん。それと、ありがと。人間がいきなり逃げるから、ちょっと先走っちゃった」

　ガボーの言葉で、膨らんでいたレオニダの頬が元に戻もどった。

「今度は逃げられないよう、オレ、ちゃんと管理する」

　獣じみた顔でもガボーが笑っているのは理解できた。腰のポーチからロープを取り出し、器用にオレを後ろ手に縛しばり上げる。更に逆の端はしを、自分のベルトに結びつけた。

「確かにお前、担いだままよくない。元気な方が、食べた時、精が付く。立って歩け」

　どうあっても食う気らしい。どうにか立ち上がったが、脚の傷に響ひびく。ジーンズに血が滲にじんでいく。

「それじゃ歩くのも辛つらいでしょ」

　ザーニャが苦く笑しようしながら、開いた右手を差し伸べてきた。人差し指に填はめている指輪が、鮮あざやかな赤い光を放つ。暖かい空気がオレを包むと、傷が塞ふさがり痛みが引いていく。脚だけじゃない。切った口の中もだ。

「魔ま法ほうみてえだな……」

「魔法よ。知らないの？」

　思わず漏もらした呟つぶやきに、ザーニャは小首を傾かしげた。

　ダークエルフやトカゲ人間がいる世界なら、魔法だって実在して不思議じゃない。なるほどファンタジーかよ、クソッタレ。

「すまん、ザーニャ。オレのものに、治ち癒ゆ魔ま法ほう」

「怪我けがさせたのはあたしよ。あたしが、代だい償しようを支し払はらうわ」

「構わないわ。こいつの怪我で部隊の移動速度が落ちれば、偵てい察さつが予定より遅おくれる。この人間――ロウを元気にしておくのは、わたしにとっても好都合」

　ザーニャが手を下ろす。

「逃げようとしたって事は、やっぱりこいつ人間軍の斥せつ候こうか何かじゃないの？」

「その線は薄うすいわね。どこの国の服装でもない、初めて見る材質や作りよ。武器も持ってないし、階級章もなし。最前線まで、兵じゃない奴が紛まぎれ込むのもあり得ない」

「何でも、構わない。オレの、大事な食べ物。もう逃がさない」

　レオニダとザーニャ、それにガボーの会話でいくつかわかった。

　まずこの世界にもオレみたいな「人間」は普ふ通つうにいて、こいつらはそっちの軍隊と戦争している。人間にはいくつかの国がある。オレが着ている一見レザー風の安いサマーベストにＴシャツ、デニムのボトムって服装は、この世界じゃ珍めずらしい。

「人間って飛べないし、魔法も使えないんでしょ？　どうして空から降ふってきたの？」

　竜娘のディディが、好こう奇き心しんいっぱいの目でオレの顔を覗のぞき込んでくる。こいつは子供だからか。嫌けん悪おとか敵意じゃなく、珍しいものへの単純な興味って感じだ。

　向こうの口が軽いお陰でまた情報が手に入ったのはいいが、どう答えりゃいい？

　下手な事を口にして、それがこの化け物どものタブーに触ふれるような話で即そく死し刑けいなんてのもあり得ない事じゃないよな？

「ねぇってば。何とか言ってよ、人間。どうして落ちてきたの？」

　口を噤つぐんでいると、しつこく尋ねるディディの声はだんだん大きくなってきた。オレの頬を突いたり、口唇くちびるを引っ張ってみたり。悪意はなくてもひどい扱いだ。

「ディディ、あまり触さわるな！　これ、オレの餌！」

「オーガでも今すぐ食べる訳じゃないんでしょ？　必要になるのはまだ先じゃない」

「ガボーもディディも声が大きい。そろそろ行くわよ」

　窘たしなめたのは、ザーニャだ。

「はぁ～い」

「わかった。オレ、悪かった」

　ふたりが黙だまり込む。

　やはりこの一団を仕切っているのはザーニャで間違いないらしい。それとオーガってのはガボーの種族か。この手のファンタジーの人喰くい鬼は、確かそういう名前だったな。

　それから言葉少ないまま、しばらく廃墟の中を歩き回る。

　きっちり十字路が続く中に並んでいるのは、同じような石造りの壊こわれかけた建物ばかり。真四角で、高さは二階建てか三階建て。こっちの世界の国の規模だとか、人間側の勢力なんかは知らないが、結構栄えていたんじゃないかって気がする。

「人間の街」と判断した根こん拠きよは、建物の造りだ。出入り口や天てん井じようのサイズが、ガボーみたいなオーガに対応してない。いろんな種族が交じって暮らすなら、風景はまるっきり違っているんじゃないだろうか。

　それに、あちこちに人間の骨が転がっていた。

　いくつかは壊れかけのチェインメイルっていうのか、鎖くさりを編んだワンピースみたいなのやひしゃげた兜かぶとを身に着けている。数は少ないけれど、体格が違ったり尻尾しつぽが生えてたりする骨も。残らず白骨になっていて死し臭しゆうなんかも感じないから、戦場になったのは昨日今日じゃなくずいぶん前なんだろう。

　体感で二時間くらい歩き回った後か。日が暮れかかる頃にザーニャがキャンプを命じた。空には月の他にもうひとつ、サイズが半分くらいの奴が、空の低いところを見てわかる程度のスピードで動いている。

　オレの、知らない夜空だ。

　壊れかけた建物の陰に身を隠かくし、交こう替たいで見張りを立てて残りは眠ねむる。テントも毛布も何もない。少しでも平らで、柔やわらかそうなところに身を横たえるだけ。

　オレが転がされた湿しめった土は冷たかった。ご丁てい寧ねいな事に、野営の間は足首もがっちり縛られている。姿勢が自由にならないせいもあって、なかなか寝ね付つけない。飛ばされる直前には軽々しくホームレスなんて考えていたけれど、実際やってみると野宿ってのは想像以上に辛い。逃げるチャンスはないかともずっと狙ねらっていたが、歩かされて疲つかれていたのか。結局いつの間にか眠りに落ちていた。

「ほら。起きなさいよ、人間！」

「ん……っ！」

　頭に軽いショックを受けて、目を覚ます。

「……人間じゃねえ。朗だっての……」

　ぼやきながら瞼まぶたを擦こすって周囲を見回すと、やっぱり昨日と同じ現実だった。

　頭を軽く蹴けった獣耳のレオニダ。オレを所有するオーガのガボー。トカゲ人間も竜娘も、そしてダークエルフのザーニャもちゃんと実在していた。

「起きたか？　よし。みんな、朝飯食ってる。お前、どうだ？」

　ガボーの口元は血で濡ぬれていた。手にしているのは、猫ねこをひとまわり大きくしたような動物の、皮だけ剥はいだ丸ごとだった。足を一本千切って、こちらへ差し出す。

「うぷっ！」

　嘔え吐ずきながら、首を横に振ふる。

　つい、自分が同じように食われているイメージが頭をよぎってしまった。だいたい生肉だと、寄生虫とかヤバくないか？

「あたしたちはちゃんと起きて、自分の朝食は自分で調達したんだけどね」

　馬鹿にした口調で笑うレオニダも、鋭い爪で器用に鼠ねずみの生皮を剥いでいる。シュルフは生きたままの芋いも虫むしをつまんでいるし、ディディの朝食はサンダルサイズのゴキブリ。

　どれもこれも、オレの食欲を減退させる代しろ物ものだった。いちばん人間に近そうなザーニャが口にしているのも、握り拳こぶしほどもある白いぶよぶよした虫。

「ロウのご飯はどうしましょうか？」

　ザーニャに訊たずねられたが、即そく答とうはできない。腹は減ってるし、生きるチャンスのために必要なのも頭じゃ理解できているが、さすがに抵てい抗こうが大きい。

「人間はこの手のものは食べないんだったわね。じゃあ――」

　答えずにいると、ザーニャは苦笑してまたオレに手を翳かざした。指輪が光ると、喉のどの渇かわきや空腹が治まっていく。

　魔法ってのは便利だ。怪我だけじゃなく飢うえまで癒いやせるらしい。

「いいのか、ザーニャ。使いすぎでは？」

「後は砦に戻るだけだもの。大丈夫でしょ。さ、行くわよ」

　シュルフの問いに答えて、ザーニャは手の甲こうで額を拭ぬぐって歩き出だした。他のみんなもそれに続く。もちろん、オレもロープに引かれてしぶしぶ歩き出す。

　ずっとチャンスを探しているものの、結び目はがっちり固くて解けそうにない。ガボーを真ん中にシュルフとディディが先導、後ろにはレオニダとザーニャって並びも隙すきがない。

　起き床しようから三時間ほど歩いた頃――。

「待って！」

　不意に、後ろからレオニダの声が響いた。

　矢の雨が降り注いできたのは、その直後。

　道の両側。高い建物の屋上で人間の軍が待まち伏ぶせしていたのだ。ざっと三〇人、革鎧とクロスボウで武装している。

「ぐぶっ！」

　両腰の短たん剣けんを抜ぬこうとしたシュルフの胸に、腹に、頭に、数本の矢が突き刺ささる。倒たおれるトカゲ男の傷口から流れ出る血は、オレと同じ赤だった。

　矢の数は無数に思えたけれど、オレには一本も刺さらなかった。

　ガボーが両りよう腕うでを広げ、立ちはだかったからだ。

　奴の身体にも何本もの矢が突き立っていた。分厚い筋肉でも、防ぎきれていない。血が流れ出している。

「な、なんでだよ？」

「お前、オレの所有物。他人が損そこねるの、許されない。持ち主の、責任」

　思わず口走った問いに、ガボーが答える。背中向きだったから、表情は見えない。けど、声は誇らしげな響き――少なくともオレはそう感じた。

　何だよ、それ？

　人間をモノ扱いするってのは、殴ったり罵ののしったりする事なんじゃないのか？　財産として、持ち物として大事にするってのか？

　矢傷が効いたのか。ガボーもそのまま片膝を突く。引っ張られたが、ロープの長さに余よ裕ゆうがあったおかげで、オレはどうにかコケずに踏ふみとどまる。

「くっ！」

　ザーニャが手を広げる。指輪の光が広がって、半はん透とう明めいの円盾になる。レオニダも、その陰かげに隠れている。

　ただ、サイズが小さい。

　次々に飛んでくる大量の矢の全ては防げず、いくつかは足下を掠かすめている。

　下を見た弾はずみに、シュルフの手から零こぼれた短剣が目に留まった。片方は普通の刃やいばだけど、逆側は鈎かぎ爪づめと鋸のこぎりを合わせた奇妙な形。この際、普通に刃は物ものとして使えれば充じゆう分ぶんだ！

　ザーニャやレオニダの注意が敵に向いている今がチャンスだ。屈かがんでどうにかそれを拾い上げ、手首を縛るロープを切ろうとする。上手うまく行かずに肌はだも傷ついていくが構わない。

「あたしならっ！」

　ディディの背中から、ドラゴンめいた翼つばさが生えた。魔ま法ほう盾たての範はん囲いを飛び出して、空へと舞まい上がる。

　こいつ、飛べるのか？

「駄だ目め！　単独で突出しないで！」

　ザーニャが警告するけど、遅おそい。

　ひとりで飛び上がったディディはクロスボウ部隊のいい的だ。

　無数の矢が、彼かの女じよを貫つらぬく。

「あうっ！」

　悲鳴を上げて墜つい落らくした彼女に、追い打ちがかけられる。無数の矢傷から鮮せん血けつが流れ出す。さっきまでぴくぴく蠢うごめいていた尻尾も、もう止まった。

　人間軍はきっちり連れん携けいができている。全員が竜娘に群がった訳じゃなく、しっかり役割分担していてザーニャたちへの攻撃も緩ゆるめない。

　ゲームのＭＰ制みたいに、魔法を使うのにも限度があるのか。半透明のシールドはチカチカ点てん滅めつしている。そういやシュルフが使いすぎを心配していたし、ザーニャの顔にも焦あせりが見える。

　ヤバい。

　もしもこのまま彼女の魔法が切れたら、こっちも巻まき添ぞえだ。ザーニャたちが変な服装と思ったくらいだから、クロスボウの兵隊たちからはオレも得体の知れない怪かい物ぶつの一種に見えてるのかも知れない。

　ザクッ！
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　やっとロープが切れる。

「助けてくれーっ！」

　叫びながら、オレは走った。

　よく見えるように大きく腕うでを振り、ザーニャたちから離れる。言葉は、同じように通じる事に賭かけるしかない。

「オレはこいつらの仲間じゃない！　人間、人間だーっ！」

　人間だ。

　人間なんだ。

　オレだってお前らと同じ人間なんだ。

　あっちの世界でも何度も繰くり返かえしてきた、けれど受け入れられなかった叫び。

　ダークエルフやオーガ――「人間じゃないもの」が存在するのなら、オレが人間だってのは確かなはず。

　けれど――。

「構うな！」

　屋上の誰かが、叫んだ。

　しっかり言葉は通じている。

　けれど、気持ちは届かない。

「連合軍ではないし、前線に民間人がいるはずもない。多少の犠ぎ牲せいはやむなし！　魔ま族ぞく部隊の殲せん滅めつこそ優先だ！」

「何かの罠わなかも知れん。油断するな！　攻撃の手を緩めず、射うち続けよ！」

　容よう赦しやなく、矢の雨が繰り返される。

　何故なぜだ？

　こっちの世界でも、オレは人間扱いされないってのか？

　部隊とか軍とか組織とか国とか、そういうのに所属してなけりゃ、死んでも構わない異物だっていうのか！

　抗こう議ぎの叫びを上げる暇もない。

　オレの胸にも、クロスボウの矢が突つき刺さる寸前――。

　耳の奥おくでキーンと甲かん高だかい音ががなり立て、目の前で黒い虹にじがぐるぐる渦うず巻まき――。




　そこで、目が覚めた。




「えっ？」

　口唇くちびるをぎゅっと結び、飛び出しかけた声を口の中に押おし戻す。

　何だ？　何があったんだ？

　オレは死んだんじゃないのか？

　ガボーの肩かたに担がれて、運ばれている。

　こいつだけじゃない。シュルフもちゃんと生きていて、両腰こしの鞘さやに短剣が収まっている。ディディも、レオニダも、ザーニャも健在だ。

　死んだと思ったら周りが一変してたってのは二度目。だけど、撥はねられた時とは違う。また別の世界に飛ばされたなら同じパターンだが、今度は見覚えのある状じよう況きようだ。

　こっそり腕を動かし、太股を触って確かめる。

　傷がない。

　デニムについたはずの裂け目めが、存在していなかった。

　懸けん命めいに記憶を辿たどる。似たような形の建物が多いから断言はできないけど、周りの風景も確か昨日――最初に起きてきてキャッチされ、一度気絶してからまた目覚めた時と同じのような気がする。

　待て。

　待て待て待て。

　確かこういうのもアニメか何かで見た覚えがあるぞ。

　オレは、必死に記憶を検けん索さくした。

　単に異世界に飛ばされたってだけじゃない。

　時間がループするって奴だ。

　まるで古いゲームでセーブポイントに戻るみたいに、死ねば発動するタイムスリップ。

　ただしオレだけは「前の回」の記憶を持ってやり直せる。

　だとしたら――掴つかんだチャンスを逃のがさずに、今度こそしっかり生きて、逃げ延のびてやる！







第二章（１）







　ゲイルソン准じゆん将しようを待たせる間の応対はエミリーシャとテレーゼに任せ、俺おれはレイサと一緒に別べつ荘そうの厨ちゆう房ぼうに移った。

　幸い、召しよう喚かん作業の拠きよ点てんとして利用されていたため、食材は質も量も充分なものが用意されている。

　小麦やライ麦。粒つぶや粉だけじゃなく、捏こねて寝かせてあるパン種もある。野菜は裏の畑で栽さい培ばいしているものと、保存用の酢す漬づけや塩しお漬づけが数種。鶏けい卵らんは、ここで育てている採れたて。肉は燻くん製せいや腸ちよう詰づめ。後は、古い鶏を捌さばく事も可能。食用油や塩、数種の香こう草そうもあるけれど、香こう辛しん料りようや調味料のバリエーションは豊富という訳ではないらしい。

「……なるほど。これなら、いけそうだな」

　並んだ食材を眺ながめ、俺は頷うなずいた。

「あの……カズト様。何をするのでしょうか？」

「料理で、ゲイルソン准将を説とき伏ふせる」

　人にん参じんを手に、俺はレイサに答えた。

　食べ物を使うっていうのは現代知識チートの定番だが、それにはちゃんと意味がある。

　俺はまだ、この世界の戦争をちゃんと理解してる訳じゃない。けれど、こうしてここで生きている以上は人間としての肉体はあっちとこっちで大差ない。

　同じ人間である以上、ダイレクトに舌や胃い袋ぶくろに伝わる料理は効果的って事だ。

　現に、俺もエミリーシャと同じパンケーキを味わったしな。

「大だい丈じよう夫ぶですか？　ゲイルソン准将は、前線では兵卒と一緒に空腹にも粗そ食しよくにも耐たえる猛もう将しようですが、ヴェーズの名門貴族出身です。食道楽としても有名な方ですよ？」

「それならなお好都合だ。レイサにも、手伝ってもらう」

「えっ？　自分はその……料理などはあまり得意ではないというか……その、正直全然できないのですが……」

　戸と惑まどったような恥はじるような表情で、レイサはこちょこちょと指先を絡からませた。

「ああ、すまない。そうじゃない。軍人としての意見を聞かせてくれ。前線に出た経験は？」

「残念ながらほとんど……。訓練を兼かねて補給部隊の護衛についたくらいです」

「あの……」

　レイサが首を横に振ると、義足の管理人が声を掛かけてきた。

「自分は三年前に負傷で退たい役えきするまで、ゲイルソン准将指揮下の部隊に属しておりました。その頃の話で宜よろしければ……」

「ありがとう。じゃあ――」

　俺はふたりにいくつか重要なポイントを質問し、思いついたアイディアを元にタブレットで検索した内容と食材を見比べる。

　方針はスムーズに決まった。

　ただし、問題がない訳じゃない。

　俺も、料理ができないのだ。

　自じ炊すい経験ゼロ。包丁なんて昔、学校の家庭科実習で握にぎっただけだ。

　レシピそのものはいくらでも検索できても、全く同じ材料が揃そろう訳じゃないからいろいろ工く夫ふうしなきゃいけないのに。

　転生したり召喚されたりして、即座に一品作れるような腕の連中が羨うらやましいぜ！

　取りあえず、屋や敷しきの料理担当を兼けん任にんしているメイド長――最初に出で迎むかえた女性――に、タブレットの画面を示して、作ってほしいものを説明する。

「……何なのでしょうか？　これは」

　ところがメイド長は怪け訝げんそうな顔をして首を傾げ、タブレットの存在に怯おびえているようにさえ見えた。会話は普通に通じるのだけれど、文字については違った。エデリードの人間は日本語が読めないし、俺もこっちの文書は理解できないのだ。

　料理スキルに続いて、意外な落とし穴。会話がいきなり通じるだけでも大助かりだから、それ以上を望むのは贅ぜい沢たくなのか。

「そういう調理ならば、わたしよりもこの子が適任かも知れません。ファナ」

「は、はひゃいっ！」

　メイド長に指名され、裏返った声で返答したのは、例のメイド少女だった。

「彼女は勤めて日が浅く、本職の料理人として修しゆ業ぎようをした訳ではありませんが、家事全ぜん般ぱんに通じ、その場の工夫に長たけております」

「ど、どうも……」

　ファナは、俺に向かってぺこんと頭を下げた。

　新人で不慣れだからずっと緊きん張ちようしてたのか。

「固くならなくていい。これを見てくれないか？」

　タブレットの画面を指差し、作りたいメニューについて説明する。若い分好奇心も旺おう盛せいなのか。異界の道具を見ても、メイド長ほど忌き避ひする様子はない。

「えっと……わ、わかりました。あた……わたしにできるかどうかわかりませんけど、精せい一いつ杯ぱい救世主様のお手伝いをさせていただきますっ！」

「宜しく頼たのむ」

　俺が軽く肩を叩たたくと、ファナは耳まで真っ赤になった。




「お待たせした」

　エミリーシャたちとゲイルソン一行が待つ食堂へ、俺はレイサと、ファナたちメイドを伴ともなって踏み込んだ。食事待ちの小腹を満たすため、皆みなの前にはお茶とクッキーが用意されている。

「ようやく来たか。さて、どんなものを食わせてくれるんだ？　空腹は最高の調味料というのは通じんぞ？」

　ヴェーズ兵のひとりが、クッキーをかじりながら挑ちよう発はつする。

「全く同じ言い回しが、俺の世界にもある。どこの人間でも、腹が減るのは一いつ緒しよだな」

　不敵な笑えみで答えながら、並べた銀のドーム――クロッシュを取り去る。

「どうぞ、召めし上あがれ」

　誇こ張ちようした恭うやうやしい仕草で、俺は一礼した。

　現れたのは、半円形でふっくらと膨ふくらんだきつね色の食べ物。脂あぶらっこく香こうばしい香かおりが、一気に室内に広がる。

「ほう……これか。だが、カトラリーが添そえられていないようだが？」

　ゲイルソンが興味深そうに眉まゆを動かす。

「そのまま手づかみでどうぞ。俺も、一緒に食べます」

　エミリーシャの隣となりに用意されていた椅い子すに、着席する。

「その……姫ひめ様さまも手づかみで……？」

　俺とエミリーシャの顔を交こう互ごに見つめて、レイサが訊ねる。

「構いません、レイサ。カズト様にお考えがあっての事でしょう。では、いただきます」

　まずエミリーシャがにっこり微笑ほほえんで、食べ物を手に取った。端の、とじ合わせた縁ふちの部分に小さな口でかぶりつく。実際に作ったファナが、俺の隣で緊張に震えている。

「美味おいしいっ！」

　第一声も、エミリーシャだった。

　そのままパクパク食べすすめて、不意にペースを落とす。

　どうやらさっきのパンケーキの事を思い出してるみたいだ。

「ふむ。確かに美味だ。これは、油で揚あげてあるのか？　魚のフライや菓か子しならともかく、このようにパンを丸ごと揚げるというのはなかなか珍しい。中身は挽ひき肉にくと刻んだピクルスや根菜を混ぜ合わせているのだな」

「その通りだ、准将」

　胸を張って、ゲイルソンに答える。

　ファナに作ってもらったのは、言ってみれば揚げピザやタコス、あるいは総菜パンのようなものだ。

　味付け濃こいめの具材をパン生き地じで包つつみ、たっぷりの油でフライする。レシピ通りの材料が揃わないからあり合わせで、味見しながらの現物合わせだったが、ファナが上手く工夫してくれたおかげで試作回数も少なく、充分なレベルに仕上がった。

　自分でも一口食べてみる。まあ、先に試食はしてるんだが。

　高温の油でカラッと揚げてあるので表面は香ばしく、生地は歯ごたえがある。胡こ椒しようがないので風味が物足りなくなりそうなところは、細かく刻んだ胡桃くるみや焦こがした木の実の粉を混ぜて補った。

　このあたりは、俺のアイディアというよりファナの技わざだ。

　これなら、向こうの世界の市販品と比べてもさほど遜色ない。エデリードならではの野や趣しゆある素材の、独特の魅み力りよくもある。

「確かに美味で、珍しい味だ。しかし、ヴェーズ宮きゆう廷ていなら、この程度の料理は――」

「黙れ」

　部下の言葉を遮さえぎり、ゲイルソン准将は半分食べた揚げパンをじっと見下ろし、残りを一気に頬ほお張ばった。そして、もう湯気を立てていないお茶を飲み干す。

「これは、行軍食としても使えるものだな？　だからこその手づかみか」

「その通り。准将の明察、痛み入る」

　俺は、芝しば居いがかった口調で答える。

　ゲイルソンの部下ふたりは、まだ納なつ得とくできないのか不満げに小首を傾げたままだ。

「実のところ、それほど特別なものではない。俺の世界では、ごくありふれた食べ物のひとつだ。もちろん、材料を向こうから持参した訳じゃない。ここにある当たり前の食材だけで作らせた。冷めても美味、硬かために作れば日持ちも良くなる」

　半分はハッタリだ。

　実際に放置して、何日腐くさらないとか確かめた訳じゃない。

　けれど、今はこれで充分。

「塩味が強いのも、兵士の事を考えた味付けか。携けい帯たい性せいに優すぐれ、場合によっては兵士ひとりひとりに予あらかじめ配っておくのも可能だな」

「しかし一いつ般ぱん兵の糧りよう食しよくに、これだけの油を用いるのは贅沢では……？」

「油ゆ脂しの使い回しを考こう慮りよすれば、数が多いほど割安になる。さほど問題にはならん」

　部下の意見を、ゲイルソンは却きやつ下かする。

「何よりも、美味で滋じ養よう豊富な料理は、兵の体力と士気に関かかわる重要な要素だ。武器や防具同様――いや、それ以上に重視せねばならん。食は命。まず命なくしては、戦えん」

　指に残った脂を見つめながら、ゲイルソンは呟く。

　レイサと管理人から、戦地での標準的な食事については確かく認にんした。

　基本は各自が持参する硬いパンに岩塩の欠片かけら、塩漬け干し肉。

　最低限腹を満たし、体調を保つためだけの貧相なメニューだ。そして、俺が驚おどろいたのは戦場まで豚ぶたや牛を引き連れて行って捌き、大おお鍋なべで煮にるというやり方だった。パンが不味まずいせいもあって、肉への期待と需じゆ要ようが大きいのだ。

　検索して初めて知ったのだけど、現場まで生きた家か畜ちくを同行させるのは現実の地球でも中世ヨーロッパでは普通のやり方だったらしい。

　もちろんこんな食事では味も栄養も満足にはほど遠いし、牛や豚や大鍋は無む駄だな大荷物になって効率を妨さまたげる。現場での大規模調理は、無防備で危険なキャンプを長引かせる。

「た、確かに役立つ事かも知れません。しかし、このような工夫は料理人でもできる事！　救世主などと仰ぎよう々ぎようしく名乗るのは……」

「もういい。黙れ」

　静かだが迫はく力りよくある声こわ音ねで、准将は部下の言葉を遮った。

「カズト――いや、カズト殿どの。貴公、この私を試ためしたな？」

「さて、何の話で？」

　俺の答に、ゲイルソン准将が目を細めた。

　今まで見せた事のない、どこか少年じみた笑え顔がおだった。

「とぼけるな。私が、この料理の価値を見み抜ぬけるかどうかを見み極きわめるため、事前の説明はせず、ただしナイフやフォークを添えないというヒントを出したのだろう？」

　返答は明言せず、ただ俺も笑顔で軽く頭を下げた。

「仮に私が貴公の意図を理解できなかったらどうするつもりだった？」

「お会いした際の印象、更さらに貴方あなたを知る人から話を聞き、そのような事はないと確信していた。しかし――」

　敢あえて、そこで言葉を切ってタメを作る。

　これも必要な演出って奴やつだ。

「万が一そうなっていたら、俺は全力で貴方に抵抗した。この程度も読み取れないような器が将として多くの兵の命を預かり、連合軍の命運を背せ負おうのは危険だから」

「なるほどな。いい答だ」

　煽あおる言葉に部下のふたりはおろおろと顔を見合わせたが、当のゲイルソンはむしろ満足げに口くち髭ひげをしごいた。

　行軍食に適した料理を出すというのはすぐに思いついたし、准将の人ひと柄がらについても公正で勇ゆう猛もう、そして部下や国民の生命を大切にするというのは話をしていてわかった。管理人やレイサから聞いた話も俺の印象を裏付けていた。

　しかも質しつ実じつ剛ごう健けんで勇猛な武人だが意外に気さくな一面もあり、単に従順で忠実なだけの部下よりも積極的に意見する者、挑ちよう戦せん的てきな者を好み、高く評価する。彼かれ自身、上位者であるエミリーシャに堂々と意見する剛ごう胆たんの士だ。

　だったらご機き嫌げん取りより、こっちのアイディアをぶつけてやればいい。

「准将」

　俺は改めてゲイルソンの前に進み、一礼する。

「これは俺が持つ、異界の叡えい智ちのほんの一いつ端たんに過ぎない。料理だけでなく武器や戦術についても長い歴史があり、蓄たくわえられた資料がある。それらが人類諸国連合軍の役に立つと確信している。だが、今夜こちらに来たばかりだ。遺い跡せきからこの屋敷まで馬車で移動しただけに過ぎない」

「皆まで言う必要はない。つまり、まだ我らの事情を把は握あくしていない。時間が欲ほしいという事だろう？　知識だけではなく貴君の叡智と気骨も、確かなもののようだ」

　ゲイルソンの理解が早くて助かった。

　敢えて強気で押した甲か斐いがある。

　データ調べ放題の現代知識チートも、文字通りの万ばん能のうじゃない。大きなウィークポイントがふたつある。

　まず第一に、即そつ効こう性せいが乏とぼしい事だ。

「予め知っているゲームやアニメそのままの世界」や「現実世界の歴史上の過去」でもない限り、その世界のありようについて基き礎そ的てきなデータを調べる手間がある。

　それにいくら知識があっても、例えば即そく座ざに鉄てつ砲ぽうが製造できる訳じゃない。原材料や加工技術などが揃っていないケースもあり得る。

　広域の地質調査や、工業力の底上げなど年単位の時間が要いるかも知れない。今回の場合、材料の加工や精製、情報伝達に使えるような魔法がないんだからなおさらだ。

　比ひ較かく的てきすぐに成果を出せるのは、それこそ料理くらい。

「准将のご理解を感謝するとともに、改めてわたくしからもご協力をお願いいたします」

　エミリーシャも、指先をナプキンで拭いながら訴うつたえる。

「カズト様の知ち恵えと知識が存分に活用できるよう、アレハンダルは国を挙げて支える所存です。もちろん成果は一国のものではなく、全すべての国、全ての人類のために公開します。ただ、そのための時間が必要なのです！」

　これが、知識チート第二の急所だ。

　どれほどの情報があっても、それを現実に映すには具体的な力がいる――権力、技術力、人手、コネクション。

　タブレット使い放題はそのままだとして、異世界の片かた隅すみに何の伝つ手てもなく放ほうり出されるスタートだったら、「エミリーシャ姫ひめの後うしろ盾だてで、准将に料理を食べさせる」まで、どれだけのステップが必要だった事か。

　俺の場合、必要な前提は万ばん全ぜんに整っていた。

　最初から救世主扱あつかいだからショートカットできたけど、それでも手間も時間も必要だ。ひとりで一いつ騎き当とう千せんのチート能力を持って、敵軍をなぎ倒せるタイプの勇者とは違ちがう。

「少なくとも、カズト殿の能力には信じて待つだけの値打ちがありそうだ。ならば私は連合軍の将として、積極攻こう勢せいよりは現状維い持じに努めよう」

「ありがとう。偉えらそうな事を言っても俺は、軍隊を指揮した経験はない。実戦については、貴方の力を頼たよらせていただく」

「うむ、心得た」

　差し出した右手を、ゲイルソンが握り返す。こっちの世界でも握あく手しゆが友好の証あかしなのは、既すでに確認済みだ。

　今後のために良好な関係を築きたいという計算もあるが、半分以上は本心だった。実際に軍を動かすのは、専門家に任せるしかない。

「ただし」

　握る力を増しながら、ゲイルソンは真顔で俺を睨にらむ。

「貴公を信しん頼らいしたし、期待もする。だが、私は軍人として結果を出す事が全てだ。待つとは言っても、永遠ではないと理解していただきたい」

「わかっている。全力を尽つくす事を誓ちかおう」

　ぎゅっと俺が力を込めた後、自然と握手が解かれた。

「当座の結論が出た以上長居は無用だな。そうだ。さっきの料理、作り方を書面にまとめてくれ。軍の料理人に広めたいのでな」

「すぐには無理だが、なるべく急いで届けさせる」

　こっちの世界の文章が書けないから仕方ないのだけど、その事は伏せる。

　自信満々なロールプレイができるのも、きっと俺が選ばれた理由のひとつだ。

　振り返った後は大おお股またで去って行くゲイルソンの後ろを、ふたりの部下が慌あわてて追いかけていく。

「素す晴ばらしかったです、カズト様」

　エミリーシャが駆かけ寄より、俺の手を取った。

　ひんやりと心地ここちよい柔らかな素す肌はだの感かん触しよく。

「はは……。あの程度、軽いものさ」

「ですが、これほどの汗あせが……」

　いつの間にか溢あふれ出していた額の汗を、エミリーシャがハンカチで拭ってくれた。

　自分で思っていたより緊張して疲れていた――というより昂こう揚ようしていたのか。身体も火ほ照てっていたから、エミリーシャの手を冷たく感じたのだ。

　現代の知識を駆く使しし、揚げパンという実体にして、思い通りにゲイルソン准将を説き伏せて味方につけた。

　エミリーシャの期待に、応える事ができたんだ。

　改めて実感すると、張はり詰つめていた力がふっと抜ける。

　レイサが差し出してくれた椅子に、そのまま腰を下ろす。

「俺だけの力じゃない。彼女のお陰でもある。ありがとう、ファナ」

「そ……そんな。あた……わたしなんて、大した事してませんし」

「いや。レシピも不ふ充じゆう分ぶんな中、あり合わせの材料で上手く工夫してくれたのは本当に助かったよ」

「わたくしからも感謝を。ありがとうございました、ファナ」

「きょきょきょ、恐きよう縮しゆくですっ！」

　エミリーシャが声を掛けると、ファナは声を上うわ擦ずらせながら何度も何度も頭を下げる。そこへ、メイド長がグラスを運んできた。中身は、果か汁じゆうで風味を付けた冷水。疲つかれた俺にはありがたい一杯だった。

「姫様。この際ですから、ファナをこの屋敷の任から解いてはいかがでしょうか？」

「えっ？　あ、あのっ？　あたし、クビですか？　ここを追い出されたらあたし――」

　メイド長の提案に、ファナが目を丸くする。

「そうではありませんよ。ファナ、わたくしたちと一緒に王都まで来ていただけますか？　貴方を、カズト様付きとしたいのです」

「そうだな。俺も、その方が助かる。頼めるかな、ファナ？」

　准将にレシピを送るにしても、俺はこの世界の言葉は書けない。それに、今後も料理でアピールする事だってあるだろう。未知のメニューを工夫して作れる彼女が身近にいてくれたら心強い。

「あ、ありがとうございますっ！　誠心誠意、勤めさせていただきます」

「わたくしたちは明朝の出立とします。ファナも準備を」

「だ、大丈夫ですっ！　荷物とか全然ありませんから。じゃ、失礼しますっ！」

　また頭を下げ、そそくさとファナは退室していった。

「……これは、本当に素晴らしい食べ物ですね、カズト様」

　まだ食べかけの揚げパンを持ったままのレイサが、ぽそりと呟つぶやいた。

「どうせなら、ファナ本人にも言ってやればよかったのに」

　俺は、苦く笑しようした。

「あの時、これがあったら父は死なずに済んだかも知れません……」

　えっ？

「レイサ、いつまでも気に病やんでいてはいけません。マルティアス将軍も、それは望んでいないでしょう。カズト様のおかげで、魔族との戦いは新たな局面を迎むかえるのですし」

「はい、姫様」

　傍かたわらに立って優やさしく肩を抱だくエミリーシャに、レイサは俯うつむいたまま頷いた。

「連合軍を指揮してたアレハンダル屈くつ指しの名将ってのは、レイサのお父さんなの」

　戸惑う俺に、テレーゼが教えてくれた。

　マルティアス将軍率いる部隊が野営で肉を煮ていた際、忍しのび込んだ魔ま王おう軍の兵が鍋なべに毒を盛った。そこから戦線は崩ほう壊かいし、遂ついにはエゼル砦とりでが陥かん落らくするに至ったのだという。

　そうだ。

　ここの管理人の怪我けがだけじゃない。

　人間と魔族。互たがいの存亡を賭けた戦いが続いている以上は、死者が出ている。

　誰だれかの父だったり、夫だったり、恋こい人びとだったりする者が。

　向こうの世界では、人の生死に直面する機会は少なかった。葬そう儀ぎに参列した記き憶おくなんて中学時代に祖父を見送った時まで遡さかのぼるし、その祖父にしたって同居していなかったから実感は乏しかった。

　知識チート救世主ってのは、気楽なお仕事じゃない。人々の命を預かるという事だ。

　寄せられる期待も、責任も大きい。

　失敗は、許されない。

　けど、俺ならできる――やってみせる。

　そう確信する事そのものが、選ばれた理由だ。

「エミリーシャ姫。俺は、やる」
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　改めて、声に出だして誓う。

「食べるものだけじゃない。軍事はもちろん、産業や医学、衛生……やるべき事はいくらでもある。使える限りの知識を駆使して、魔王軍を打ち破る。そのために、アレハンダル王国の力を借りる」

　剣けんで直接戦ったりはできないし、前線で軍を指揮するのも難しい。

　けれど、負傷兵の治ち療りよう法ほうや後方での衛生を改善する事で国力を維持増進したり、武器や鎧よろいの品質向上を図はかるのは知識チートの領分だ。それなりに時間はかかるが、国が持つ力の大きさを活いかして人類全体の力を着実に底上げする。

　エミリーシャのためにも、人々を救うんだ。

　俺は、決意で拳こぶしを握りしめた。







第二章（２）







　まず、確認しろ。

　オレが生きる。生きて、逃にげる。

　それが唯ゆい一いつ最大の目的だ。

　そのためには、オレだけがもう経験して知っている情報を活用する。

　いちばん重要なのは明日帰り道の途と中ちゆうで襲しゆう撃げきがあって、こいつらは全ぜん滅めつするって事だ。

　だけど、そこで人間たちに助けを求めても無駄。連中は、魔族殺しを優先する。ザーニャたちが全滅して状況が落ち着いてからなら交こう渉しようのチャンスがあるかも知れないが、少なくとも「同じ人間」って考えは捨てる。

「ん。起きたか？」

　息づかいで気づいたんだろう。ガボーがオレの身体を揺ゆする。

　けど、言葉は返さないで、ただ苦しそうに呻うめいてみせる。

　逃げようとするのは論外。レオニダの爪つめで怪我をする羽目になる。逃とう走そう失敗がなくても、縛しばられるリスクはある。ザーニャに軽けい蔑べつされても、みっともなくても、今はただ餌えさとして運ばれておいた方がいい。体力の温存にもなる。

「だらしないね、人間。あははっ！」

　担かつがれたままのオレを見てレオニダが笑うが、無視する。嫌きらわれたり馬ば鹿かにされたりするのには慣れてる――平気な訳じゃねえが。

　脱だつ走そう未み遂すいや怪我がないだけで、歩いているルートは「前回」と同じ。ただ連中を観察し、会話に耳を澄すます。特に変わった様子もなく、キャンプの場所も同じ。オレを運びっぱなしだったガボーが特に疲れた様子もなかった。

　逃げる気力も体力もないと思われてるのか。野営中でも取り立てて拘こう束そくされなかったのはありがたい。ただ、ガボーが寝ねている時も奴の腕に抱かれる形だったんで、逃げるチャンスはなかった。常に誰かが見張っているし。

　前は即座にレオニダにとっ捕つかまったけど、他ほかの奴も互ご角かくの実力があると考えた方がいい。速さとは限らない。魔ま法ほうだったり、体力だったり、空を飛ぶ翼つばさだったり。

　ここで下手に動くより、人間の奇き襲しゆうという確実なチャンスを待て。

　そのためには、今は眠ねむって体力や気力を充じゆう実じつさせる事だ。

　翌朝、目覚めると記憶の通り連中はそれぞれの食事を取っていた。

「起きたか？　よし。みんな、朝飯食ってる。お前、どうだ？」

　ガボーが血まみれの動物の足を千切って差し出すのも、前回と同じだった。

「うぷっ！」

　わかっていても、やっぱり吐はき気けがする。知ってて「経験済み」でも、生理的な嫌けん悪おってのは簡単に治まるものじゃない。

「こいつの食事はどうしよう。人間用のなんて準備してないし」

　ザーニャの言葉は、前とちょっと違っている。そういえば、今回は名乗ってなかったからオレの名前を知らないのか。ただの「人間」扱い。

「……腹減った」

「仕方ないわね。砦に着くまでに衰すい弱じやくして、身体を壊こわしたりしたら、ガボーも困るだろうし」

　軽蔑した視線で肩を竦すくめながら、体力回復の魔法をかけてくれた。隊長としての責任感が強いだけじゃなく、彼かの女じよなりの道徳っていうか規き範はんがあって、一応はオレを生かそうとしてくれてるんだろう。

　空腹なのも嘘うそじゃないが、ぼやいた理由は他にもある。

　奇襲でこいつらが全滅するように仕向けるには、少しでも魔法を使わせておいた方がいいはず。脚あしの治ち療りようを一度スキップした分がどれだけの影えい響きようになるかはわからないけど、少しでも打てる手は打っておく。

　朝食を終えるとガボーがオレを肩に担ぎ上げ、砦へ向かって出発する。偵てい察さつ任務って事だから進行ルートは前回と同じ。一歩ずつ、確実に、その場所へと近づいていく。緊張で喉のどが渇かわき、口の中が突つっ張ぱる感じがする。

　そして――。

「待って！」

　今回も、真っ先に気づいたのはレオニダ。

　その声を合図に、オレは渾こん身しんの力を振ふり絞しぼってガボーの腕うでを抜ぬけ出す。

　ずっと大人しくしていたから油断していたのか。無事に脱出して、地面に落ちる。ちゃんと受け身取れりゃかっこいいんだろうが、ずっと動かず揺られてたせいもあって、頭から落ちないようにするのが精せい一いつ杯ぱいだった。肩をぶつけて、骨に痛みが響ひびく。

「人間っ？」

　レオニダが反応したのは一いつ瞬しゆんだけだ。

　すぐに沢たく山さんの矢が降り注いでくる。

「オレのもの、駄だ目め！」

　逃げたのに、やはりガボーは両りよう腕うでを広げてオレを庇かばった。

　馬鹿か、こいつは？

　どんだけお人ひと好よしだよ？

　今度は前とは違う。

　オレは気き概がいを見せた訳でも名乗った訳でもない。ただ捕まって運ばれてるだけの、文字通りのお荷物、所有物でしかなかった。それでも、自分の持ち物だから命がけで守るってのか？　そんなに食いたいのかよ？

「そいつの事は後回しよ！」

　叫さけびながら、ザーニャは魔法の盾たてを張る。前よりは大きいものの、やはり万全じゃない。シュルフはカバーしているが、図ずう体たいがデカい上にもう射られているガボーまでは守れない。

　オレは一瞬だけその様子を確認し、這はいずるように走って建物の陰かげに飛び込む。ここには矢は届かない。このままザーニャたちが全滅するのを待ち、人間の様子や態度に応じて動くだけだ。

「は、はは……。やったぜ！」

　座すわり込んだまま、高鳴る胸を押おさえる。冷ひや汗で濡ぬれた額を手の甲こうで拭ぬぐう。

「あたしがっ！」

「ディディ、ひとりで突出しないで！」

　顔を半分だけ出し、チラ見する。

　ザーニャのシールドが消しよう耗もうして、業ごうを煮やしたディディが飛び上がってハリネズミにされるまでは同じだった。

　奇襲と数の暴力の前に、ザーニャたちは打つ手が見いだせない。魔法の盾で攻こう撃げきを凌しのぎながら逃げようとするものの、隙すきを見せた端はしからシュルフが、レオニダが倒たおれる。膝ひざ立ちだったガボーもばったり倒れ伏ふす。

　そしてザーニャにも矢が次々に突き立った。

　黒い肌はだの上に赤い血の流れが生まれ、ゆっくりと倒れていく。

　胸の内に、妙みように苦いものがよぎる。

　彼女は、決して味方って訳じゃない。

　オレがガボーの餌になるのが前提だった。それでも人間としての誇ほこりを思い出させてくれたし、わざわざ魔法を使って傷も飢うえも癒いやしてくれた。

　いや、そんなのはただの感傷だ。

　囚とらわれるんじゃねえ。オレが生きるのが、何より大切なんだ！

　拳を握りしめた瞬しゆん間かん、耳の奥おくを甲かん高だかい音がかきむしった。視界に黒い虹にじが広がり、ぐるぐるとマーブル模様が生まれる。

　何だ、これは？

　前と同じだ。時間が戻もどるあの一瞬の――。




　気づくと、オレはまたガボーの肩かたに揺られていた。

「わぁっ！」

　うっかり叫んでしまった。

「起きたか？　起きたなら、歩け」

　耳元で大声を上げられて、ガボーが不ふ機き嫌げんそうにオレを地面に降ろした。

「な、何なんだよ、こりゃ！　どうなってんだ？」

　脚の怪我はない。ジーンズも傷ついていない。前回と同じ「セーブポイント」に戻っている。

「訊きたいのはこっちよ。変な服で空から落ちてきて。どこの国の人間？」

　レオニダの問いかけを聞き流し、オレは座り込んだまま考え込む。

　時間ループで戻ったのは確かだ。それは間ま違ちがいない。

　じゃあ、何が間違ってたんだ？

　オレが死んでないのに、どうして繰くり返かえしになった？

　一回目と二回目、何が同じで何が違っている？

　いや。そもそも一回目でオレは「死んだ」のか？

　矢が刺ささったかと思った次の瞬間に時間が戻ったけど、あの時本当にオレの心臓は射い貫ぬかれていたか？

　リセットは、痛みを感じるより前だった。

　つまりオレが死ぬのがトリガーって訳じゃないのか？

「答えなさいよ！　あんた何者？　さっきの光はなんだったの？」

　考え込んでいてオレが反応しないせいで、レオニダが苛いら立だたしげに訊たずねる。

「少なくとも普ふ通つうの魔法などではないわ。正体不明の光。わたしたち全員が浴びたけれど、特に異状や不調も出てないし」

　ザーニャの言葉で、唐とう突とつに思い当たる。

　この五人は、オレが落ちてきた時に変な光に包まれていた。オレをこの世界に呼び寄せた得体の知れない力とループ現象が繋つながっているとしたら？

　引き金はオレじゃなく、この五人の死なんじゃないか？

　一回目もザーニャたち五人がくたばったタイミングと、たまたまオレにも矢が刺さりそうになったタイミングが一いつ致ちしただけかも知れない。

　だったら、人間の奇襲に乗じ逃げるって手は駄目だ。こいつらの全滅とオレの逃げ切きりは両立しない。別な手を考えなきゃならねえ。

　どうする？

　どうすりゃいい？

「オレは、風かざ早はや朗ろう。この世界の人間じゃない」

　考えた末に、オレは告げた。

「はぁ？　何言ってんの、人間？」

「この世界じゃないとかって、そんな話ある訳？」

　レオニダとディディがあきれ顔を見合わせる。

　こいつは、賭かけだ。

　一いち蓮れん托たく生しようの可能性がデカい以上、こいつらと一緒に行動して、一緒に生き延びるしかない。奇襲してくる人間だって頼りにならないなら、異種族だってリスクはどっこいどっこいだ。

　だったらまずオレが「この世界の人間」とは無関係だって事を納得してもらわなけりゃ、話が始まらない。

「極きわめて稀まれだけど、あり得ないとは断言できない……としか言えないわね」

　少し考え込んでいたザーニャが、慎しん重ちように言葉を選ぶ。

　人間は――この世界の人間は、魔法は使えない。ただし神が残した遺跡を利用している。大昔にも神が異なる世界から人材を招き入れた事例があるらしい――そんな風にザーニャが解説しても、レオニダやディディはまだ納得していない。ガボーは最初から理解できてない様子だし、シュルフのトカゲ顔は表情が読めない。

「え、えっと。オレの服装見てくれ！　この世界の人間とは全然違うだろ？」

「あたしたちが知らないだけかもね。変に落ち着いてるし」

　ヤバい！

　異世界から来たのなら、もっと驚いたり戸と惑まどったりする方が自然じゃないか！　だいいちオレは「まだ」こっちの人間を目にしていないんだ！

　ループしてるから知ってるって白状するか？

　いや、そいつはまずい。オレにもわかってない条件が多い以上、下手な話をすればこじれるだけだ。

「お、オレの世界でも、別の世界があるかもって想像してた奴はいるんだよ！　あんたたちみたいな人間以外の種族がいる訳じゃないけど、漫まん画がとかゲームとか……そう、物語の中に出てきたりする。だから、本当にそうなったんじゃないかって思っただけで！」

　懸けん命めいにごまかす。

　前の周回で知った事をうっかり口走ったりしないよう、用心する必要がある。

「どうだかね。ややこしいのは、さっさと始末した方が後あと腐くされないんじゃない？　ガボーだって、こんなゲテ物は嫌いやでしょ？」

「ん～。匂においは、ちゃんと人間だった。知ってるのと、同じ。食える。美味うまそう」

　レオニダの言葉に、ガボーは首を傾かしげる。

「ちょっと待ってくれ！　証しよう拠こだ！　こっちの世界に無さそうなモンを見せる！　武器とか出すんじゃないからな！」

　左手を高く上げ、右手だけフェイクレザーのポケットに突っ込む。安物のスマホに指先が触ふれる。取り出すと、落ちた時のショックか本体の画面にヒビが走っている。電源も入らない。

「何なの？　さっさとしなさいよ！」

　レオニダが、いらついた声で急せかす。

「ま、待ってくれ！」

　必死に弁明を繰り返す。

　スマホはもう諦あきらめる。どうせ異世界で電波が通じる訳がないし、バッテリーだって大して残ってなかった。こいつは「元の世界は吹ふっ切れ」って、運命からのサインだ。

　代わりに薄うすっぺらな財さい布ふを掴つかんで放り投なげる。

「そいつの中身を見てくれ。あっちの世界の品物がいろいろ入ってる」

「ガボー。貴方の餌よ。逃げないよう見張ってて」

　静かに命じながら、ザーニャは拾い上げて中身を取り出した。

「銀貨や銅貨よね？　人間連中が使ってる奴」

「けど、刻まれてる模様も文字も違うわ。この紙も、見た事のない品質。すごい……精密な絵。こっちは陶とう器きとも違うし……」

　レオニダは小こ銭ぜにを弄もてあそび、ザーニャは目を細めて千円札の野の口ぐち英ひで世よを観察する。プラスティックのポイントカードは、予想通りファンタジー世界には存在しない代しろ物ものだった。

「あたしたちに取り入るため作った小道具かも知れないでしょ？」

「それは不合理よ。わたしたちがたまたまあそこを通りかかるのに合わせて、空から飛び降りてくるの？　飛べない人間がわざわざ？　しかもこのザーニャ隊を標的に？　わたしは一応彼の言う事を信じるわ。少なくとも異世界から来たという一点については。嘘だったら、もうちょっと真しん実じつ味みのある話をするでしょ？」

「あ……ありがとう、助かった！」

　劇団で、先せん輩ぱいに言われた事がある。

　未熟な奴が小細工で躱かわそうとするな。他に手がない時は下手に演技しようとは思わず、自分の芯しんにある感情と表現したい事の「重なってる部分」を真まっ直すぐにぶつけろって。

　今じゃもう信頼も尊敬もしてない人だけど、教わった事まで全部否定して投げ捨てる事はない。役に立つ教えはそのまま踏ふまえりゃいいんだ。

「けど、ザーニャ。こいつ、オレが捕まえた。オレの、大事な餌」

「それはそれでいいわ。けど、今すぐ食べるって訳じゃないでしょ？　生きてる間はいろいろ話を聞かせてもらいたいから、しっかり管理しなさい」

「ま、ダークエルフだから仕方ないよねぇ。やると決めたら後には退かない」

　くすっと笑ったのは、ディディだ。どういう意味なんだか。

「よし。じゃあ、出発しよう、ザーニャ。オレたち、任務の途中」

　オレを抱かかえあげようと、ガボーが手を伸のばしてくる。

「いや。生きてるんだからな。自分の足で歩く」

「そうか。じゃあ、逃げないよう、縛る」

「構わねえ」

　両手を揃そろえて差し出すと、ガボーがロープを掛かける。ザーニャが、更に好こう奇き心しんに満ちた目でオレを見ている。

　これでいい。縛られるにしても後ろ手よりは自由だし、姿勢としても楽だ。一回目とは明らかに変化している。

　単に同じ事を繰り返してるんじゃない。芝しば居いで言えば二度もリハーサル済み。いや、未完成シナリオの即そつ興きようを繰り返してるようなモンだ。次こそ上手うまくこなして「本番」扱いにすりゃあいい。

「いろいろ訊きたいのだけど、わたしたちは今偵察中なの。隊長のわたしから任務を疎おろそかにする訳にはいかないし、詳くわしい話は明日、砦に戻ってから」

　ザーニャの説明に頷うなずいて、オレは情報を整理した。

　任務の最中とは言っても完全に無言じゃなく、多少は会話がある。「今回」でも全員の名前は聞けたし、人間の軍隊と戦争してるってのもしっかり把握した。

　野営のパターンも前回、前々回と同じ。三度目ともなると気持ちが慣れたからか、それともオレ自身の覚かく悟ごが据すわったからか、前よりもぐっすり眠ってすっきり目覚めた。それでも、ザーニャたちの方が先に起き、それぞれ食事の準備をしている。

「起きたか？　よし。みんな、朝飯食ってる。お前、どうだ？」

　ガボーが動物の足を一本千切り、こちらへ差し出す。

「うぷっ！」

　生理的な嫌悪感ってのは気持ちだけでは抑おさえられない。やっぱりオレは吐き気を催もよおしてしまった。

「ああ、人間は生肉は食べないんだったわね。じゃあ――」

「ま、待ってくれ！」

　ザーニャがオレに向けて手を差さし伸べたのを、慌てて制する。

「えっと……その、魔法でオレの腹ペコを抑えるとか、ひょっとしてそういう事するのか？」

「そうだけど？　そっちの世界のお話でも、そういうのがあるの？」

「それは止めてくれないか？　これから帰り道、何があるかわかんねえんだし、あんたの魔ま力りよくっていうのか？　無む駄だ遣づかいしない方がいいと思うんだ。さすがに生肉はキツいけど、火ぃ通せば多分食える」

「そう言ってくれるのはありがたいけどね。貴方が空腹で体力が落ちて途中でへたったりすると、結局足手まといになるの。今から火や水の準備して料理っていうのも手間だし」

　オレの察しが良すぎるのを怪あやしんでるんだろう。ザーニャが首を傾げた。

「……じゃあ、ザーニャ。あんたが食べてるその虫、人間が食っても大だい丈じよう夫ぶか？」

「前にも捕ほ虜りよの食事に出した事があるわ。あまり……口には合わなかったみたいだけど」

　長い間まから「口に合わない」の度合いが伝わってくる。

「それでいい。そいつを、オレに分けてくれ」

「それなら助かるけど、いいの？」

「ああ。構わない。食わせてくれ！」

　ザーニャが納なつ得とくした表情で、白い大蛆うじ虫むしをオレの目の前に差し出す。ぶよぶよした表面がピクピク震ふるえていて、何かツンと鼻をつく臭いが伝わってくる。血まみれの生肉とは違った種類の嫌悪感で胸がむかつく。

　それでも、オレは意を決して口を開き、目をつぶってかぶりついた。

　ぶちゅっ！

　ウインナーみたいに、歯が薄うす皮かわを破る感触。口の中に飛び込んできたのは生なま臭ぐささと青あお臭くささが混じった冷たい体液だった。噛かみしめると、見た目の通りに水っぽく軟やわらかい肉がぐちゃぐちゃと口の中で崩くずれ、歯や舌にまとわりついてくる。両手が縛られたままだから、鼻をつまむ事もできない。

　目をつむり、ただひたすら顎あごを動かし、飲み込む。

　確かに美味いモンじゃないけど、それがどうした！

　ザーニャは普通に食ってたし、人間に害もないって言ってた。それを考えりゃ、傷いたんだコンビニ弁当よりよっぽどちゃんとした食い物じゃねえか！

「うぶっ……！　ご馳ち走そう様さま」

　何とか最後まで食い切れた。口の中にまだエグみは残っているけれど、確かに腹は膨ふくれたし、喉の渇きも癒えている。

「……人間にしちゃ、珍めずらしいっていうか、変に気合い入ってるわね。じゃ、さっさと帰き還かんしようよ、ザーニャ」

「ええ。出発よ」

　感心したような呆あきれたような苦笑いのレオニダに応じて、ザーニャが号令を掛ける。オレを加えた六人が隊列を組んで歩き出す。

　ここからが、正念場だ。

　廃はい墟きよが並ぶ大通りの先、左右に向かい合う三階建てが目に留まる。

「ちょっと待ってくれ！」

「何？」

　オレの声に、ザーニャが片手を挙げる。それを合図に、全員の足が止まる。

「あそこ、高い建物が並んでいるところで人間の軍が待まち伏ぶせしている。間を通れば、屋上からクロスボウで狙ねらい撃うちだ」

「はぁ？　何言ってんのよ？　どうして人間なんかにそんな事がわかるの？　あたしだってまだ臭いも気配も感じてないのに」

　怒おこったレオニダの耳がピクピク震える。

「その……上手く説明できないけど、わかったんだよ！　急に！　オレは連中の仲間じゃないから、多分一いつ緒しよに殺される！　あんたたちが生き残ってくれなきゃ困るんだ！」

　ループの件を喋しやべるのはマズいし、上手いごまかしも思いつかない。だから、今はただ必死に訴うつたえるしかない。

「ロウは、前例のない不可解な人間だ。ならば、一度や二度不可解な現象が伴ともなうのもあり得ぬ話ではない。異常な状じよう況きようでは異常さこそ正常。ただ生きようとする願いのみが、不変にして普ふ遍へんの真理」

「オレ、よくわからない。けど、隊長ザーニャ。ザーニャの決めた事に、オレ、従う」

　シュルフに比べて、ガボーの言葉はシンプルだ。

「人間軍のクロスボウなら、射程は……そうね。多分、ここまでは届かない。ディディ、空から確かく認にんして。屋上で待ち伏せがあるかどうか」

「飛ぶの、まだ面めん倒どうだから、あまりやりたくないんだけどなぁ」

　ぶつくさぼやきながら、ディディは背中から翼を生やして飛び上がり、しばらくして降りてきた。

「すごいっ！　確かに人間どもがいるよ！　ロウ、どうしてわかったのっ？」

　きらきらした目で、鼻の頭がくっつくくらいの距きよ離りに近づいてくる。

「だ、だから、オレにもよくわからないんだけど……なんか急にピンと来たんだよ！」

「……要するに、ただのカンがまぐれ当たりしたって事ね。ま、今回は役に立ったわ」

「この辺りを奪だつ回かいっていうか支配下に置くための、偵察を兼かねた先発部隊ってあたりね。確実に始末する。左側は、わたしが魔法で潰つぶす。右にはレオニダとシュルフ、ふたりで奇襲かけて。ディディとガボーは、囮おとりとして直進」

「わかった、ザーニャ。ロウも、オレがそのまま守る。それでいいな？」

「ええ」

　既に、レオニダとシュルフの姿は消えていた。残ったオレたちは、そのまま大通りを直進していく。一歩ずつ一歩ずつ、オレたちが「仕留められた場所」が近づいてくる。多分、屋上の連中も既にこっちには気づいて狙いを定めているんだろう。

　すっ！

　ザーニャが片手を大きく掲かかげる。指輪に青白い光が灯ともる。

「屋上で、助かったわ」

　微笑ほほえみと同時に空の一角に黒い雲が渦うず巻まいたかと思うと、いきなり稲いな妻ずまが降ふった。

　轟ごう音おんと閃せん光こうが、左側の屋上を直ちよく撃げきする。

　治療や防ぼう御ぎよじゃない。攻撃のための本気の魔法の威い力りよくを、オレは初めて体感した。

　ガンガン耳の奥で暴れる残ざん響きよう。よろけるオレを肩に担いで、ガボーが走り出した。歩ほ幅はばが広いからか、意外なほどの速度だ。一気に左の建物の外がい壁へきに張り付き、片かた腕うでで器用に壁かべの継つぎ目めや割れ目を使って上り始める。ディディも羽を広げて飛び上がる。

　矢は、飛んでこない。

「ゴゥアァッ！」

　雄お叫たけびを上げて最後の縁ふちを乗のり越こえると、ガボーは屋上に飛び降りた。こいつ、こんなに素す早ばやかったのか？

　人間軍はザーニャの雷らい撃げきで、既すでに壊かい滅めつ状態だ。一〇人以上の兵士が黒くろ焦こげで倒れていて、動ける数人も誰ひとり無傷じゃない。

「……な、何故なぜ……」

　弱々しい声を上げながら、壊れたクロスボウを捨てて、腰こしから剣を抜く。けど、ふらふらの動きじゃガボーが振り下おろした鉄てつ棍こんを避さけられない。あっさり頭から叩たたき潰され、文字通りのミンチになる。
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　オレは、思わず目を逸そらした。

　ほぼ同時に到とう着ちやくしたディディも翼を畳たたみ、三節棍に似た武器を器用に振り回まわし、人間たちを仕留めていく。服装だけじゃなく、動きも妙にカンフーっぽい。あっという間に生き残っていた半死人たちも、完全な死体になった。

　ふと向かいの屋上を見ると、こっちも勝負はついていた。

　レオニダの爪とシュルフが両手に持った奇き妙みような形の短たん剣けん。どれも赤く濡れている。動いている兵士は誰もいない。倒れている死体のほとんどが剣を抜かないままだから、奇襲で素早く始末したって事か。

「わたしの出番はもう残ってなかったわね。でも、確かにこの規模のクロスボウ部隊に奇襲されていたら危なかったわ」

　普通に階段を上ってきたザーニャが苦笑しながら、兵士たちの死体を調べて、半焦げの書類や金属製のバッジ――多分、階級章みたいなもの――を選び出す。

「ヴェーズ王国所属の部隊ね。砦で、報告する事が増えたわね……。ロウ！」

「え？」

　不意に名前を呼ばれる。

「ここから先、他に敵が待ち伏せてるところは、ある？」

「……そこまではわかんねえよ。ここのも、たまたまピンと来たっていうか……」

「当てにはできないって訳ね。でも、まあ助かったわ。あんたのお陰で死なずにすんだのは確かだから、感謝してあげる」

　それだけ言って、レオニダはそっぽを向いた。

「ロウ、すごい。お前、役に立つ。オレ、恩人、大事にする。食べない！」

　肩に担がれたままだから、ガボーの顔は至近距離だ。ゴリラともブルドッグともつかない鬼おにが、満面の笑えみを浮うかべた。

「は、はは……。餌じゃなくなって助かったぜ」

　オレも、引きつった笑え顔がおを返す。

「安心しろ、ロウ。お前、オレが食べないと決めた。だから、他の奴やつにも食わせない。他人に取られたり傷つけられるのは、オーガにとって恥はじ！」

　どうやらここでの全滅って関門は乗り越えたし、立場も餌（予定）から大切な品物くらいにはランクアップしたらしい。

　だからって安心できる訳じゃないんだが、生きてる以上はまだやれるって事だ。







第三章（１）







　俺がこの世界に召しよう喚かんされて、既に二週間が過ぎた。

　ちなみに大の月が満ちて欠けるまで三十日。南北にぶれる小の月の軌き跡せきの一周期が七日なので、一か月と一週間に相当する単位もある。

　気候からすると中ちゆう緯い度ど、大陸という事もあって日本に比べるとやや乾かん燥そうしているものの四季があるという話で、時計やカレンダーについては向こうの常識が通用する。余計な計算に煩わずらわされないのは、好都合だった。

　アレハンダルの王都バレステスは人口約二五〇〇〇。エデリードでも五指に入る大都市で、壮そう麗れいな城を中心にした都市だ。

　魔王軍との戦争が続いているとはいっても、前線が遠いからか。王城も戦うための仰ぎよう々ぎようしい要よう塞さいというよりは貴人の住まいと言った雰ふん囲い気きで、街を囲む防ぼう壁へきもそれほど高くない。

　俺はエミリーシャの父・国王クアロドス二世や重臣たちにも無事に謁えつ見けんし、大だい歓かん迎げいを受けた。

　国内ではエミリーシャの人気と信しん頼らいは絶大で、また救世主召喚計画についても国内では事前の根回しも充じゆう分ぶん。少なくとも宮きゆう廷ていや軍上層部に反対者はいないようだ。

　国民向けのお披ひ露ろ目めイベントなどはさすがにやらなかったが「救世主の召喚に成功した」という事実だけは告知されている。劣れつ勢せいの不安を払ふつ拭しよくし、士気を高めるのが目的だ。

　ともあれ、俺は王城の中に居室兼けん執しつ務む室しつを与あたえられた。

　かなり広く、しかも次の間付き。暮らしにも不自由はないし、望む限りの便べん宜ぎが図られている。とは言っても、無む駄だに贅ぜい沢たくするつもりも、そんな余よ裕ゆうもない。

　やるべき事は山積みなのだから。

「これが、現在最も正確と言われている地図です。神代末期にダークエルフの探検家が遺のこしたものが元になっています」

　俺の部屋と繋がった会議室の大きなテーブルに、エミリーシャが地図を広げる。

　現在は敵でも、この世界で最も知性に優すぐれ、好こう奇き心しん旺おう盛せいな種族としてダークエルフの業績は信頼されている。ただし、山の表現が三角で描えがかれた峰みねの並びだったり、精密な測量という訳ではない。

　既き知ち世界――エデリード大陸は概おおむね東西に広い極ごく太ぶとの「Ｘ」字形をしている。正確な大きさは不明。概がい算さんでは、北米よりは小さく南米よりは大きいというあたり。

「世界」そのものを指す名めい称しようがないので、取りあえずこっちを「エデリード」、向こうを「地球」と呼び分ける事にする。

　今のところ、エデリード以外に大陸があるのかどうかも不明という話だし。

「記録に残っている限り、人間の全盛期は一三〇〇年くらい昔ね。その頃ころは大陸の半分以上で人類が優勢で、二〇以上の国が建っていたんだって」

「しかし千年前、敵に『魔ま王おう』が現れて戦せん況きようは一変しました。それまでは種族ごとにバラバラだった魔族が統一された軍隊となり、反はん撃げきを開始したのです。以来、人類の劣勢は続き、大陸南東部に七か国だけが残っているのが現状です」

　テレーゼとレイサが、それぞれの専門分野について説明する。このあたりは、既に教わった事の復習だ。

「魔王っていうのは、正体不明なんだよな？」

　俺は訊ねた。

「ええ、そう。実態は掴めていないわ」

　答えたのはテレーゼ。

「どの種族の出身なのか、それともあたしたちが知ってる普通の魔族とは違ちがう何かなのか、それさえ不明。はっきりしてるのは、千年前からずっと同じ魔王が君臨してるんじゃなく、何度か代だい替がわりしてるらしいって事だけね」

　一緒にアレハンダル国内の地図も並べられているが、こちらも精密さは似たようなものだった。大陸地図とは違って街や村の位置、それらを結ぶ街かい道どう、川などの水系も記されているものの、国境を越えるとその先は空白だ。

　他国の地図は、基本的に入手できない。

　かつて人類が優勢だった時代には、人間の国同士での戦争もあった。現状魔王軍と戦うために同盟はしていても完全に統一されていないのは、それも原因だという。

「嘆なげかわしい事です。魔王軍に押されているというのに、人類全体ではなく自国の利益ばかりを考える者が多すぎます！」

　レイサは憤いきどおりを隠かくそうともしなかった。

「まあ、俺としてはある意味助かってるよ」

　いきなり人類全部の面倒を見るとなると、さすがに手に余りそうだ。ゲームで自由度が高すぎると、どこから手をつけていいのかプレイヤーが戸惑うのにも似ている。

　まずアレハンダル王国できっちり実績を積み上げる。

「一度、市中を視察したい」

　考えた末に俺は、エミリーシャに切り出だした。

　今までは効率優先でエミリーシャやテレーゼ、あるいはレイサから聞いた話に沿っていろいろ提案をしてきた。既にテレーゼも所属する王立学士会――歴史や博物学、実験化学など学問全ぜん般ぱんに携たずさわる組織――の手で実現の目め処どが立った件もあるが、やはりそれだけじゃ駄目だ。

　地図で概がい略りやくを知るだけじゃない。

　この世界で生きる人々を、この目で確かめたい。

　現代知識は、一種の劇薬だ。世界を一変させるだけの力があるからこそ、使い方を間違わないのも俺の責任。実感なしに安易にぶちこむのは、患かん者じやを直接診しん察さつせずに伝聞だけで処しよ方ほう箋せんを書くようなもんだ。

　自信過か剰じよう気味でやる気があるのはＯＫ。でも、軽けい率そつじゃ救世主失格だ。

「それは素す晴ばらしいお考えですわ。わたくしも、同行いたしましょう」

「え？」

　提案は嬉うれしい。

　けど、エミリーシャはこの国のお姫ひめ様さまだ。彼女が同行するとどうしても畏かしこまった視察になってしまい、普ふ段だんの生活を見られないんじゃないだろうか。

　確かに俺ひとりだとわからない事だらけだから、テレーゼかレイサに案内役を頼たのもうと思ってたんだが。

「大丈夫ですよ。実はわたくし、以前から時折こっそり市中を見回っておりますの。臣民の暮らしぶりを知らねばなりませんし。もちろん目立たぬよう護衛は付けますが」

　なるほどね。時代劇の殿との様さまが、お忍しのびで市し井せいの暮らしを見るようなものか。

「そ、そうです。バレステスは極めて治安のいい街です。姫様がお忍びで外出する際には自分たち近衛が密ひそかに警護するのが通例ですが、これまで一度も事件が起きた事はありませんっ！」

　レイサの声が妙に上うわ擦ずっているというか、不自然な響きなのは気になったけれど、実績があるのなら大丈夫か。

　俺も目立たない衣装に着き替がえ、裏門近くの厩きゆう舎しやで待機する。城内で当たり前に見かける下級官かん吏りの制服だ。

　最初のサマージャケットとシャツで着たきりという訳にはいかないので、こちらの衣類はもう日常的に利用している。揃いの軍服があるくらいだから、現実の中世と比べれば服ふく飾しよく縫ほう製せいは発達していて、ちゃんとトランクス型の下着も存在していた。ただし布の品質はいまいちで肌はだ触ざわりが悪い。

　できればこのあたりも改善したいのだけど、やっぱり優先順位は後回しだよなぁ。

　材料になる動植物、糸の製法、布の織り方、縫ぬい方かたと、実はかなり多た岐きに亘わたる面倒な問題だし。

　そういえば確か、現代から来た主人公が女の子の下着に悩なやむ小説もあった。それも複数。

「お待たせいたしました、カズト様」

　ぼんやりそんな事を考えてると、エミリーシャから声がかかった。

　おっ！

　メイド服だ！

　結ゆい直した髪かみには、金のティアラに代わってヘッドドレス。黒のロングスカートに真っ白なエプロンという、この世界でも変わらない純正統派メイドスタイル。

　俺は、属性としてのメイドさん大好きって訳じゃない。ファナを見た時だって「かわいい」とは思ったけれど、それ以上のインパクトは受けなかった。

　けど、エミリーシャは別格だ。

　普段のお姫様らしい格好とのギャップもあり、清せい楚そさが何倍にも際きわ立だっている。隠そうとしている高貴さが隠しきれずに滲にじみ出でているのも魅み力りよく的てき。

「どうなさいました？　わたくし、何かおかしいでしょうか？」

「い、いや。そんな事ないっ！　似合ってるよっ！」

　ぶんぶん首を振ふって深呼吸する。

　ありがとう、神様的な何か！

　エデリードに召喚されて、これほどまでに幸運だと思った事はない！

　この姿、この笑顔、この声があるから、世界を救いたいと思う！

　ぎゅっと目を閉じ、気持ちを落ち着けてから瞼まぶたを開く。

　今までエミリーシャしか視界に入っていなかったけれど、レイサを含ふくむ近衛このえ兵へいも三人、側に控ひかえていた。これで、守りも万ばん全ぜん。

「では、参りましょう」

「ええっ！」

　今度は息を呑のむどころじゃなく声が出た。

　エミリーシャは頬ほおを染めながら、俺に腕うでを絡からめてきたのだ。

「……そ、その……こうすれば城勤めのふたりが休みに逢あい引びきをしているように見えて自然だと思ったのですが、カズト様はお嫌でしょうか？」

「そ、それで目立たないなら、いいんじゃないか？」

　逢い引きって、つまりデートって事だよな？

　人生初デートが異世界で、お姫様で、メイド服？

　満まん塁るいホームランか、それとも数え役満か。

　頭の片かた隅すみで「偽ぎ装そうで、しかも護衛付きだぞ」と冷静ぶった悪あく魔まが囁ささやくのを、天使が金属バットで殴なぐり倒たおした。

　女の子と腕組んで連れ立って街歩くんだから、充分デートの条件は満たしてる！

「それともカズト様の世界では、このようなやり方はなさらないのでしょうか？」

「い、い、いや。同じっていうか、似たようなもので」

　何とか表面だけは取とり繕つくろう俺をエミリーシャがリードして、こっそり裏門から城を抜ぬけ出し、城下町へと向かう。レイサたち近衛は目立たぬよう適当な距離を置き、前後を挟はさむ隊列だ。

　本来なら周囲を観察するのが目的なのに、エミリーシャの感かん触しよくが気になってそれどころじゃない。

　何しろ肘ひじが、その、何というか、胸むな元もとに触れているし。

「ごめんなさい。カズト様の望みに便乗して、このような我わが儘ままを通してしまって……。はしたない娘むすめと思われたでしょう？」

　密着してなければ聞こえないような小さな囁き。

「え？　そ、そんな事ないよ？」

「信じていただきたいのですが、わたくし、このように男の方と腕を組んで歩くのは初めてなんです」

　消え入りそうな、囁き声。

　俺だって初めて――とは言えない男のメンツ。

　何というかその、いろいろあって女の子と付き合あった事はない。

　けど、免めん疫えきがないとか苦手とか、ましてや女嫌ぎらいなどではないのだ！　ゼミやサークルでは普通に女子と話もしてるし。別に致ち命めい的てきなコミュ障とかじゃない。

「そ、その……初めてが俺なんかでいいの？」

「カズト様は救世主ですし、異界のお方でこの国の身分制とは無関係ですから」

「あ……」

　その言葉で、俺も理解した。

　エミリーシャがお忍び視察でデートごっこをやりたくても、誰だれが相手になる？

　フリだけでもいろいろ問題が出るだろう。

　そんな事も気づかずに、なんで舞まい上あがってるんだ、俺は。

　大人として、もうちょっと冷静になるべきだろうが！

「立場は自覚しております。普ふ通つうの女の子のような振る舞いに憧あこがれ、夢にも見ましたけど、叶かなわぬのもわかっています。ですから、今だけの我が儘をお許しいただきたいのです」

「あ……ああ」

　俺も頷く。

　王位継けい承しよう権けん第一位だ。いずれ何らかの形での政略結けつ婚こんが待っている。個人の気持ちだけで自由な恋れん愛あいなんてできない。現代日本で生まれ育った頭で理解できるレベルよりもずっと重い、プレッシャーを彼かの女じよは物心ついた頃から受け止めているのだろう。

　いや、待てよ。

　俺は、異界から来た救世主って事になってるんだよな？

　もし俺の力で魔王軍を倒し、本当にこの世界を救ったなら、エミリーシャの結婚相手としての資格は充分じゃないか？

　先走りすぎ、舞い上がり気味の発想だっていうのはさすがにわかってる。

　けれど、あり得ない話でもない。

　アレハンダル王家だって、魔王軍を破った立役者を取り込めるとなればメリットはあるはず。そうなったら地球には戻もどらないで、こっちに骨を埋うずめる覚悟をしなきゃならないんだから、安直には決められないけど。

　今はまだ、こっちの世界の常識やルールにしても、地球との関係にしても、わからない事が多すぎる。

　向こうでは時間が流れていないっていうのも、あくまで仮説だ。

　そんな事を考えているうちに、周りの景色が変わってきた。

　王城周囲の閑かん静せいな貴族街区を抜け、下町に入ったようだ。人通りも増え、活気も感じられるようになった。バレステスが世界有数の大都市なのもあるだろうけど、広場に市が立つだけでなく、酒場や食堂、食べ物や衣類、あるいは日用品などを商あきなう常設の店てん舗ぽが並んだ一角がある。

　俺が生まれ育った地方都市とは違う、人間が生き、暮らしている活力がダイレクトに溢あふれ出している印象を受けた。

　レイサが周囲に目を配って安全を確かめてから、エミリーシャは軒のき先さきに林りん檎ごやレモンを並べた青果店に近づいていった。

「こんにちは、小母おばさん」

「お……おやまあ、お城のメイドさんじゃあないか。久しぶりでござ……だね」

　あれ？

　青果店の人のリアクションにそこはかとない違い和わ感かんというか、何か変な印象を覚えたのは気のせいか？

「林檎をおひとつ、いただけますでしょうか？　それと、近ちか頃ごろ暮らしぶりはいかがです？」

「先だってお城から支給された新しい石せつ鹸けん、あれは便利だねぇ。使いやすいし、香かおりもいいし。あれが店に並ぶようになればいろいろ助かるよ」

　店の小母おばさんは銅貨と引ひき換かえに赤い林檎を手て渡わたしながら答えた。

　新しい石鹸というのは、俺おれが情報を提供して学士会で試作させた品。手軽に着手できて効果が高いものとして、衛生は真っ先に頭に上がった。

　こちらで普ふ及きゆうしていた石鹸というのはねっとりしたペースト状で、汚よごれは落とせるものの匂においも独特で使いづらい。地球でも昔は似たようなものを使ってたのは、やはり調べてみてわかった。

　一部には俺も知っている固形石鹸も実用化されているものの、製法が複雑で価格も高い。

　だから石鹸に不可欠なアルカリ剤ざい――炭酸ソーダを海水塩から作る方法を教え、試作させて、街の人にも使ってもらった。あっちじゃ一八世紀に考案された製法だけど、やり方そのものはシンプルなのでエデリードの技術でも無理なく実行できる。

　今まで使っている日用品の改良と普及、製法の効率化。これは、こちらの世界を大きく乱すリスクが小さい、有効な手だ。しかも石鹸は感かん染せん症しようや外傷の化か膿のうの予防に繋つながる。

　つまり、地味ながら国民の健康にダイレクトに寄き与よするって事だ。

　俺の思おも惑わく通りしっかり成果を挙げているようで、嬉しくなってくる。

「わかりましたわ。城に戻ったら、担当の者に伝えます。それと、こまめな手洗いを忘れないようお願いいたしますね」

「ええ。お姫様によろしくお伝えくださいませ」

　エミリーシャと店の小母さんは互たがいに頭を下げて別れた。

　当然、俺たちの周囲はレイサたちがさりげなく守っている。ただ、距離は城から出た時よりずいぶん近い。見れば護衛だと丸わかりなんじゃないだろうか？

　他ほかの店でも似たようなものだった。

　生活排はい水すいや生ゴミの捨て方。食材を無駄にしない料理法。俺が調べてエミリーシャに提案し、そこから国民に広めてもらった事についての感想が伝えられる。リアクションは概ね好評で、時々「税金下げて」とか「街路の敷しき石いしを直してほしい」とか要求も出る。

　服屋で話を聞きながら、陳ちん列れつされているワンピースやスカートを見ているエミリーシャにそっと耳打ちする。

「えっと……メイドさん。せっかくだから、いろいろ着てみないか？」

　名前を呼ぶ訳にはいかないので、ちょっと間ま抜ぬけな物言いになってしまった。

「え？　でも、わたくしが実際に買う事は……」

「構いませんよ。試着だけ楽しんでいただいても」

「そうですか。では、お言葉に甘あまえて……」

　壮そう年ねんの女性店主の言葉に頷き、エミリーシャはいろいろ物色しながら試着室へと向かった。近衛兵がふたり、隠そうともせずに同行する。

　残された俺は、レイサに訊たずねる。

「これって……バレてるよな？」

　街の人の話し方も変に気き遣づかっているし、近衛兵が露ろ骨こつに付つき添そってるのを不思議がってるようにも見えない。それにいくらお城勤めだからって、ただ買い物に来ただけのメイドさんにいろいろ陳ちん情じようするのは変だ。

　いつも以上の真顔で、レイサはこくんと頷いた。

「そもそも姫ひめ殿でん下かのご尊顔は王都市民にはよく知られてますので、少々の変装程度ではどうにも……。自分たちも最初はもっと目立たぬよう警護していたのですが、あまり意味がないと悟さとりまして……」

「でも、お役人さん。わたしたちも助かってるんですよ。こっちの声を直接王様や大臣に伝えてもらえてますし。そりゃ予算や人手の都合もあるでしょうから、何から何まで即そく座ざにって訳にはいきませんけど橋の修しゆう繕ぜんや野犬対策とか、ちゃんとやってもらってますし」

　店主が笑う。

　俺の方は顔も名前も知られていないから、たまたま同行してきた新しい事務官か何かと思われているようだ。

「カズト様、これはいかがでしょうか？」

　エミリーシャが戻ってきたので、俺たちは慌あわてて口を噤つぐんだ。

　鍔つばの広い帽ぼう子しにスカート長めのワンピースで、通りで見かける町まち娘むすめと似たような格好だ。清楚で落ち着いた雰囲気。向こうの世界の基準で言えば「おとなしめの文学少女」って感じか。

「に、似合ってるよ。うん、かわいい」

「じゃあ、もう少し試ためしてみてもよろしいでしょうか？」

　俺が頷くと、エミリーシャはまた着替えに戻った。

　何パターンかの後で「では、これで最後にします」と言って戻ってくる。

「あ、あの……これは、いかがでしょう？」

「う、うんっ！　いいんじゃないかな？」

　何とか無難な声を絞しぼり出す。

　最後の一着はミニスカだった。

　膝ひざ丈たけよりも短く、同系色のベストとの活発そうな組み合わせ。

「ああ、それですか？　最近流行はやってきたんですよ。近衛のご令れい嬢じよう方は、若い娘さんの憧れですからねぇ」

　店主が説明した。

　そうだよな。

　レイサの制服がそうなんだし、エデリードにもあるんだよ、ミニスカ。ただエミリーシャが着なかっただけで。

「自分たちのは、いざという時の動きやすさ優先なのですが……」

　レイサは照れくさそうに口ごもった。

「見慣れているはずなのに、いざ自分で着てみると……その、恥はずかしいものですね」

　スカートの裾すそを引っ張りながら、エミリーシャが頬を染める。

「俺の故郷だとそのくらいのも珍しくないよ、うん」

　一応俺もお忍びなので「異界からの救世主」だとバレないように、言葉に工く夫ふうする。

　実際、日本だと街で当たり前に見かける程度のミニスカだ。

　それなのにエミリーシャだと、俺はこんなにも舞い上がって狼狽うろたえてしまう。

「買いもしないのに試着させていただき、ありがとうございました」

　元のメイド服に着き替がえたエミリーシャは、店主に一礼する。

「構いませんよ。着き心地ごこちや感想が貰もらえるだけでも、こちらにはありがたいですし、えーと、その……お城勤めの方に気に入っていただけると、商売に箔はくがつきますしね」

「そうですか。では、先ほど伺うかがったご要望、ちゃんと姫様にお伝えいたしますね」

　にっこり。

「あ、ああ。そうですね。宜よろしくお願いしますよ、お城のメイドさん」

　微び妙みように笑顔を引きつらせた店主に見送られ、俺たちは商店街を後にした。

「ほら、ね。気づかれておりませんでしょう、カズト様？」

　来た時同様に腕を組み、小声でエミリーシャが囁く。

　いや、違うよ。違いますよ、姫様！

　しっかりバレてて、その事に貴方あなたが気づいてないだけだよ！

　くすくす笑うエミリーシャに、ツッコみたいのをどうにか堪こらえる。

　ふと見ると、レイサも口を噤んで目を逸らしていた。

　笑える状況だけど、俺はエミリーシャとこの国の人たちに一層の好感を抱いだいた。

　バレバレでもお忍びの市中視察は、今回が初めてじゃない。そこでちゃんと街の人たちがエミリーシャに調子を合わせ、でも単に持ち上げるだけじゃなく彼女にお願い事をする。エミリーシャもきちんとそれに応こたえる。

　彼女が国民に愛され、信頼されてなければ無理だろう。

　エミリーシャのために、そしてこの国の人々のために、俺にできる事はまだまだたくさんある。

　それが、誇ほこらしい。

　ただ、同時にアレハンダルが万ばん事じ上う手まく行ってる訳でもないというのも、実感せざるを得なかった。

　街は平和で活気もあったけれど、働き手が偏かたよっていた。

　明らかに若い男性の姿が少ない。それに別べつ邸ていの管理人みたいな義足や、顔に目立つ傷きず跡あとが残っている男も見かけた。

　やはり、この国は長く厳しい戦争の最中なのだ。

　それを終わらせなければ、本当の平和、本当の笑顔が戻る事はない。

　エミリーシャにも、街の人々にも。




　城に戻った俺は、レイサやテレーゼ、それにちゃんと着替えたエミリーシャも交えて、改めてミーティングを行った。

　議題は、魔王軍との最前線について、だ。

「これが、現場の地図ね」

　広い卓たくの上にテレーゼが広げたのはＸ字形のエデリード大陸の右下――南東部分だけを拡大表記したものだ。人類の領域は、その中でも南方と周囲の島とう嶼しよだけ。

　ここに、アレハンダルやヴェーズを含む七つの国がひしめいている。

「現状、我々はここで蓋ふたをされ、閉じ込められている状態です」

　地図の一点をレイサが指し示す。

　半島と大陸本土の境目に、東西に山脈が走っている。その山並みが一箇か所しよだけ途と切ぎれ、砦とりでを示す記号が描かれている。

「エゼル砦。かつてはマルティアス将軍――父が指揮する連合軍の大部隊が常じよう駐ちゆうし、今とは逆に魔王軍の侵しん攻こうを食い止める要よう衝しようだったのです。そして、その南方に位置するのがエゼル廃はい市し」

　レイサが指差した場所には、街を表す記号の上に取り消しの×印が重ねられていた。

　エゼル砦は山の中に僅わずかに開けた谷間を塞ふさぐ建造物だ。周囲は険しい山林で、南北に延びる谷も痩やせた地。多くの兵のための水や食料は外から運び込む必要があるし、兵士が気晴らしするにも本土は遠い。

　そのため、砦を支える拠きよ点てんとして造られたのがエゼル市だ。

　自然の地形や水利に則のつとった訳ではない計画都市なので、街路は平安京や札さつ幌ぽろのように直交し、建物の多くも規格化されている。二階建てか三階建て程度だけど、真四角なビルのような構造だったとか。

　だがエゼル砦が陥かん落らくすると、それ自体が戦力防ぼう御ぎよ力りよくを持たないエゼル市もすぐに壊滅してしまった。

「そして、今は廃はい墟きよそのものが一種のバリケードになっているって訳か……」

「そうです。連合軍が砦とりで奪だつ回かいのために大軍を布ふ陣じんしたり進軍させたりするのも難しい反面、魔王軍にとっても南下を阻はばむ障しよう壁へきになっているのです。そのため、現在は双そう方ほうが廃市を挟んで時折偵てい察さつ隊たいを送り込み、時々遭そう遇ぐう戦が起きるという状じよう況きようです。砦そのものではなく、廃市が事実上の最前線と言えるでしょう」

「ただ、その状況でもわたくしたちは劣勢です。ヴェーズ一国の負担が大きくならぬよう、アレハンダルからも兵員を派は遣けんしているのですが、敵を討うつよりこちらの斥せつ候こうに損害が出る事の方が多く……」

　レイサの説明に付け加えるエミリーシャの表情は暗い。

「マルティアス将軍が健在の頃は砦を足場に北進し、その先の谷まで魔王軍を押おし戻していたのです。ですが、次の拠点を確保する事は叶わず……」

「大だい丈じよう夫ぶ。俺が何とかします！」

　敢あえて大言する。

　エミリーシャの悲しみや不安をぬぐい去るために、俺は呼ばれたのだから。

　一いつ般ぱん的てきに城や砦などの陣じん地ちを攻せめ落おとす際には、防御側の三倍の兵力が必要というのが常識だ。「兵力」の定義という問題もあって実際にはそこまで単純な話じゃないが、守る方が圧あつ倒とう的てきに有利なのは間ま違ちがいない。

　しかもひとりずつの能力では敵の方が優ゆう秀しゆうだし、そもそも種族が違うから内応させて分断とかいう搦からめ手ては使いにくい。

　正面から力で打ち破るというゲイルソン准じゆん将しようの方針は、基本的には間違っていない。

　ただし砦は強固で敵の兵力も不明。廃市のせいで大部隊の進軍も難しい。

「レイサ、廃市の詳くわしい地図はあるか？　健在だった頃のもので構わない。それと、魔王軍との戦いについても知りたい。千年前から前線がどう動いたかじゃなく、個別の合戦の詳しよう細さいなケースをいくつか教えてくれ」

　内政は大切だが、今後のためには軍事面でも実績を示しておいた方がいい。ぐずぐずしていたら、ゲイルソン准将から勝ち取った信頼が賞味期限切れになってしまう。

　廃市の地図やいくつかの合戦についての資料はすぐに用意されたが、やっぱり文字は読めない。仕方ないので、レイサに解説してもらう。

　軍勢の配置や陣形などは、大小さまざまの三角形を並べた抽ちゆう象しよう表現で、人類軍が白、魔王軍が黒だ。

　まず、ここ数十年での主な合戦のパターン。

　戦場に適した開けた平地に双方が布陣し、正面からぶつかり合うというのが基本だった。優れた能力で力押しする魔族に対し、人間は隊列を組んで数で押し返かえす。言ってみれば、古代から中世にかけての素そ朴ぼくな戦争。日本で言えば戦国時代。魔王軍は構成する種族の能力の幅はばが広すぎる事もあって、あまり複雑な戦術は用いないという事だった。

　だからといって、頭を使う必要のない数だけの勝負という訳ではない。

　部隊の士気を保ち、適切に機動させるのは将の力量に左右されるし、大軍になればなるほど武装や兵ひよう糧ろうの用意も重要になる。魔王軍が使う攻こう撃げき魔ま法ほうへの対処も必要だ。密集しすぎればいい的になってしまう。

　マルティアス将軍が直接陣頭指揮を執とった例では、部隊を素す早ばやく移動させて敵の側面を突いたり、猛もう攻こうを受けながら滑なめらかに撤てつ退たいしつつ陣形を立て直して反撃したりと、見事な勝利を収めている。解説しているのが実子のレイサというのを別にしても、名将というのは事実のようだ。

　ただ、そのやり方では入り組んだ廃市では戦えない。

「ちょっと調べてみるか……」

「〈叡えい智ちの石板〉ですね？」

　俺のタブレットを、エミリーシャたちはそう呼んでいる。ある意味「タブレット」の語源に戻った形だ。

「市街戦」で検けん索さくしてみると、引っかかるページの内容はほとんどが現代戦だ。ほぼ唯ゆい一いつの古い例は、よりによって「応おう仁にんの乱」。あまり参考にならない。「市街戦　中世」で再チェック。やはり事例は少なく、城門を突とつ破ぱされた時点で勝敗はほぼ決するのが普通。エゼル廃市の状況に当てはまるような話はなかなか見つからない。

　落ち着け――声には出さず、俺は己おのれに言い聞かせる。

　ここはファンタジー世界だ。

　史実だけに頼たよるのは得策じゃない。現代知識チートジャンルの、軍師ポジションで活かつ躍やくするパターンの事例を探した方がいい。空を飛べたり魔ま法ほうが使えたりする敵がいる以上、現実地球の常識や知識がそのまま通じるはずはないんだ。

　キーワードを何パターンか変えながら、検索を繰くり返す。じっくり読み込んでいる時間はないのでさっと見て重要と思えるポイントだけ拾い読みする。乱読派で斜ななめ読よみに慣れているのが、思わぬ形で役立った。

　調べているうちに、使えそうなネタを見つけた。

　廃市の地図を、もう一度詳しくチェックしてみる。

　うん、いける。むしろ最適だ。

　科学知識や戦術戦略に著作権はない。あったとしたって、こっちの世界まで法律や条約の効力は及およばないだろう。石鹸の製法だって俺が考えた訳じゃないしな！

「レイサ、ちょっと聞いてくれ」

　廃市の地図の上に硬こう貨か――元々財さい布ふに入っていた一〇円や一〇〇円だ。こちらの世界では全すべてエミリーシャが用意してくれるから買い物の必要がない――を配置した。

　レイサが身を乗り出す。エミリーシャ姫ひめも席を立ち、俺の肩かた越ごしに覗のぞき込んだ。間近だと、ほのかに品のいい香こう水すいが鼻をくすぐる。テレーゼは軍事に興味がないのか、自席から眺ながめているだけだ。

「通常より少数の、スピードに優れた部隊を編制する。それで、魔王軍の偵てい察さつ部隊と出くわしたら逃にげる」

　一円玉を指で滑すべらせ、一〇〇円玉にそれを追つい跡せきさせる。そして、予あらかじめ一〇円玉を配置してあった通りへと誘ゆう導どうする。

「戦わずに……ですか？」

「そうだ。せっかく建物が多いんだから、利用しない手はない。中に隠れて待まち伏ぶせするんだ。こっちが少数だと油断した敵を囲んで一気に殲せん滅めつする」

　戦国時代に薩さつ摩まが多用した「釣つり野伏ぶせ」――偽ぎ装そう撤てつ退たいによる誘導からの包囲殲滅戦術。廃市の地形を最大限に利用できる。

「……これは、従来にはなかった戦術です。確かに、単なる伏ふく兵へい待機より柔じゆう軟なんに戦えそうです。しかし、囮おとり部隊の練度が重要ですね。真っ先に危険に曝さらされる上、真意を気づかれないように上手うまく逃げるだけの速度や統とう率そつが必ひつ須すという事ですか？」

　レイサの理解の早さと確かさに、俺は無言で頷うなずいた。

「それと、もうひとつ重要なのは敵をひとりも逃がさず、確実に全ぜん滅めつさせる事」

　ここからは単なる知識じゃなく、エデリードの実情に合わせた俺なりの応用だ。

「待ち伏せ部隊の挟きよう撃げきでも勝てないと判断したら、別ルートで逃げる。伏兵がいるという事を知られないようにするんだ」

「つまり、敵が情報を持って帰き還かんしないようにするのが肝かん要ようという事ですね？」

「そうだ。多少の損害を与えるより、情報の秘ひ匿とくを重視する。それだけ囮部隊の負担や危険は大きくなるが」

「兵士は、戦って敵を倒すのが誉ほまれだと教えられています。ただ逃げに徹てつするというのは心情的に難しいでしょうが、だからこそ徹てつ底ていさせる必要がありますね」

「この戦術だけじゃない。目先の戦意や栄えい誉よに囚とらわれて、無む駄だな消しよう耗もうをするのは避さけなければ。俺自身は素人しろうとだが、向こうの世界で数千年、様々な形で繰り返されてきた戦争の歴史の蓄ちく積せきを知っている」

　廃市の現状は大がかりで計画的な決戦じゃない。小規模で偶ぐう発はつ的てきな戦いの繰り返しだ。一度や二度の勝利の、価値はさほど大きくない。

　それよりは今まで通りの遭遇戦での未帰還と思わせ、やり方を改めさせず、少しずつ確実に出血を強しいていく。

　砦の魔王軍が偵察部隊を出だし渋しぶるようになれば機に乗じて拠きよ点てん化かを進め、逆に本気で対たい抗こうしようと大部隊を出してくるようなら退き、布陣しやすい廃市南方の平原で迎むかえ撃うつ。

　廃市が障害になっている以上、敵も一気に大軍を南下させるのは難しいのだから。

「武器についても改良の余地がある。例えば、アーバレストだ。テレーゼも見てくれ」

　見つけてあった手て頃ごろな構造図を拡大表示したタブレットを卓に置くと、全員が集まってそれを覗き込む。

「クロスボウの一種……ですか？」

「ああ。足で押さえてレバーを引く事で、梃て子この原理を利用して普通よりずっと強い弓が引ける。ただし威い力りよくや射程が上がる反面、連射性能は劣おとる」

　こちらの世界では、まだ実用化されていない武器。

「各種武器の長所短所を見み極きわめ、組み合わせて運用するという事ですね？」

「これなら、仕組みさえ教えれば城の武具職人たちにも作れそうです。早さつ速そく試作させましょう。テレーゼ、手伝っていただけますか？」

「まあ、機構ひとつひとつは当たり前に使ってるモンだから、図面引くのは割と簡単かも。後は、張力の強い材料選びかな？」

　もちろん、最初に考えていたのは銃じゆう器きだ。

　ただ、いきなり作るのは難しいと悟った。火薬の材料が充じゆう分ぶんに揃そろうかどうかもわからないし、金属加工技術の底上げにも時間がかかる。「物体をそのまま複製する魔法」だとか「超ちよう絶ぜつ手工業のドワーフ」が存在してれば現代知識で容易に量産できたりするんだが、アレハンダルには人間しかいないし、魔法も使えない。

　だったら火薬銃じゆう砲ほうもいずれ着手するとしても、まずは石鹸同様に「即座に実用化できる」「この世界の既き存そん技術の改良」路線だ。

　歯車やバネ、個々の機構はこっちでも使われているし、クロスボウも普及している。アーバレスト生産の前提条件は揃っているって事だ。

　神様が干かん渉しようしているせいか、この世界の技術発展は地球の歴史とは違ちがっていた。大おお雑ざつ把ぱに言うとそれまでの狩しゆ猟りよう採集、穴けつ居きよ生活から、神代遺い跡せきとの接せつ触しよくによって千数百年前にいきなり中世レベルの文明を手に入れたらしいのだ。

　そしてその後現在までの千年は、特筆するような発展はなかった。

　これは神代遺跡からより高度な知識が授さずけられなかったというのもあるけれど、やはり魔ま王おう軍との戦いが続いているために社会のリソースがそちらに割さかれているというのが大きいようだ。

　だが、こっちには現代知識がある。

　それを実用にする立場も、おまけにこれまで読んだ異世界転移モノ、知識チートモノという「前例」もあるんだ。

　適切に、効率よく、失敗を避けるのは難しくないはず。

　例えば、農業。

　作物の選せん択たくや農法の改良にしても、現在の人口を養う分は堅けん実じつに維い持じしたまま、長いスパンで様子を見ながらやっていけばいい。

　よかれと思って導入した植物が土ど壌じようや気候に合わなかったり、病害虫の被ひ害がいで壊かい滅めつするリスクくらいは最初から織り込み済みだ。現実の歴史でもアイルランドのジャガイモ飢き饉きんなんて事例があるし、効率がいいからと特定の作物に偏ると、何かあった時のダメージが大きく、回復が困難になる。

　ただ「現在食べられている作物」をより無駄なく使う手法や、栄養バランスの改善などは即そつ効こう性せいがある。

　多分、今まで見たり読んだりした作品の主人公も、それぞれ悩んだり苦労したりしてたんだろう。外から見て「チート」「テンプレ」「簡単」とかいうのは容易たやすい。けれど世界も状況も、対処する人間も違う。

　全部一度きりでやり直しできない、人の命がかかった仕事だ。

「姫、ひとつお願いがあります」

　不意に、レイサが立ち上がった。

「カズト様がご提案した新戦術。その実行部隊の指揮を、自分に命じてはいただけないでしょうか？」

「レイサ。貴方の気持ちはわかります。ですが……」

「乳姉妹であり、歳としも近い事から、自分はずっと姫殿下の近衛として奉ほう職しよくしていました。栄誉ある重職なのは理解しております。ですが、わたしは魔王軍と戦いたい！　この手で父の敵を討ちたいのです！　お願いします」

「彼女は適任だと、俺も思う」

　戸と惑まどうエミリーシャに、俺からも提案する。

　レイサは、彼女にとって新しい概がい念ねんである「釣り野伏せ」の要点をすぐに理解したし、従来の戦士の倫りん理りとのすりあわせの難しさも指し摘てきした。見どころはある。

　アーバレストの量産と習熟も一いつ緒しよに行うなら、王都で練習をしてから現地に出向く事になるのだし、充分訓練を積んだのを見極めてから廃市に出発する方が確実だ。

「……ではレイサ。カズト様の推すい薦せんもある事ですし。新戦術と新兵器の試験運用のため、近衛の一隊を預けます。連合軍将官には、わたくしから話を通しておきます」

「ありがとうございます！」

「ですが決して復ふく讐しゆう心しんに囚われ、逸はやってはなりません。カズト様が仰おつしやった通り、囮部隊が確実に生き延びねば無意味なのですから」

　微笑ほほえむと、エミリーシャは自席に戻って卓たく上じようのベルを鳴らした。ほどなく、次の間に控えていたメイドが、お茶と菓か子しを運んでくる。

「どうぞ」

「ありがとう、ファナ」

　カップにお茶を注ぐファナに礼を述べる。

　最初の夜の後、そのまま王都まで同行した彼女は、今は俺専属の世話係のひとりになっている。元々家族もいないので、転勤もスムーズだった。

「甘くて美味おいしい……。これも、カズト様の？」

　クッキーをひと口囓かじって、エミリーシャが目を丸くする。

「アドバイスしただけだ。彼女は、本当に料理が上手い」

　俺が補足すると、ファナははにかんでお盆ぼんで顔を半分隠かくした。

　実際、俺がいくつかのレシピを教えたけれど、必要な材料がその通りに揃う方が珍めずらしい。例えば砂糖ひとつにせよ、向こうと同じ感覚では使えない貴重品なのだから。

　ファナは母を早くに亡なくしたため家事一いつ切さいを受け持っていたが、父も兵へい役えきで戦死したため孤こ児じとなった。そういう身寄りのない子供や寡か婦ふ、戦傷者を王家に関かかわる働き手として優先的に雇こ用ようするのはクアロドス王の方針だという。

　専門の料理人や裁さい縫ほう師としての教育を受けた訳ではないので、個別のスキルでは専門家に一歩譲ゆずる。ただ、実生活でひと通りの技術は身につけているし、何より「その場にあるもので間に合わせる工夫」に慣れているのがありがたい。

　結局、この日の打ち合わせはここで一段落になった。

　レイサは「釣り野伏せ」の訓練、テレーゼは石鹸の更さらなる量産とアーバレスト試作に向けて学士会や城の武器職人ブラツクスミスと打ち合わせ、そしてエミリーシャはそれらをスムーズに進めるための政治的な根回しと、仕事は山積みだ。

　俺も、私室に戻ってやらなければならない事がある。

　タブレットで使えそうな現代知識を洗い出すのもそうだが、こっちの世界の言葉を基本だけでも身につけたい。いちいち全部エミリーシャやテレーゼに口頭で説明してもらうよりも、文書を直接読めるようになった方がどう考えたって効率がいい。

　幸い、こちらの言語は割と英語に似ている。

　動詞の変化や前置詞の種類なども近いし、形自体はまるっきり違うけれどアルファベットに似た音素文字で、二四種類しかない。

　ただし単語レベルでの綴つづりに共通点はないから、一から未知の外国語として覚えるしかない。それでもこの二週間で、初歩的な文章なら読めるようにはなってきている。

　今教材に使っているのは、エミリーシャが子供の頃ころに読んでいたという古びた絵本だ。いろんな動植物や建物の細密画に簡単な説明文が添えられている。ちなみに、印刷物ではなく直筆。手て触ざわりも、俺が知っている紙とは違う厚手でつるつるした代しろ物もの。ファンタジーなんかで存在は知っていたが、羊皮紙の現物に触ふれるのは初めてだった。

　アレハンダルではこの羊皮紙の他に、植物繊せん維いを漉すいた和紙みたいなものが併へい用ようされている。どちらも高価で、気軽に向こうと同じ感覚では使えない。

　いろいろ確かく認にんしているうちにわかったのだけど、言葉が通じるのは俺が異世界人だからという訳ではなく、エデリードでは大昔から神の力がそういう風に働いているのだとか。魔ま族ぞくも種族ごとに異なる言語を使っているが、このお陰かげで問題なく意思疎そ通つうできるようになっているという話だった。

　ただ、読み書きには自動翻ほん訳やくは働かない。魔族の中には文字を使わない種族もいるらしいから、そのあたりに関係してるのかも知れない。

「ん～～っ！」

　トントン。

　疲つかれて伸びを打ったのと、同じタイミングでノックが鳴った。

　お盆を手にしたファナがドアの外に立っていた。気づかなかったが、時計を確かめると定時休きゆう憩けいの時刻だ。タブレットの時刻表示は止まっているのだけど、エデリードにも簡単な機械式時計はある。

「あ、あの……お茶をお持ちしました」

「ありがとう。そうだ、ファナ。ちょっと」

　サイドテーブルに茶と菓子を置いた彼女を、机まで手招きする。

「これ、何て読むのか、どういう意味か教えてくれないか？」

　兎うさぎの説明文に出てきた動詞が未知のものだったので、率そつ直ちよくに訊ねる。

　救世主だの異界の叡智だのと看板に掲げても、こっちじゃ知らない事だらけだ。

　立場上、読み書きできないとかの弱点が大っぴらになったらマズいのだけど、ファナもごく身内の一員だし、まあ構わないだろう。

「ご、ごめんなさい……っ！　あたし、読めないんです」

　何度もペコペコと腰こしを折るファナ。

　こっちがびっくりするほど大おお仰ぎような謝あやまり方かただった。

「い、いや。そこまで恐きよう縮しゆくしなくていいけど……読めないって？」

「だって……その……教わった事、ないので……」

「学校とか、ないの？」

「ガッコウ……って何ですか？」

　ファナが口にした「ガッコウ」は自動翻訳はされず、意味不明の単語として発音された。

　今さら思い当たる。中世レベルで、識字率が高い方が不自然だ。現代の地球だって世界全体で見れば、自国語を読み書きできない人は少なくない。

　今まで接してた相手は王族やその乳姉妹で近衛を務める騎き士し階級、それに学者。地位も教育も破格の人たちばかりだ。戦災孤児であるファナのような人間が、アレハンダルの大多数なのだろう。

「じゃあ、一緒に勉強しないか？　時間が取れるよう、メイド長には話をつける」

「え……。でも、あたしなんかが……」

「ひとりで本に向かい合うより、話すだけでもこっちの言葉を知っている人が一緒の方がはかどる。それにファナが読み書きを覚えると、仕事の上でも助かるしな」

　身の回りの世話ばかりではなく、最初の揚あげパン以来向こうの技術を実現するための大切な協力者だ。料理もそうだし、衣類についてもタブレットで見本の実像を見せれば要求に応えた試作品を作ってくれる。

　読み書きできれば直接話したり伝言したりするのではなく、文書でやりとりできて効率がいいというのは、俺だけじゃなく彼かの女じよにも当てはまる。

　衛兵からメイド長を通じてファナの勉強の件を申し出ると、特に問題もなく即座に受け入れられた。

　紙は貴重品なので、書き取り練習に使うのは木き枠わくつきの石板と木製軸じくの先にチョークのような石を挟はさんだ筆記具だ。

「字だけなら、いくつかわかるんです。仕事の目印でも使いますから。でも、単語は全然わからなくて……」

　机に向かってごりごりと石板の上に簡単な単語を繰り返し綴りながら、ファナははにかんだ。俺は、肩越しにそれを見下ろす体勢。家庭教師のバイトで慣れたポジションだ。

「勉強して本を読みたいとか、今まで考えた事ないのか？」

「本物の本なんて目にしたのはお屋や敷しき勤めをしてからですし……。ですから最初にカズト様の〈叡智の石板〉を拝見した時も、お値打ちがわからず、普ふ通つうの本の一種かと思ってしまって……」

「はは、いいんだ。実際、俺の世界ではありふれた品物だしな」

　ファナがメイド長とは違い、タブレットを奇き異いに思わなかった理由がわかった。日本語のページだって「読めない」という点ではこっちの世界と変わらなかったのだ。

「じゃあ、これから一緒に勉強しよう。よろしく」

「でも、いいんですか？　カズト様の大切なお時間をあたしなんかのために」

「俺にとっても復習になる」

　他人に教えると自分の理解も深まるのは、家庭教師のバイトで経験している。

「……ここまでよくしていただいてるのに、あたし、何のお礼もできなくて……」

　振ふり返り、潤うるみ気味の大きな瞳ひとみが、真まっ直すぐに俺おれを見上げる。勉強を見ていたから距きよ離りが近い。今まで意識しなかったけれど、働く人間ならではの自然な汗あせの香かおり――生きている体たい臭しゆうが微かすかに鼻をくすぐる。

「理由があっての事だから、単なる親切っていう訳じゃないさ。ファナが自分を恵めぐまれてると思うなら、それを戸惑ったり申し訳なく感じるんじゃなく、次は困っている誰だれかに君が手を差さし伸べられるようになればいい」

　綺き麗れい事ごとかも知れない。

　けれど、これは俺の自じ戒かいでもある。

　知識チートを可能にするタブレット、最初から救世主という保証された立場、国とのコネクションや発言権――これらに恐縮したりしないで、ちゃんと役目を果たすという誓ちかい。

「ありがとうございます、カズト様。あたし、そろそろ仕事に戻もどりますね」

　ファナは笑え顔がおで頷くと、最も初歩の教本を抱きしめて去って行った。




　事件は、その夜起こった。

　現代地球に比べて、電灯のないエデリードでの生活は基本的に太陽に依い存そんする。

　人々が動き出すのは夜明け間もなくだし、夕食も早い。一日の仕事を終え、入浴するのも午後の七時頃だ。

「ふぅ～」

　熱いお湯の心地ここちよさに、俺は長い息を吐はいた。

　アレハンダル王国は水に恵まれていて、日本と同じ温水浴の習慣がある。石せつ鹸けんの普ふ及きゆうが効果的なのも、この水事情あればこそだ。

　この浴室は大理石造りのバスタブに、蒸気を逃がす高い天てん井じようと天窓。実家の浴室よりはずっと広いけれど、ホテルの大浴場という訳でもない。贅ぜい沢たくな個人風ぶ呂ろといったサイズ。この規模の浴室は貴人がくつろぐためのもので、俺にも割り当てられている。

　忙いそがしいし、慣れない事も多い。肉体そのもののダイレクトな心地よさに浸ひたりきっていると頭に溜たまった疲れがとろけて流れ出だしていくような感覚だ。湯船の中から真っ直ぐに天窓を見上げ、星を見つめる。

　天文の知識があれば元の世界とは異なるのがはっきりわかるのだろうけど、窓のフレームに区切られてふたつの月が視界に入らない今は「ただの星空」だ。

　ちゃぷっ。

　予期せぬ波の動きを感じて、顔を下げる。

「あ……あの……カズト様」

「わっ！」

　浴よく槽そう内にファナが入っていた。

　緩ゆるみすぎていたせいで、気づかなかったのだ。

　肝かん心じんなところは手にした布で隠しているけれど、もちろん全ぜん裸らだ。湯気越ごしに、年相応に女らしくなりつつある身体の線が浮うかんでいる。

「ご、ごめんっ！　長く入りすぎてたか？」

　慌てて顔を逸そらす。

　優ゆう遇ぐうされている立場とは言っても、使いたい放題とはいかない。浴室を専有できる時間は限られている。

「い、いえ。そうじゃないんです。あの、お身体を洗わせていただこうと……」

　俺が向けた背中に、緊きん張ちようした声のファナが寄りかかる。柔やわらかな膨ふくらみが触れる。

「べ、別にそういうのはいいから！」

「えっと、でも……その……身分の高い男性の中には、侍じ女じよのご奉ほう仕しを望まれる方もいると聞いていますし……。あたしの故郷でも、同じ年とし頃ごろでこういう仕事してる娘むすめはいましたから、ちゃんとわかってます。あたし、カズト様に特別によくしていただいているのに、何にもお返しできなくて……」

　ぎゅっ！

　押しつける力が強くなる。

　頭が火ほ照てり、鼓こ動どうが速くなる。

　このドキドキが肌はだ越ごしにファナにも伝わってしまうのか。

　彼女が言う「侍女のご奉仕」っていうのは単に身体を洗うという意味じゃない。子供じゃないんだ。デート経験値僅か一ポイントの俺だって、そのくらいわかる。

「あ、あたし、初めてだから上手くできないかも知れませんけど……。カズト様に喜んでいただけるなら……」

　この世界では、俺は特別な存在だ。大たい概がいの要求は通る。そもそもこっちが求めた訳じゃなくて向こうから言い出した話。しかも人権意識もまだ未発達の中世風世界で――。

　でも、だからこそ――。

「頼たのむから！　そのまま離はなれてくれないか！」

「は、はいっ！」

　語気を強めると、一いつ瞬しゆんびくっと震ふるえて、ファナは俺から離れた。

　揺ゆれる波の動きが伝わってくる。
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「ファナは充分役に立ってくれているし、読み書きを覚えるのは俺にとっても有利な事だって言ったよな？　俺の世界――俺の国じゃ誰でも読み書きができる。特別な事じゃない」

　自信満々で聡そう明めいな異界の救世主らしく、何とか声を上うわ擦ずらせずに喋しやべる事ができた。

「けど……」

「それに、俺の世界ではこういう事は……」

　ああ！

　偉えらそうに振る舞まおうとしてるのに、どうしてもこういうところで言葉を濁にごしてしまう。経験値不足の限界だ。

「……ちゃんと心が通じて、愛し合っている同士がする。ファナにとっては、違うのか？」

「いいえ。あたしたちも、そうです……。父さんと母さんも、好き合って結ばれたって聞いています」

「気持ちは受け取った。でも、俺はそういうのを望んでいない。ファナが俺に感謝してるというなら、仕事と勉強で成果を見せてくれればそれでいい」

「は、はい。わかり……ました」

　抑おさえた声で、けれどきっぱりと告げると、ファナも納なつ得とくしたのか俺から離れる。

「わかってくれたのなら、そのまま浴室から出て行ってほしい。今日の事は、俺の胸にしまっておく」

　よし！

　何とかパニクらずに言い切った。偉いぞ、俺。

「ありがとうございます、カズト様」

　お湯から上がる音。扉とびらを開け、閉める音。気配が完全に消えてから更に数秒待った上で、俺は振り返った。

　ファナの姿は、ない。

「はぁ～～～～っ」

　さっきとは違う溜ため息いきをついたけれど、身体はまだ緊張したままだった。興奮が治まるまでは風呂から出る訳にはいかない。

　俺から見れば、ファナはまだ子供だ。

　まるっきり意識しないって訳にはいかないけれど、さすがにそういう対象として考える気にはなれない。いくら据すえ膳ぜん差し出されてもだ。

　それに、立場に乗じて手を出したりするのは、エミリーシャが信じてくれる救世主に相応ふさわしい振ふる舞いだとは思えない。

　俺は、彼女に好意と敬意を抱いだいている。

　ファナに裸はだかで迫せまられた時より、メイド服のエミリーシャと腕うでを組んだ時の方が何倍もドキドキした。

　いや、別にメイド服は無関係！

　あくまで相手がエミリーシャだったからだ。

　単にタブレットで現代知識を参照できるだけの俺が選ばれたのは、性格が理由だと思っている。

　異世界に召しよう喚かんされ、調子に乗ってガンガン突つき進すすむのはアリでも、地位を悪用して我が欲よくを満たすのは、違う。

　他人は古くさいとかカッコつけだとか言うかも知れないが、後ろめたくなるような事をやらかして自分自身を軽けい蔑べつしたら、それこそ無様ってもんだ。

　チートで優遇されるポジションはいいとして、やりたい放題の鬼き畜ちく系は趣しゆ味みじゃない。

　本当に好きなたったひとりの相手と、両思いになる方がずっといい。




　翌日――レイサは部隊の訓練でテレーゼは学士会の方に出ているため、会議は俺とエミリーシャのふたりだけになった。

　アーバレスト製造や廃市戦線対応など急ぎの実務は報告待ちなので、今日は具体的な議題がない。昨夜の一件もあって、部屋の中でふたりっきりだと妙みように意識してしまう。

　中学生か、俺は！

「エミリーシャ。アレハンダルの教育制度っていうのはどうなっているのか、教えてくれないか？　学校とか」

「学校ですか？　学士会が開設するものに王家が資金援えん助じよをしておりますけれど……」

　公的な基き礎そ教育制度はなく、一部の村や町で学者が有ゆう償しようで開設しているものだけが庶しよ民みんが読み書きを学ぶ場。昔の日本の寺子屋みたいなものだ。他にはギルド――冒ぼう険けん者しや互ご助じよ会かいではなく、現実の歴史と同じ鍛冶かじや石工など各業種の組合――が後こう継けい者しや育成のための訓練所を開設している程度。

　一方、こちらには向こうの世界のような「宗教組織」も存在しない。

　世界を作った神が実在しているのは確かな事実として知しれ渡わたっている一方で、有用な遺跡を残したけれど奇き跡せきなどで助けてくれる訳ではないというのも常識になっているのが原因のようだ。

　神の実在が明らかで、恩おん恵けいのレベルもはっきりしていると、むしろ「祈いのり」とは縁えん遠どおくなるのかも知れない。

　もちろん王おう侯こう貴族の子し弟ていは家庭教師から様々な学問を教わるが、国全体の識字率は決して高くない。

「議会制度は？」

「存在はしています」

「ギカイ」は、エミリーシャにとって意味不明の地球語ではなかった。

　ただ、詳しく訊きいてみると一定の地位を持つ貴族の家長だけが投票権を持つ一院制。

「国王に助言や請せい願がんをするだけで、立法を担になっている訳ではありません。そこは、カズト様の世界とは異なりますね。父もわたくしも、なるべく広く国民の声を拾う必要があるとは考えているのですが……」

　俺が説明した現代の制度と比ひ較かくしながら、エミリーシャが説明する。

　機能が限定的とはいえ議会制度があるのは、七か国のうちアレハンダルともうひとつだけだという。

「魔王軍との戦いが最優先なのは変わらない。けど、できるだけ並へい行こうして学校の設置なんかも考えた方がいいな」

　単なる慈じ悲ひや同情じゃない。

　衛生や農業について知識を普及させる時に、口頭で説明するんじゃなく文書で配布できるなら効率は上がる。身分や立場に依よらず、素質に優すぐれた人間を登用する機会が増えれば、国力そのものが大おお幅はばにアップするはずだ。

　もちろん一いつ朝ちよう一いつ夕せきにいく話じゃないのもわかっている。

　家族総出で朝から晩まで働かなければならないような環かん境きようなら、いくら学校を作ったところで我わが子こを通わせる余よ裕ゆうなんてない。魔王軍との戦いに人手が取られる現状ではなおさらだ。

　俺は現代日本の人間だから、何となく民主制が素す晴ばらしいと思ってしまうが、中世レベルの社会に下手に形だけの選挙を導入するのは危険だ。能力は低くて人気だけある奴やつや、甘あまい言葉で私腹を肥やそうとする連中が権力の座に就つくかも知れない。

　国民全体の底上げができるまで、政治や統治に関する面めん倒どうな教育を王侯貴族という一部の人間に集中的に投下するのは、実は合理的でもある。

　でも、もしも願いが叶かなってこの国の王制を穏おだやかに終わらせられたら――エミリーシャを王族の重責から解放できる。

　彼女の学識や責任感からすると、国政から離れて気ままに気楽にという訳にはいかないだろうけど、少なくとも恋れん愛あいや結けつ婚こんの選せん択たく肢しは増えるはずだ。

　民主制のために学校を作り、学校を作るために国力を底上げし、国力を底上げするために魔王軍との戦争を終わらせて平和にする。

　遠大だけど、全部俺がやるべき仕事だ。

「人間は、弱い生き物です。力は弱く、魔法も使えない。空を飛んだり水の中で暮らしたりもできない。ひとりずつを比べれば、どのような魔族にも勝てないでしょう」

　独り言のようにエミリーシャは呟つぶやいた。

　魔族の現物を見た事はないけれど、基本的なところは聞いている。

　屈くつ強きようで死を恐おそれぬオーク、狡こう猾かつで魔法を用いるゴブリン、空を飛ぶハーピー、人間を食べる怪かい力りき巨きよ体たいのオーガ――どれもこれも、恐ろしい敵だ。

　比較すれば人は脆ぜい弱じやくに過ぎる。

「だからこそ勝利の――生存のために考え、工く夫ふうし、助け合うしか道はないのでしょうね」

「俺らの世界には魔族はいない。けど、人間が野生の動物に比べて劣る点を、文明で補って繁はん栄えいしてきたのは同じだ」

　人間はゴリラやライオンには勝てない。それどころか、一個の動物としての戦せん闘とう力りよくでは猫ねこや鶏にわとりにさえ遥はるかに劣るとも言われている。

「お話に聞くと、カズト様の世界は本当に素晴らしいですね……。羨うらやましいです」

　夢見るような瞳で、エミリーシャは胸むな元もとで左右の指を絡からませた。

「あ、いや、その……。別に自じ慢まんするつもりは……。確かに科学や技術はこっちより進んでいる面が多いけどな。ずっと戦争をしている国もあれば、医い療りようや教育が行き届いていないところもあるよ。決して理想郷じゃない」

「それでも、カズト様の国は平和で豊かなのでしょう？」

「そうだな……。日本――俺が生まれた国も不景気や不平等、問題がないとは言えない。それでもまだ、安全で豊かな国のひとつだ」

　俺自身を振り返かえってみても、資産でも立場でも格別恵まれていた訳じゃないが、特に悲ひ惨さんって訳でもない。公務員の父に兼けん業ぎよう主婦の母。言ってみれば中の上で、家族の仲だっていい方だ。進学も高校大学とずっと地元の公立だったという事もあって、経済面で特に困った経験もない。

　ただ、同じ国、同じ世代でも、貧困や差別に苦しんでる者がいる事も、情報としては知っている。

　俺の幸福の何割か――あるいは大半――はただそれなりに安定した家庭に生まれたというのが理由だ。もちろん見上げれば、上は上でキリがないんだけど。

「俺は今日まで、世界から様々な恩恵を受けてきた。その恵みを、少しでも他の人間へと返していく。この世界にアレハンダル王国に知ち恵えと平和をもたらす――それが、俺が召喚された意味だと思う」

　羽根ペンにインクを付け、羊皮紙の余白に「和かず斗と」と記す。覚えたばかりのアレハンダル語――というより人類語――の文字でルビも添そえる。

「故郷の文字で、俺の名前はこう書く」

「不思議な文字ですね」

　エミリーシャの細い指先が、漢字の形をなぞった。

「『平和』と『斗たたかい』という意味だ。平和を求め尊重し、同時に必要な時に立ち向かい抗あらがう事から目を逸らさない――そんな願いを両親が込めてくれた」

　魔王軍を打ち破るだけじゃない。その後の平和な世界を豊かにするためにこそ、俺が持っている現代世界の知識は役に立つはず――そんな思いを、確かにする。

「わたくしたちの求めに応こたえ、選ばれたのが、カズト様で本当によかった……わたくしは、今そう感じております。最高に相応ふさわしい者が呼ばれるという伝承が事実で……」

　エミリーシャが、潤みがちな瞳を向ける。

「そうですね。わたくしも、カズト様のご厚こう意いに全力で応えます。アレハンダルをカズト様の故郷のような素晴らしい国に変えていきます。長い時間はかかるでしょうけれど……その間、ずっとカズト様にお側そばにいてほしいというのは、身勝手な贅沢かも知れませんが」

　俯うつむくエミリーシャの頬ほおがほんのり上気していたように見えた。

　俺だって、その事を考えない訳じゃない。

　向こうの世界に極きよく端たんな不満もないけど、格別の未練もない。

　時間の流れや両親などが気にならない訳じゃないが、エミリーシャのためにこっちに骨を埋うずめるってのも、選択肢としてはアリだ。




　レイサを中心とした「釣つり野伏ぶせ」の訓練も順調に進んだ。

　基本は囮おとり部隊をレイサ自ら率いるのが基本で、メンバーはスピード優先。いざという時に逃にげに徹する編制だ。アーバレストも試作から量産へとスムーズに進み、通常の弓との使い分けも彼女たちが実地で確かめ、考えていった。

　こうなると、実戦には素人の俺は求められてもアドバイスできる事はない。

　そして、彼女たちの部隊が廃はい市しへと発たち、二週間ほどが過ぎた。

「カズト様、大成功です！」

　帰き還かんしたレイサは、開口一番そう叫さけんだ。

「廃市での『釣り野伏せ』とアーバレストの組み合わせによる運用は、効果絶大です！」

　レイサたちの部隊はゴブリン偵てい察さつ隊たいを二、リザードマンを一隊、完全に撃げき破は。その後予想外の大部隊とも遭そう遇ぐうしたが、計画通りに被害を出さずに逃げ切きる事に成功。

　初めのうちは懐かい疑ぎ的てきだった前線部隊も圧あつ倒とう的てきな戦果を目にして、レイサからやり方を教わって実行に移しているという。アーバレストの威力は魔王軍の鎧よろいや分厚い皮ひ膚ふを貫かん通つうし、骨さえ砕くだいて致ち命めい傷しようを与あたえている。

「そうだろう、うん」

　また思い通りの成功に、俺はほくそ笑えみながら頷うなずく。

「確実に仕留めて帰還させないという、カズト様の提案のお陰です。敵は偵てい察さつ部隊未帰還の増加には気づいているようですが、我々の新戦術を理解するには至らず、有効な対たい抗こう策さくを打ち出せていないようです。それと、これは准じゆん将しようからカズト様へのお手紙です」

　封ふう蝋ろうを施ほどこされた手紙が差し出されたが、目配せした後、そのままエミリーシャへと渡す。かなり勉強したものの、まだ読むのは不自由だ。言ってみれば中学英語レベル。

　しかも文字や文法は基本的には共通しているけれど、国によって多少の違いがある。まるっきり別の言語というよりは、方言レベルの差らしいが。

「では、お預かりして代読いたします。……此こ度たびの作戦立案と武器の改良、救世主の名に偽いつわりないのを確信した。往時の無礼を許していただきたく、また更なる叡えい智ちの披ひ露ろうを期待する。大いなる感謝と敬意を、ここに記す……そう書かれています」

　読み上げるエミリーシャの嬉うれしそうな声に、こっちの頬も緩んだ。初対面の態度からすると信じられない、准将からの高評価だ。

「俺の発案だけじゃない。実際に現場で実行してくれたレイサの力あっての事だ。それにクロスボウ改良を主導したテレーゼや、軍の上層部に話を通してくれたエミリーシャのおかげだよ」

　このまま敵の戦力を各個撃破で削けずり続ければ、廃市の完全掌しよう握あくからエゼル砦とりでの奪だつ回かいも夢ではない。

　魔王軍にとっても要よう衝しようで最前線とはいえ、言いい換かえれば本ほん拠きよ地ちからは遠いという事だ。失った戦力を補ほ充じゆうするにも時間がかかるはず。

　その間に、こちらは次の手を打つ。

　准将の信しん頼らいを勝ち取ったから軍事面でも俺の発言力は増したし、アレハンダル語もある程度は読み書きできるようになった。

　魔族の能力やエゼル砦の詳しよう細さいな環境をもっと知れば、きっとこのまま突っ切れるはず！

　俺は、確信した。







第三章（２）







　奇き襲しゆうを喰くらった場所からザーニャたちの「砦」までは、更に徒歩で半日ほどかかった。

「ほぁ……」

　初めて目にしたそれに、オレは声を漏もらした。

　左右に斜しや面めんの森が広がる谷間を塞ふさぐようにそびえる石造りの塊かたまり。

　第一印象は、テレビや写真で見たダムだ。横に広がって窓が並んでるのは校舎や病院にも似てるか。ただ、何か所か見張り用の塔とうが建っているのは、オレにとっちゃ違い和わ感かんの原因だ。

「へへ。びっくりした？　ロウの世界でも、こんな大きな建物なんかないんじゃないの？」

　ディディが嬉しそうに自慢する。

　いや。もっとデカいビルとか当たり前に――と思ったけど、オレは答えなかった。

　これからこっちで生きていくんだ。あっちが凄すごいとか言ったって何の意味もない。もう何の縁えんもない。日本の方がよっぽどの「異世界」だ。

　正門の扉は幅はばは広いけれど、ガボーが潜くぐる時にちょっと屈かがまなきゃいけない程度の高さ。そこから中に入ると庭は広く、三階建てのあちこちがひび割れ、崩くずれたままで放置されている。

「おお、ザーニャ隊のお帰りか？」

「なんだぁ、その人間は？　捕ほ虜りよか？」

「〈ゴミ拾いのザーニャ〉だからって、まさか人間まで拾ってきたんじゃねえだろうなぁ」

　庭で焚たき火びを囲んでいる、緑色でギョロ目の小こ柄がらな魔族――いわゆるゴブリンって奴だろう、多分――がからかう口調で訊たずねてくる。

　オレは、もう縛しばられてはいない。ただガボーの隣となりを歩き、後ろからはレオニダに見張られてるって格好だ。

「人間だ、人間だ！」

「美味おいしそう！　食べさせろよ！」

「うわっ！」

　いきなり頭の上から、甲かん高だかい声と羽ばたきが聞こえてきた。

　鳥と人間を合わせたような魔族が、オレの顔や腕を蹴け爪づめで引ひっ掻かく。浅い傷の痛みに、オレは腕を振り回まわして払はらいのけようとする。

「駄だ目め！　これ、オレが捕とらえた。オレの恩人。お前らハーピー、食べる、駄目！」

　大声で叫びながら、ガボーが腕を振る。

「現状、わたしの部隊の預かりよ。勝手に手を出さないで」

「ちぇっ！　せっかくの人間なのに！」

「味見したいよねぇ」

　ザーニャにも指し摘てきされて、ケラケラ笑いながら鳥人間ハーピーたちは上じよう昇しようし、頭の上でくるくると輪を描えがいた。

　落ち着いて見ると三羽――それとも三人か――とも若い女だった。ただし腕と下半身は鳥そのもの。首くび飾かざりやアンクレットは着けているけれど服はなしで、胸が丸出しだ。

　鋭するどい爪つめに引っかかれて、腕には血が滲にじむ浅い傷が何本も刻まれた。痛むってほどじゃないがヒリヒリする。野の良ら猫ねこなんかとは比べ物にならない鋭くて長い爪だ。からかい半分じゃなく本気で襲おそってきたら、肉が千切られるどころか、下手すりゃ即そく死しだ。

「行くわよ、まずは砦さい将しように報告」

　笑い声や指笛で囃はやし立たてる魔族どもを軽くいなして、ザーニャはオレたちを率いて建物に入っていく。廊ろう下かは、オレやザーニャには充じゆう分ぶんだったが、やはりガボーだと天井に頭が当たりそうだ。体格が違ちがう奴が使うようには設計されてない。

「なあ、ザーニャ。ひょっとして、ここって元々は人間の砦か？」

「ええ、そうよ。七年前に奪だつ取しゆして、そのまま前線の拠きよ点てんとして使っている。こういう大がかりな建築は、人間の方が得意ね。魔族は、あまり大きな建物や街は造らない」

　ディディは別に魔族の建築を誇ほこったんじゃなく、こっちの世界そのものが自慢だったって事か。

　そんな話をしながら、長い廊下の奥おく、豚ぶた顔オークの衛兵が立つ部屋まで進む。ゲームなんかじゃ雑魚ざこのやられ役扱あつかいが定番だが、背せ丈たけは人間と同等。頑がん丈じようそうな体格はちょっとした相撲すもう取とりみたいな雰ふん囲い気きだった。

　オレが同行してても顔パスが利きくのか。ザーニャが目配せするだけで特に咎とがめられたりはせず、重い扉が開かれる。

「ギーゼル砦将。ザーニャ隊、偵察任務から帰還したわ」

　ギーゼルも、ザーニャと同じダークエルフだった。

　二十代半ばくらいに見える細ほそ面おもての二枚目で、ランプを頼たよりに机で書き物を続けながら軽く会え釈しやくする。ザーニャの方も敬礼も何もない。その場に立ったまま、口頭で報告する。

　なんか、魔ま王おう軍とか言ってる割には全然軍隊らしくない。みんな服装もバラバラだし。それともファンタジーっぽい世界だとこれが当たり前なのか？

「エゼル廃市の北側で人間軍三〇人規模の待まち伏ぶせを受けたけれど、全ぜん滅めつさせたわ。服装からすると所属はヴェーズ王国」

　撃げき滅めつの証しよう拠こに拾ってきた敵兵のバッジを、机の上にぶちまける。

「やはり連中はあのあたりに拠点を構築して、ここを攻せめ落おとしたいという事か？」

「現状の廃市では水や食料の確保が難しく、大規模な部隊の駐ちゆう留りゆうは困難よ。今のところは様子見というあたりでしょうね」

「なるほど。それでも巡じゆん回かい強化は必要だな。お前の部隊も、引き続きローテーションに入ってもらうぞ。ところで、その人間は何だ？」

「名前はロウ。偵察の途と中ちゆうで拾ったの。本人が言うには、異界から迷い込んだらしいわ。人間軍とは無関係らしいし、わたしたちが奇襲から助かったのも彼かれのお陰。そんな訳で、わたしの預かりという事で、部隊の一員に加えたいんだけど」

　出会った時の状じよう況きようからオレの「直感」で助かった事まで、かいつまんで説明する。

「ザーニャがそれでいいと判断したなら、構わない。もちろん、何かあった時は相応の責任は取ってもらうがな。食われたり殺されたりしないよう、砦の奴に話を通しておくのは忘れるなよ」

　それだけ言うと、ギーゼルはまた机に向かった。ザーニャも、簡単な挨あい拶さつをしてそのまま退出する。

　どうやら、取って食われるとか即そく座ざに処しよ刑けいされるとか、そのレベルの危険からは完全に脱だつしたって事らしい。

　オレは、安あん堵どで大きく溜息をついた。膝ひざから力が抜ぬけそうになる。

「大だい丈じよう夫ぶか、ロウ？　飯、沢たく山さんたべないと、駄目。人間も魔ま族ぞくも生き物、腹はら一いつ杯ぱいにならないと、力出ないの、同じ」

　よろけたオレを後ろから支えたガボーが、陽気な声で笑った。

「そうね。まずは食事にしましょう。ロウの扱いについて、内輪の確かく認にんもしておきたいし」

「……人間が仲間ね。ザーニャが決めたなら、仕方ないけどさ」

　レオニダは相変わらず不満そうだった。

　案内された食堂は、一学期だけ通った高校の学食と大差なかった。

　広間にいくつものテーブルと椅い子すが並べられ、ゴブリンやオーク、それにレオニダと同じ獣じゆう人じんたちが種族ごとにグループを作って椀わんに入ったシチューのようなものを食べていた。虫や生肉じゃない。オレでも美味うまそうに感じる、普通に料理っぽい香りだった。オーガあたりの人間とは体格が違いすぎる連中は椅子を使わず、床ゆかに直接あぐらをかいている。

　あちこちに注意書きらしいものが貼はられているけれど、種族ごとに言葉が違うのか明らかに形が違う字が何種類もある。くねくねした曲線やら、漢字みたいな部首を組み合わせたのやら、丸とバツだけが並んでるようなものやら。字じゃなくて簡単な絵で「使った食器はここに戻せ」とか「食べ残しはここへ捨てろ」と指示してるのもあって、そいつはオレにも理解できた。

「こいつはロウ！　わたしの部隊の一員だからね！」

　あたりの連中に声を掛かけては、ザーニャがオレを紹しよう介かいする。すぐ近くにいた、オークの一団がぐふふと笑いながら、猪いのししめいた牙きばを剥むいた。人間離ばなれした顔立ちなので表情は読みづらいが、どう考えても好意的じゃない。

「……って、ここじゃ人間をバリバリ食うような連中が、ウヨウヨしてるって訳じゃないだろうな？」

　ギーゼルの言葉が頭に残ってて、思わず確認する。実際、ハーピー連中はいきなり襲いかかってきたし。

「あ、そっか。ロウって魔族の事何にも知らないからねぇ。怖こわいぞー、がおー！」

　笑いながら、変なポーズで歯を剥いたのはディディだ。八や重え歯ばが尖とがってるだけで顔は女の子だから、全然迫はく力りよくはない。

「オークやミノタウロス、ハーピーあたりは食べる事もあるけれど、好んで積極的にって訳じゃないわ。ラミアは人間の生き血を常食にしてるけど、この砦にはいないしね」

　ザーニャは説明しながら、ちらりとガボーに視線を送った。こいつは紛まぎれもないオーガ――食人鬼きだ。最初に捕つかまった時もはっきり「餌えさ」って言っていたし。

「教える。来い」

　そのガボーが顎あごをしゃくって招く。オレは内心ではビビりながら、それでも何とか気合いを込めてついていく。

　厨ちゆう房ぼうのカウンターの向こう、大おお鍋なべをかき混ぜているのはガボーと同じオーガ。ただし、体格がひとまわり小さい。胸が膨らんでるって事は、多分女性なんだろう。

「ズズーナ。こいつ、オレの部隊の仲間。人間だ。人間の口に合う味付け、できるか？」

「うん。大丈夫。香こう草そう、少し多く入れる」

　人間に比べるとハスキーだけど、ズズーナと呼ばれたオーガはやはり女声だった。顔の方は正直なところ、オレの目には男女の区別もつかないゴリラ風なんだが。

　ズズーナは器用にスープだかシチューだかをお椀によそうと、刻んだハーブをぱらぱらとつまみ入れた。

「はい。人間」

「あ……ありがとよ」

　ただ木をくり抜いただけの素そ朴ぼくな器と木製のスプーンを受け取って、オレは戸と惑まどいながらも礼を述べた。歯を剥いてるけど、多分ズズーナは笑ってるんだろう。

「こいつ、食べちゃいけない。もう、仲間。けど愛の季節までに、絶対に活いきのいい人間捕まえる。そしたらその……」

　なんか照れて顔を赤らめながら、ガボーは指先をもじもじと絡ませた。ズズーナも恥はずかしそうな態度で、ガボーに煮に物もの入りの鉢はちを渡すとそそくさと奥へと引っ込んでいく。

「オーガが生きた人間を食べるのは、繁はん殖しよく期きだけなの」

　ザーニャの説明によると、オーガが人喰いなのは事実だが毎日の主食って訳じゃない。ただし年に一度の繁殖期には生きた人間を食べないと、子供が作れないのだとか。要するにメスの蚊かが血を吸うのと似たようなものだ。

　そして、男のオーガは生きた人間を意中の相手にプレゼントする。贈おくり物ものができなかったり、ショボくて期待に添えなければフラれる。単に数を増やすのはかっこ悪い。元気な奴や、あるいは珍めずらしい奴なら贈り物としての価値は高くなる。老人や病人怪け我が人にんは値打ちが低い。要するに、変な服装で若い男というのは立派な贈り物だったって訳だ。

「……結局、男と女がありゃあ、世界や種族が違ってもそういうモンか」

　オレは積極的には関かかわらなかったけど、学校でも劇団でも、その手の面倒くさいやりとりはあった。

　食べて、寝ねて、恋こいしたりセックスしたりする。

　そんな事は種族や世界が違っても一いつ緒しよって事だ。

　自分が食われるのは、さすがに勘かん弁べんだけどな。

　得体の知れない肉だの菜っ葉だのキノコだのがごった煮にになってる奴をすくって、口に入れる。ちょっと不安はあったけど、人間にとって毒になるような代しろ物ものならザーニャが止めるだろう。ズズーナってオーガも人間用にしてくれたんだしな。

「ん……美味いな」

　虫とかとは違う。普ふ通つうに塩気があって肉や野菜の味がする。例の香草のおかげか。少し苦くてすっとする風味があった。本格的なエスニック料理なんてのは、ひょっとしたらこんな味付けかも。向こうでも食った事ないけど。

「ここの食事は、いろんな種族の口に合うように無難に作ってるの。軍隊だから。さすがにわたしたちだっていつでも生肉や虫ばっかり食べてる訳じゃない。あれは、廃市でも簡単に手に入るってだけだから」

「保証されるのは最低限の食事と寝ね床どこだけ。それ以上何か欲ほしかったら、外の森で狩かるなり何なり、自分で何とかする事ね。人間にできるとは思わないけど」

　ザーニャの親切な説明に、レオニダが余計な一言を付け加えた。そういう彼かの女じよも、スープ以外にサラミみたいな細い肉の塊を囓かじってる。もちろん、オレの方を見ようともしない。

「貴方あなたの世界でも、人間はお金っていうのを使ってるのよね？　でも、ここではそれは通用しない。必要なものは自力で手に入れるか、持っている者と交こう換かんするか」

「そう言われても、オレは身体ひとつで落ちてきたんだぜ？」

「労働で支し払はらえばいいの。最初のうちはわたしが面倒みるけど、いつまでも甘えない事。自分の命は自分で賄まかなうのが原則よ」

「ありがとうよ。肝きもに銘めいじとく」

　ザーニャたちの割り切ってシンプルな考え方は、嫌きらいじゃない。

　周囲を見回すと、あちこちの席で交換をやってたりする。ゴブリン同士が果実と肉を取とり換かえるとか。リザードマンが何かの毛皮を差し出だして、オークから芋いもみたいなのを貰もらってるとか。

「ん？」

　不意に、ある事に気づく。

　周りを見ると、どのグループもゴブリンはゴブリン、獣人は獣人だけでまとまっている。ダークエルフはザーニャ以外は砦将のギーゼルだけだし、竜りゆう人じんはそもそもディディしか見当たらないが、多種族が交じりあってるのはこのテーブルだけだ。

　そういえば、さっきゴブリンが〈ゴミ拾いのザーニャ〉なんて言っていたし、このチームはまさかゴミの寄せ集めって事か？

「ロウもメンバーになったんだから、この部隊について知っておいた方がいいわね」

　オレが疑問をぶつけると、ザーニャはくすっと微笑ほほえんだ。

「このザーニャ隊は、他とはちょっと違う。わたしとディディ以外の三人は、全滅した部隊の生き残りなの」

　レオニダは不ふ機き嫌げんそうに顔を背そむけ、ガボーはただ大きく頷いた。シュルフの表情はやっぱり読めない。

　元々、魔族は種族ごとに体質や体格、習慣が違うので、日ひ頃ごろからそれぞれの領域――森とか丘きゆう陵りようとか水辺とか――に分かれて暮らしていた。交流や取り引きはそれほど盛んじゃなく、時には種族間で小こ競ぜり合あいを起こしたり、同じ種でも部族ごとにもめたりする事もあったんだそうだ。

　ただ、遥か昔、それまでは弱く、オーガやラミアに狩られる餌だった人間が国を作って勢力を伸のばしてきた。いくつかの種族は、人間に滅ほろぼされたらしい。

　で、それに対たい抗こうして「魔王」の下に全すべての魔族が力を合わせるようになったのが今の魔王軍だ。それから千年以上戦争が続いている。

　そんな形になっても、魔王軍では種族ごとにまとまって部隊になる。がっちりした階級や指揮系統が決められている訳じゃない。エゼル砦では、魔王に任命された砦将ギーゼルの命令は絶対だが、それ以外は各部隊の長は対等。部隊内での上下関係などは種族ごとの習慣任せ。

　価値観も体質も何もかも異なっているから、そうなるのが自然。

　言葉にしても昔から伝わるようになってるけど、文字が違うように種族ごとに別々の言葉を喋っている。シュルフの名前にしても本当はリザードマン語で「赤の年晩夏の満月生まれのシュジルシルシュフ」で、シュルフってのは異種族用の愛あい称しようなんだとか。

「だけど過去の記録を調べて、多種族混成の少人数部隊には従来にない可能性があるんじゃないかと思ったの」

　自分のアイディアを語るザーニャは、妙に嬉しそうだ。

　ただし、常識に反するアイディアに賛同してくれる者はいない。どこの種族もメンバーを割さいてくれない。

　だからザーニャは壊かい滅めつした部隊の生き残りを集め、自らの直属として編制した。本来ならそういう奴は同族の別部隊に放ほうり込まれて余所よそ者ものの新参、下したっ端ぱとして酷こく使しされるか、戦地を離はなれて故郷に帰るのが普通だ。

「けどオレ、まだ戦いたい。男として強く、役立つところ、ズズーナに見せたい。だから、ザーニャの誘さそいに乗った」

　ガボーが笑うと、鼻の穴が大きく広がった。

「私は既すでに子を生なして、部族の一員としての責は果たしている。ならば、後は運命の導きに従うのみ。あの戦いで私だけが生き延びたのも、ザーニャの勧かん誘ゆうがあったのも、全ては巡めぐり合わせ」

　これも種族ごとの違いなのか。シュルフはスプーンを使わず、器に鼻はな面づらを突っ込んでそのまま食べている。ガボーは手づかみだし、面倒な行ぎよう儀ぎ作法はないらしい。

「あ、勘かん違ちがいしないでね。あたしは負けた事とか、ないよ」

　無む邪じや気きに笑うディディに、オレは内心で苦く笑しようした。この子が「死んだ」瞬しゆん間かんを、オレだけは覚えているのだから。

「わたしたちダークエルフや竜人は寿じゆ命みようが長い分、人数は少ない。だから、まとまって部隊を組む事は少ないわ」

　ダークエルフは主に参さん謀ぼう役やくや魔ま法ほう使つかいとして他種族の部隊に配置されたり、ギーゼルやザーニャのような指揮官役を務めるか、特別任務で単独行動。竜人も似たようなものだが、ディディの場合はやっと一人前になったばかりの子供のくせに最前線で戦いたがったため、ザーニャの預かりになったらしい。
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　レオニダだけは何の説明もなく、相変わらずそっぽを向いたまま、むすっとサラミを囓り続けている。

「敗残兵は不運だとか、負まけ癖ぐせがつくとか言う奴もいるけど、仲間が死んでるところで生き延びたっていうのは、何か優れた点があるからって見方もできる。一度や二度、負けても生きていればやり直せる。それを活かし、実績を挙げ、仮説を証明し、軍師として魔族の歴史に名を刻む――それがわたしの望みよ」

　ザーニャは、誇らしげに笑った。

「……そうだな。生きてりゃ、やり直せる。オレもそう思う」

　煮物を食べ終え、オレは口元を拭ぬぐった。

　部隊の仲間が死んでも、オレさえ生きていればやり直せるんだ、ここでは。




　砦には、各種族合わせて八〇〇人くらいの魔族が駐留している。

　一応人間諸国との最前線で要所のひとつだけど、地の利が優れてるのと向こうの動員力も限られているので、この程度でも充じゆう分ぶんという話だった。

　圧倒的に数が多いのはオークとゴブリン、それに獣人。次いでリザードマンやオーガ。ハーピーなどは数が少なく、ダークエルフは更さらに珍しい。竜人はディディひとりだけ。

　もちろんこの砦に全種族が顔を揃そろえている訳じゃなく、海に住むマーマンや淡たん水すいのヴォジャノーイやフォセグリム、直接戦いには関わらずに遊牧しているサチュロスなんてのもいるのだとか。

　軍隊とは言っても前に聞いた通りがっちり統とう率そつ・管理されている訳ではなく、命令がない限りは各部族各部隊が勝手に過ごしている。

　そんな中、ザーニャは「部隊の練度を高め、実績を積む」という目的があるので、機会を見つけてはギーゼルに進言して偵察に出た。もちろん、オレも部隊の一員として一緒だ。

　ゴブリンやオークだけの一団は砦の外、周りの森や北側の水場で食料を狩ったり薪まきを取ったりする事もあるが、混成のザーニャ隊はそういう仕事には向かないので、もっぱら敵を警けい戒かいしての偵察だ。周辺の巡回とかを何度かやらされた後で、また最前線の廃市に割り当てられる。

「ここしばらく、偵察部隊の未帰還が続いている。充分警戒してくれ」

　オレたちが出発する前に、ギーゼルからはそんな警告を受けた。

　二、三〇年も前、砦の意味が今とは逆――つまり、魔族の侵しん攻こうを阻はばむ人間軍の拠点だった時代には、エゼルの街は城じよう塞さいを支える後方の拠点として建設され、栄えた。魔王軍が砦を奪うばった後、そのまま街も攻め滅ぼした。今では、壊こわれかけた建物が並ぶだけの廃市だ。

　人の気配はなく、時折鼠ねずみや猫などの動物を見かける程度。

「ゴブリンやオークの未帰還が続いてるって話だったから、てっきり大軍が待ち構えてるかと思ったのに、拍ひよう子し抜ぬけ～」

　ディディがわざとらしく欠伸あくびをする。

「……確かに変だよな。戻もどらない部隊は、殺されたんじゃなく脱だつ走そうって事はないのか？」

「それは、あり得ないわ」

　オレの疑問が間ま抜ぬけだったのか、ザーニャは呆あきれたように笑った。

「あたしたちはみんな、同どう胞ほうを人間に殺されてるのよ。種族ごとに復ふく讐しゆう心しんの深さは違うけれど、戦いに怯おびえて逃げ出す奴なんているはずがない」

　厳しい声で告げたのはレオニダ。

「人間に降こう伏ふくしても確実に処刑されるだろうし、故郷から遠い土地で少人数だけで逃げたところで生活できるはずもないのは、どんな種族でも理解してる。脱走するのは、まあ無意味ね」

　ザーニャの説明で、オレはまだ向こうの常識に囚とらわれていたのを自覚する。

　国や民族じゃない。種族そのものが違う同士が千年も殺し合いやってるんだ。捕虜にするとか寝ね返がえるとかは意味がない。

　オレだって魔王軍と一緒にいた身元不明者ってだけで、容よう赦しやなく殺されそうになったくらいだ。

「予断は油断や不要の不安を生む。ただ他ほかの部隊が戻らなかったという事実のみを虚きよ心しんに受け止め、粛しゆく々しゆくと任務を果たすのみ」

　シュルフは相変わらずの落ち着きぶりで、ガボーも大きく頷いている。

「ただ、人間軍が何か今までと違う手を使ってる可能性は無視できないわ。いつもより慎しん重ちようにいきましょう。ディディ、上を見てきて」

「はぁ～い」

　ザーニャの命令を受けて、ディディが飛び上がった。

　あの時の教訓を踏ふまえて、高い建物が密集するエリアに近づく時には上空から偵察するのがパターンになった。ゴブリンだけ、リザードマンだけで編制された通常の偵察部隊には無理なやり方だ。

　そもそも空を自由に飛べるのは魔族でも珍しい。

　ハーピー以外にも、エゼル砦にはいないグレムリンなんて連中も存在するけれど、飛べる代わり地上を歩くのが苦手だったり、スタミナがなかったりして、なかなか運用が難しいのだとか。

「見たところ、屋上の伏ふく兵へいとかはいないよ」

　降りてきて翼つばさを畳たたんだディディが報告する。チャイナっぽい服の後ろは翼の出し入れ用に大きく開いているが、引っ込めてしまうと背中の見た目は人間と変わらない。

　どうなってるのか訊きいてみたが、本人にとっては手足を動かすのと同じ当たり前なのでよくわからないという答だった。

「ご苦労様。でも、油断しないで」

　そんな感じで進んでいくと、何度目かに飛んだディディが慌あわてた顔で降りてきた。

「あっち！　南の方！　人間軍が集まってる！　一〇人くらい！」

「どうする、ザーニャ？　楽な数だし、片付けていく？」

「武装や練度まではわからない。迂う闊かつに手を出すのは危険かも」

　声を潜ひそめてそんな話をしている間に、重なった足音が聞こえてきた。向こうも、飛ぶディディを見つけてたんだ。

「たったの六人だ！　勝ち目はあるぞ！」

　射線が通る場所に現れた一団は、いきなり長ちよう弓きゆうで矢を射かけてきた。

　六人――ザーニャたちと一緒にいるからか。オレも人間扱いされてないらしい。もうわかりきってる話だが、オレはもうこっちで生きてくしかないって事だよな！

「仕方ないわね！」

　目に見えない魔ま法ほうの障しよう壁へきを張って、ザーニャが矢を食い止める。

　初撃を防がれた人間たちは、そのまま振ふり返って退たい却きやくしていく。

「逃がさないっ！」

「待って！　いや、シュルフとディディはレオニダをフォロー！　わたしとガボー、それとロウも後から追う」

　呼び止めてもレオニダが止まりそうにないから、ザーニャは命令を変えた。

　シュルフは這はうように、ディディは低空を飛んで追いかける。速すみやかな足取りのザーニャとどすどす大おお股またで走るガボーが並び、オレは何とかついていって角を曲がる。

「逃がさないよ、人間っ！」

　突とつ出しゆつするレオニダが人間に追いつき、背中に爪を立ててひとり仕留めたその時。

　左右の、半はん壊かいした建物の中から矢が射かけられた。

「あうっ！」

　敏びん捷しようなレオニダでも全部は避よけられない。

　何本かが彼女の身体と――逃げ切れなかった人間に突つき刺ささる。よほど矢傷が深いのか、レオニダはそのまま倒たおれた。

「何、あの威い力りよく？　今までの武器とは違う？」

　ザーニャが叫ぶ。

　その間にも、次々に矢が飛んできた。レオニダを追いかけていたシュルフが全身に矢を浴びて跪ひざまずく。

「うぉおおぉっ！」

　雄お叫たけびを上げて、左右の建物から兵士が飛び出して来る。数はざっと三、四〇人。ボウガンを捨てて槍やりや剣けんを手に、押おし寄よせる。倒れたままのレオニダは、踏み越こえられてもぴくりともしない。

「ロウ、ザーニャ、オレが守る！」

　ガボーが壁かべ役として前に出るものの、突とつ進しんしてきた敵兵の槍に腹を突かれる。

　ディディは急いで上空に逃のがれたけど、ただ距きよ離りを取っただけだ。彼女の方からも攻こう撃げきできない。

　空から偵察したって、建物の中までは見通せない。最初に少ない頭数で仕し掛かけて、逃げたのが罠わなだったって事か。

　多分、ゴブリン部隊も同じ手でやられたんだ。

「くっ！」

　ザーニャが舌打ちしながら魔法を放つ。

　小さな数個の火球が飛び、カーブして味方を避けて敵に命中する。けれど、一いち撃げき必殺って訳じゃない。炎ほのおに焼かれた奴やつらは地面を転がるけれど、他の敵がすかさず入いれ替わりに攻め寄せてくる。

「人間がいるぞ！」

「構うな！　捕虜のはずもない！」

　味方を巻まき添ぞえにするのも構わないくらいだ。オレなんかを気き遣づかうはずもない。そいつはもう承知の上だ。

　傷つきながらガボーが鉄棍を振り回して二、三人払いのけるものの、全員は捌さばけない。しかも後方から放たれたクロスボウが頭や肩かたに命中している。

「ロウ、ディディ！　あなたたちだけでも逃げて！　砦に報告を！」

　ザーニャが叫ぶ。

　けど、どうすりゃいい？

　オレの足じゃ逃げ切れるはずがない。せっかく飛べるディディも、矢を躱かわすのに精せい一いつ杯ぱいでザーニャの声が聞こえてないみたいだ。

　どうしていいのかわからず、真っ白になった頭の中に金属音が響ひびいた。視界が歪ゆがみ、黒い虹にじが渦うずを巻いて――。




　オレは、目を覚ました。

「は……」

　額の汗あせを、拭う。

　砦の寝しん室しつ。板張りの硬かたい寝しん台だいと、薄うすっぺらな毛布。隣では、ガボーが大きな身体を丸めて土間に直じか寝ねしている。シュルフは、壁に背を預けて座すわっていた。

「目覚めたか、ロウ。眠ねむりは一時の死。目覚めはありふれた新生。今日もまた流る転てんのうちに新たな命が得られた事を喜ぼう」

「あ、ああ……」

　またループだ。

　発動した瞬間、確かザーニャとディディはまだ生きていた。

　って事は全滅じゃなくて五人のうち三人の死とか、そういう事か？　前の二回も、誰だれがいつ息絶えたか、正確に確かめた訳じゃないし。

「……えっと、確か今日はオレたちが偵てい察さつに出るんだよな？」

　確認すると、シュルフは頷うなずいた。

　ループが起きると眠りや気絶から覚めるとか、オレが「意識を取り戻した」タイミングに戻るのは確かのようだ。

　ただ、直前直近って訳じゃない。

　これも正確に計った訳じゃないが、半日以内には戻らないルールになってるみたいだ。一回目や二回目では「直前の朝」じゃなく「その前の落下直後」がセーブポイントになっていた。

　朝飯を終えて、オレたちザーニャ隊は予定通り偵察任務に出て廃はい市し入りした。

　同じ事の繰くり返かえしにならないよう警告しなきゃいけないんだが、下手な切り出し方じゃまずい。流れを考えると、前みたいに直前でカンで気づいたって言っても間に合わない。

「あ、あのさ。確かオレたちの前に出たゴブリンとかの偵察隊が、何チームか戻らなかったんだよな？　用心した方がいいんじゃないか？」

「向こうの偵察隊との遭そう遇ぐう戦でたまたまやられちゃったんでしょ？　今までに似たような事あったし」

　オレの言葉を、ディディは軽く受け流す。この子は、いつでも無む駄だに楽天的だ。

「いや。オレが最初に来た時も結構な数が待ち伏せしてたし……」

「だからあたしが飛んで見るようにしてるんでしょ？　上からの奇襲か、大部隊相手でもなきゃ簡単に負けたりしないって」

「た、例えばだな。人間が今までにないようなやり方してくるかも知れないだろ？」

「心当たりはあるの？　わたしも、それは気にしていたの」

　ザーニャが興味を示して、足を止める。

「あ、ああ。そうだな。えっと……最初は少ない数でちょっかいかけてから逃にげて、追っかけてくと大部隊が待ち伏せてるとかさ。この六人、足の速さとかバラバラだから陣じん形けいが乱れるだろ？　下手したら、そこでひとりずつ潰つぶされる。それに壊れた建物のせいで視界も悪いし」

「……これまで聞いた事ないけど、確かに使える手かも知れないわね？」

　少し考え込んでから、ザーニャが口を開く。

「そ、そうだろ？　用心するに越こした事はないと思うんだ！」

「今までそんな作戦なんてなかったじゃない？　普通の待ち伏せとは違うんでしょ？」

「お、オレの世界の戦争じゃ使われる手なんだよ。同じ人間なんだから、こっちでも誰か思いつくかも知れない！」

　実際に向こうの戦争でどうだかなんて知らない。オレには、その手の知識なんかない。けれど、説得力を出すために必要な台詞せりふがアドリブで飛び出した。

「一〇〇年繰り返されてきた常識も、一〇一年目に覆くつがえるかも知れぬ。魔王軍という形で諸族が協力するようになってから一〇〇〇年。過去に異なる種族を集めて編制された部隊が成功した例もなければ、人間が加わった事もない」

　シュルフが重々しい声で、オレの意見とザーニャの考察を後あと押おししてくれた。

「臆おく病びようになってもまずいけど、ゴブリン隊が全滅した事は頭に置いておくべきね。特にレオニダ、貴方は人間を前にすると逸はやるきらいがある。わたしの命令に、ちゃんと従って」

　釘くぎを刺されたレオニダは不承不承頷き、オレたちはまた前進を始めた。

　そして、前回と同じタイミングでディディが敵兵を発見する。

「人間がいたよ！　一〇人足らず！」

「妙みように少ないわね。ロウの言った事が当たったかも。準備して」

　ザーニャの命を受け、全員がそれぞれの武器を構える。

　何も持っていないオレだけは別だ。

「いたぞ、魔族だ！」

　先行する囮おとり――とオレは知っている――が矢を射かけてくる。

　皆みなが後退し、直ちよく撃げきを避ける。敵兵がそのまま撤てつ退たいしていく。ただし、レオニダは追いかけずに堪こらえていた。指先がもどかしげに震ふるえている。

「まさか、ここまで正確に的中するとはね。裏をかいて、潰すわよ。ディディ！」

　命じられたディディは再び飛び上がり、敵がどこまで退いたかを確かめた。

「その建物の両側に伏兵が潜んでる……んだろう、多分」

　知ってる事を、推測のように言いい換かえる。

　ザーニャの命令で隊列を崩くずさずに前進し、角を曲がる。こっちが即座に追つい撃げきしなかったのが不ふ審しんなのか。最初の一〇人弱は微び妙みように戸惑った様子で、弓を構えている。

「予想が外れてたら、無駄打ちだけど」

　妖あやしく微笑むと、ザーニャは左手を高く掲かかげた。指輪が光り、火の玉が生まれる。

「前」に見たような小さい奴じゃない。ぐん、と膨ふくれあがってバスケットボールほどの大きさになる。

　それが、ふたつ。

　軽く腕うでを振るのに合わせて火球は飛び、左右に分かれて崩れかけた建物の中へと飛び込んだ。

　ばぅんっ！

　弾はじける轟ごう音おん、入り口や窓、亀き裂れつから吹ふき上あがる黒こく煙えん。

　そして、炎を纏まとって飛び出してくる伏兵ども。

「馬ば鹿かなっ！　どうして？」

「全員、確実に仕留めて」

　狼狽うろたえる兵士を前に、ザーニャは短く命令する。

　ガボーは大股で前進して、焼けて転がる連中を鉄棍で殴なぐり、踏みつけ、ひとりずつ潰していく。自分が火傷やけどするのもお構いなしだ。

　レオニダは自前の爪つめと籠こ手ての刃やいばを駆く使しして、正面で待っていた奴らを始末していく。反はん撃げきの剣が振るわれても、バックステップやジャンプを駆使して回かい避ひする。目で追うのが難しいほどのスピード。

　彼女の隙すきを突こうとする奴は、シュルフが這うように低い動きの短たん剣けん二刀流と尻尾しつぽのなぎ払はらいの連係で片付ける。

　ディディは空を飛びながら、逃げようとする奴を見つけては急降下して仕留める。

「……こ、この化け物め！」

　乱戦の中、機を見み出いだした兵士が剣を振りかぶって襲おそいかかってきた。

　オレは思わず数歩後ずさるが、ザーニャは腰こしの刀を抜いてあっさりそいつを斬きり伏ふせた。日本刀よりも細くて反りの大きい、アラビアン・ナイトに出てきそうな武器だ。

「これで、全部みたいね。中にも、もう残ってない」

　まだ燻くすぶっている左右の建物の中を確かめて、レオニダが報告する。

「みんな、ご苦労様。ガボー、火傷は手当てした方がいい？」

「いや。この程度、軽い。平気。魔法、大切。節約する」

　それぞれが武器や衣服についた返り血を拭ったりしている中、オレだけはぼんやり立たち尽つくしていた。

　何も、できなかった。

　確かに敵の作戦については警告した。

　けど、それは一度経験して知っているからだ。

　これからもザーニャ隊の一員として生きていくなら、このままじゃいけない。

「なあ、レオニダ」

「何よ、人間？」

「オレに、戦い方を教えてくれないか？」

「どういうつもりのご指名？　あたしがあんたの事を嫌きらってるのは、さすがにわかってるでしょ？」

「この中で、オレが教わって使えそうな戦い方はあんたくらいだろ？」

　尻尾を振り回まわしたり空飛んだりはできないし、ガボーみたいに多少の傷に構わずに耐たえるのも、どう考えたって無理だ。魔法は教われないし、ザーニャは隊長として仕事も多くて忙いそがしい。

　素す早ばやさやジャンプ力は比べ物にならないけど、レオニダのように普通に手足を使って近づき、攻撃したり避けたりするのなら、多分オレにもできる。

　もちろん爪じゃなく剣か何か使う事になるだろうけど。

「ま、あんたがやる気だっていうなら少し鍛きたえてやったっていいけど、代だい償しようはどうするつもり？」

　砦とりでで過ごした事で、魔族の常識の一いつ端たんはオレも理解した。

　品物か、労働か、代償なしに何かを得るって事は基本あり得ない。例えば今オレがはいてるパンツだって、砦の日用品を管理してるゴブリンのためにゴミを埋うめる穴を掘ほって譲ゆずってもらった。向こうの品に比べると肌はだ触ざわりは二段も三段も落ちるが、贅ぜい沢たくは言えない。

　帰れない――帰る気もない以上はメシも、服も、オレの方がこっちに慣れなきゃいけないんだ。

「何でもいい。オレにできる事ないか？」

「じゃあ、その辺の剣けん振ふり回してみて」

　言われた通り、敵兵が落とした剣を拾い上げる。黒くろ焦こげだったり血まみれだったりの死体への嫌けん悪おはまだあるけれど、どうにか気合いを入れて耐える。

　ここは、あっちとは違ちがう。向こうじゃ気軽にオレを殴る奴はいたけれど、殺す事までは考えていなかった。むしろ、死なないから簡単に暴力を振るってた。こっちは生死の境界線がすぐそこにある世界だ。

　そしてオレは今、自力で敵を――人間を殺す力を身につけようとしてる。そいつは自覚しなきゃいけない。

　持ち上げた剣は、かなり重い。金属バットの倍以上ってところか。両手で何とか握にぎって振っても、止めたい場所でピタッと止まらずに勢いが余ってしまう。

「まずあんた用の武器も必要だよね。その辺の剣、鞘さやに入れていいから適当に四、五本担かついできて。それで働いた分を、当座の教授料にしてあげる」

「ありがとうよ」

　オレは言われた通りに、拾った剣を束ねて担ぎ上げる。鉄の塊かたまりは、ただ運ぶだけでも肩にズンと来る。前にバイトでやった荷運びもこのくらいの重さだったか。あの時は、給料ピンハネされてるって後でわかったけど手て遅おくれだったな。




　砦に戻ったオレは、休む間もなくレオニダに引っ張られて鍛冶かじ場へと向かった。

　ザーニャは偵察結果を砦さい将しように報告。他の三人は、それぞれ勝手に休んだり遊んだりするらしい。

　中庭の一角、煉れん瓦が造づくりの小さな建物は煙えん突とつからもくもくと煙けむりを立てている。扉とびらを開けるとむっと熱い空気が頬ほおを撫なでて汗を引き出す。

「おお、レオニダか。どうした？」

　中で働いているのは、童話の絵本にでも出てきそうな赤や緑のとんがり帽ぼう子しにかぎ鼻、人間の半分くらいの背せ丈たけの小人たちだった。

　レプラコーン――狩りも戦いも苦手だけど手先が器用な働き者で、鍛冶仕事などものづくり全ぜん般ぱんを請うけ負おっている種族だ。

「あたしの籠手とか、修しゆう繕ぜんして欲しいんだ。少しくたびれてきたから。それと、こいつ用に軽めの短剣。余った鉄はあんたたちの取り分。足りる？」

　刃つきの籠手と、ブーツ付属の補強金具を外して手て渡わたす。

「おお、充じゆう分ぶんだ。そっちは噂うわさになっとるロウとかいう人間だな？　よっしゃ。こっちの見本から手て頃ごろなのを使ってみぃ」

　レプラコーンは、壁に立てかけてある何本もの鉄棒を指し示した。一〇センチ程度の短いものから、オレの身長くらいの奴までぞろりと並んでいる。三〇センチか四〇センチくらいの奴を適当に選び、片手で振り回してみる。

「このくらいの重さが、手に馴な染じむかな？」

「よっしゃよっしゃ。片かた刃は両りよう刃ば突つき専用、どう仕立てる？　何しろわしらも人間用は初めてだ。具合がわからん」

「突きにも使える厚めの片刃。変な細工はなしの、使いやすい浅反りの形で」

　オレが判断できずにいると、レオニダが勝手に返答した。ここは彼女の判断に任せよう。教えてくれる戦い方とも関わるんだろうし。

「ありがとう。よろしく頼たのむよ」

「なぁに、いいって事よ。わしらレプラコーンは鉄でも木でも石でも革でも布でも、道具にするのが好きな種族よ。然しかるべき代償さえ出してくれりゃあ、何でも作るわいなぁ」

　リーダー格らしい赤帽子が胸を反らして笑う。

「然るべき代償ってのは、どうやって決まるんだ？」

　オレもこの砦で暮らす以上、必要な品物をこいつらに頼む事があるかも知れない。ある程度の相場は知っておかないと困る。

「そんなのは、わしらが欲しいものと相手が必要なものでその都度決まるわいなぁ。人間は銭ぜにとか言う尺度を使ってるらしいが、三〇年しか生きないハーピーやオークと五〇〇年生きるダークエルフで、同じ値打ちが測れるものかね？　ただ、今何が欲しいのか、そのため何を差し出せるのか。受けるわしらが納なつ得とくするかだけよ。お主は異界人だから知らんのか？」

　魔ま族ぞくとひと括くくりにされても、寿命も生き方も種族ごとに大きく異なる。早く大人になってさっさと死ぬ種族もあれば、ゆっくり成長して若い時代が長い種族もあり、価値観も得意な事もそれぞれ違う。それらが交じり合い、一緒に暮らす以上、ひとつの規則で何もかも決めるのは無理だ。だから取り引きでも一件一件その場の事情で判断される――魔族にとっての常識を、レプラコーンはオレに説明してくれた。

「じゃ、頼んだわね。行くわよ、ロウ」

　今までの「人間」呼びを改めて、レオニダはオレを鍛冶場の外へ引っ張っていった。

「あたしは獣じゆう人じん族で、あんたはただの人間。だから、教えるっていってもあたしの戦い方をあんたが身につけるって訳にはいかない。でも獣人族は親や兄姉が、若い者に狩りと戦いを教えるから、確かに他の奴よりはあんたの指導役には向いてるかも知れない。ディディ――竜人族なんか戦い方も生まれつき知ってて、教えたり教わったりしないしね。はい、これ持って、かかってきて」

　落ちてきた薪を拾って、投なげ渡わたす。キャッチしたオレは、それを短剣に見立ててレオニダに突きかかる。

　だが、軽かろやかなステップで簡単に躱されてしまう。

　素す手での拳こぶしが、腹にめり込む。

　こみ上げる胃液を何とか飲み込んだものの、膝ひざから崩れるのは耐えられない。

「どうしたの？　立ちなさいよ」

「……あ、ああ……」

　どうにか立ち上がり、もう一度飛びかかる。あっさり躱されて足を払はらわれ、顔から地面に激げき突とつする。血の味がする唾つばを飲み込んで、またレオニダに向かっていく。

「小細工しないで身体の真ん中、腹を狙ねらって。そこがいちばん避けにくい！」

「敵から目を逸そらすな！　周りで何が起きてるかは、耳で確かめて！」

「こっちには魔法使いがいる。致ち命めい傷しよう以外なら助かると思っていいの！」

　容赦なく厳しいし、実力差があって当てるどころか掠かすりさえしなかったけれど、レオニダのコーチは的確だった。ひと区切りつく頃ころには、オレはすっかり汗だくになって、息を切らして座り込む。
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「向こうの世界で、武器持って戦う事とかあったの？」

　まだ声を出す余力がないので、ただ首を横に振る。

　殴り合いの喧けん嘩かは何度か経験してるけれど、本気ガチのヤンキーって訳でもない。もちろん剣けん道どうや空手の経験はゼロだ。

「しょせんあんたは何の取とり柄えもないただの人間。戦士でも狩人かりゆうどでもない。同じ人間同士でも、体力だって技量だって向こうの兵隊の方が上。気き概がいは買うけど、自分の身を守って足手まといにならない程度で納得しなさいよ」

「……今は、それが……限界かも知れないけど……。いざって時に……きっちり敵を……殺せなきゃ……まずいだろ……」

　呼吸を整えながら、どうにか言葉を絞しぼり出だす。

「別世界から来たって言っても、同族なんでしょ？　憎にくくもないのに、殺せる？」

「関係ねぇよ……。同族とか何とか……連中には、義理も恩も何もない。あんたたちとは縁えんがある。飯も食わせてもらったし、今だって戦い方教わってる……」

　最初のループで助けを求めたのに無視された。ひとつ前でも完全に敵扱あつかいだった。

　それを、レオニダたちは知らない。

「そこまで言うなら、今さら裏切って向こうに寝返るとかはなさそうね。そこは、信じてあげるわ」

　呆れたような感心したような態度で、レオニダは溜ため息いきを吐ついた。

「……ありがとよ。何しろオレは、お前らと別れたら生きてくのが難しいからな」

　苦笑したのは、単に異世界から来てアテがないってだけじゃない。

　時間ループの条件にこいつらが関かかわってるらしいから、離ればなれになる訳にはいかないって事だ。

「あたしが戦うのは……ただ生きるためだとか、命令だからってだけじゃない。あたしの家族――父さんも、母さんも、兄弟たちも、みんな人間に殺された。あたしは、仇かたきを討うたなきゃいけない」

　獣人族は、家族でまとまって獲え物ものを狩かって生活している。レオニダたちは狩しゆ猟りよう中に森に入り込んできた人間軍と鉢はち合あわせて、殺されたのだという。

「……家族の仇、か……。そんだけ愛してるってのは、いい事なんだろうな」

「獣人族だもの。当たり前よ。明日からも、暇ひま見て訓練するからね」

　それだけ言い残して、レオニダは去って行く。

　オレの方は疲つかれと筋肉痛で、もうしばらくは動けそうになかった。




　レオニダの特訓のおかげで、戦い方もそれなりに様になってきた。

　とは言っても、相変わらず一撃も入れられない。二〇発全部喰くらってたところを、一発はどうにか避けられるようになった程度だ。最初に言われた通り、人間と獣人じゃ持って生まれた身体能力が違いすぎる。よくもまあこっちの人間軍は、魔ま王おう軍と戦争やってられるもんだ。

　ただ、オレとは裏腹に砦の駐ちゆう留りゆう部隊全体としては、快調って訳でもなかった。

　敵の新戦術についてはしっかりザーニャが警告し、対策も教えているのに、いくつかの偵察隊が手ひどいダメージを受けたのだ。

「わたしたちがはぐれ者部隊だから、嘗なめて助言を聞かない奴もいるのよ」

　食事の席で、ザーニャが不ふ機き嫌げんそうに肩を竦すくめた。軍としてまとまっていても、部族や部隊ごとの独立が尊重される魔族ならではの問題だった。

「馬鹿で自じ滅めつするような奴は、放っとけばいいのよ」

　ディディは、別注で手に入れた鳥の丸焼きを囓かじりながら笑う。

「話はそれだけじゃないの。どうやら、人間軍では他にもこれまでにないいろんな武器や戦い方を使ってるらしいの」

　囮で誘って、分断して待まち伏ぶせってパターンだけじゃない。全ぜん滅めつを免まぬがれて逃げ帰かえってきたゴブリンやリザードマンの報告だから詳くわしいところまではわからないが、これまでの数百年の記録にはなかった戦術や武器を使っているらしい。クロスボウの威力ひとつとっても、従来の数倍にいきなりアップしてるのだとか。

　ずるずる損害が増えるのを恐おそれて、ギーゼル砦将はやり方を変えた。

　今までのようにいろんな部隊をローテーションで巡じゆん回かいさせるのではなく、特に偵察が得意な少数精せい鋭えいに限定。回数も減らした。当然、情報は持ち帰れるものの廃市に駐留する人間軍が増えていくのは食い止められない。

　この状じよう況きようになってからは、オレたちザーニャ隊も廃市へ出向いたのは一度だけ。後は周辺の山とか、他のエリアの巡回だ。幸か不幸か、どこでも敵とは出くわしていない。せっかく鍛えた剣けん技ぎも使うチャンスがないし、噂の新戦術や新兵器も確かめられないままだ。

「巻き戻し」を使えば、敵の作戦を実際に確かめられる。オレの知識じゃどうしようもなくても、知った上でザーニャに教えれば対策が立てられるんじゃないか――一いつ瞬しゆん頭に浮うかんだ考えを追おい払う。

　ループの規則は、まだ完全に把は握あくした訳じゃない。うっかりミスで戻れないかも知れないし、多分オレ自身が死ねばアウト。それに、いくら「本人にとってはなかった事」になるとはいえ、ザーニャたちが死ぬのはいい気分じゃない。

「魔族でも、わたしのように新しいやり方を試ためす者がいるのよ。人間の方にも天才が現れる可能性は無視できないわ」

「前例なき事は常に起こりうると知るべし。我らひとりひとりの生も、一度限りの奇き跡せき。数多あまたのリザードマンが生と死を積み重ねても、この命が我だけのものであるのに変わりはない」

　オレにとっちゃ、一度きりじゃないんだがな――声に出さずそんな事を考えた時、不意に思い当たる。

　そうだ。

　向こうにもいるんじゃないか？

　ザーニャみたいな切れ者が――じゃない。

　オレと同じように人間世界から迷い込んできた奴が。

　あの作戦が向こうじゃありふれてるってのは口から出任せだったが、本当にそうだとしたら？

　オレみたいな馬鹿じゃなく、歴史や戦争に詳しい奴が人間側に付いたら？




　変な考えが頭にこびりついたせいか。それとも妙に湿しつ度どが高いせいか。その晩、オレはなかなか眠れなかった。毛布の中に自分の体温が籠こもって気持ち悪い。

　暗い中で目を凝こらすと、ガボーは心地ここちよさそうな寝ね息いきを立てているし、シュルフは壁にもたれたまま座ざ禅ぜんめいた姿勢で固まってる。

　オレは寝ね床どこから起き、寝室の外に出た。

　少し夜風に当たって、身体を冷ましたい。

　この砦は、北と南の両側で谷を塞ふさぐような二枚の分厚い壁そのものが建物になっている。部屋数は余り気味だが、基本的に寝しん室しつ兼けん居室は部隊ごとの割り当て。人間サイズに納まらない奴用には、壁と壁の間の中庭に小屋が建てられている。

　その中庭に出てみると、大の月が高い位置で輝かがやいていた。小の月は、もう西の山やま陰かげに沈しずもうとしている。レプラコーンたちも宿舎に戻っているようで、いつもはやかましい鍛冶場作業場も静まりかえっていた。オーガ族用の小屋からも、イビキは聞こえてこない。

　だが――。

　いくつか並んだ倉庫、というか物置小屋のひとつから何か物音が聞こえてきた。ふと気になって近寄り、窓から覗のぞいてみる。

「――」

　声が漏もれそうになって、オレは思わず息を呑のむ。

　中ではゴブリンがふたり、セックスしていた。

　やり方は人間と同じ。どっちも半はん裸らで、顔に包帯を巻いた女が四よつん這ばいになって、男の方が後ろから覆おおい被かぶさって腰を使っていた。

　覗きがマズいのは頭じゃわかっていても、好こう奇き心しんのせいで目が離はなせない。涼すずみに出たはずなのにますます動どう悸きは激しくなるし、身体も熱くなってくる。

　緑の肌はだでギョロ目耳デカ頭でっかち――中ちゆう途と半はん端ぱに人に似てるから、元の世界の感覚で言えばグロテスクって評価になるのかも知れない。

　けど、オレは不思議と「美しい」って感じた。

　エロいとか凄すごいとかじゃなく「美しい」。

　単に魔王軍ぐらしで異種族を見慣れたからってだけじゃない。

　身体のつくりも、考え方も違う。けれど生きて――食って、寝ねて、セックスするって事はどいつもこいつも変わりない。

　その事実が、オレの胸に妙に強く響いていた。

　ふたりのゴブリンは姿勢を変えて向かい合い、長い舌をねっとりと絡からめている。

　それを見つめるオレの口を、誰かが後ろから押さえた。

「！」

　驚おどろきで全身が強こわ張ばる。

「静かにして」

　囁ささやく声と、耳に触ふれる温かい息。

　振り返らなくてもザーニャだという事はわかった。

　そのまま、そっと導かれるままに後ずさって小屋から離れる。口を押さえられたまま、鍛冶場の陰かげまで移動し、冷たい地面に腰を下ろす。

「ざ、ザーニャ、どうして？」

「ん？　寝ね苦ぐるしいから散歩してただけよ。そしたら、ロウが真しん剣けんに覗き見みしてたから」

「の、覗きって……まあ、結果的にはそうだけどよ。オレだって最初はただ涼みに出てきたんだよ！」

　恥はずかしさに、耳が熱くなる。

「まあオーガや獣人と違って、ゴブリンは特定の繁はん殖しよく期きがないから、いつでもヤレるしね。オークもそうだけど、あいつらの女は縄なわ張ばりから出てこないし」

　ゴブリンの部隊は男女混合。オークは男ばかりってのは、オレも気づいていた。オーガは外で戦うのは男だけで、女性は調理場などの内勤限定。ハーピーは女しか見かけない。種族の違いははっきりしている。

「人間も、そうか」

　向こうで聞きかじった知識が、つい口を突く。大半の動物と異なり、一年中いつでも、子作り以外の目的でも交わる。

　どうして人間だけがそうなのか。

　限られた季節だけ、子作りのためだけに発情するような生き物だったら、いろんな男が母親のところに転がり込んでくる事もなかった。その男が母親や自分を殴り、金を巻き上げるような事もなかっただろう。

「ああ、そうね。こっちでも、人間もそう」

　オレの呟つぶやきを疑問と勘かん違ちがいして、ザーニャが笑う。

　暑いせいか、胸むな元もとを片手でぱたぱた扇あおいでいる。暗褐かつ色しよくの胸の谷間に、汗の粒つぶが浮かんでいるのが目についてしまった。

「ゴブリンは、ひとりひとりはそんなに強くないけど魔法はそこそこ使えるし、計算高くて団結力がある。だから狩りも戦いも数の力に頼たよるし、血族姻いん族ぞくを大事にする。夫ふう婦ふや恋こい人びとの交わりっていうのは、彼かれらにとっては大切な事よ。まあ、その分同じゴブリン同士でも繋つながりのない奴には冷たいんだけどね」

　恐らく妻か恋人が戦傷を負ったから、妊にん娠しんさせて安全な後方に移そうと男が頑がん張ばっているのだろうと、ザーニャは説明してくれた。もちろん普ふ通つうに性欲だってあるだろうけど、とも付け加えて。

「そもそも食べたり、戦ったりするのは協力できても、性だけは同じ種族じゃないとどうしようもないしね。ま、例外がない訳じゃないけど。ロウの世界だと、確か魔族は実在しないのよね？　全部人間なら、ややこしくなくて気楽そう」

「同じ種族でも、気楽なんかじゃねえよ」

　小声で、オレは毒づいた。

「……いや、違うか。向こうの世界でも『種族』の違いはある。金持ちとか、貧びん乏ぼう人にんとか、同じ人間でも同じ種族の仲間とは考えねえ。互たがいに憎み合ったり、軽けい蔑べつしたり。ダークエルフとオーガと獣人と……別の生き物同士が認め合って一いつ緒しよに暮らしてるこっちの世界の方が――魔族の方がずっとマシさ」

　こっちでも、人間軍の兵士はオレを仲間だとは思わなかった。

　仲間でなければ、異物。

「ビンボウニン？　カネモチ？　人間にそういう亜あ種しゆがあるの？」

　頭のいいザーニャでも、金に馴染みがないからピンと来ないんだろう。知らない外来語を聞いた感じで、きょとんと首を傾かしげている。

「向こうの世界の話なんか、どうでもいいだろ。オレは、あんたの部下のひとりとしてここで生きていく。もうあっちの事なんか忘れる」

「あら、残念。ロウの世界の事もいろいろ教えてほしいのに。他ほかの人が知らない事を知るのは、わたしにとって最高の喜びなの。わたしたちは、そういう生き物だから」

　ダークエルフはゴブリンや獣人と違って、夫婦や家族は作らない。

　もちろん子供は産むが、第一線を退いた祖母や大おお伯母おばに預けっぱなしにする。若い間は己おのれの欲望のままに何かを極きわめようとするのが彼かの女じよたちの生き方。

　魔ま術じゆつ、芸術、学問、軍事、ジャンルは何でもいい。己だけの実績を残すのがダークエルフの人生の意義。平へい凡ぼんとか平へい穏おんというのは、最も恥ずべき考え方だという。

「いろんな種族についての知識を深め、より有効な活用法を見出し、指揮官としての実績も挙げたい。それが、わたしの欲望。実用にするアテはないけれど、異世界の歴史や文化なんて美味おいしいネタだわ」

「……ザーニャにだって、話したくねぇよ。それに、オレは馬鹿だからな。歴史だの文化だのって話されても、てめえの身の回りくらいしか知らない」

　吐はき捨すてるように言うと、ザーニャはふっと頬を緩ゆるめた。

「ま、こっちだってロウが思うような理想の世界じゃないわよ。今は魔族と人間に分かれて戦争してるけど、種族や部族の違いで縄張り争いで殺し合う事だってあるし、何百年か前には人間の国同士での戦争もあったらしいし」

「それでも生きるため――殺されないため、食うために戦うってのは、シンプルだろ？　嘘うそがない。命の真ん中に通った欲望の芯しんだ」

　暴力も受けた。金も奪うばわれた。誇ほこりも傷つけられた。だけどクラスの連中も、教師も、同居してたＤＶ男も、劇団の奴やつらも、命がかかってたからオレを攻こう撃げきした訳じゃない。むしろ危険だったのはこっちだ。

　父親は最初からいなかった。種が誰なのか、母親自身知らなかった。

　給食費を免めん除じよされてるから、生活保護を受けてるから、そんな理由で蔑さげすまれ、排はい除じよされ、殴られた。中三の時、たまたま出会った小さな劇団に参加して、やっと自分でいられる場所が見つかったと思った。けれどそこでも「基き礎そができてない」「教養がない」「チケットのノルマを果たさない」と散々な目に遭あった。

　入団を後押ししてくれた先せん輩ぱいも、オレが追い出されるきっかけになった事件では庇かばってくれなかった。

　生きるためのバイト先でもさんざんピンハネされて、文句を言われてきたのに比べれば、魔王軍はわかりやすいし、信じられる。

　何かを手に入れたいなら、相手が納得する代償を差し出す。それだけだ。

「それはそうね。でも、ただ食べて、交わるだけなら獣と同じ。魔族も人間も、知ち恵えある生き物はそれ以上の――生の証あかしや生いき甲が斐いを求めるものじゃなくて？」

　不意に、ザーニャの手がオレの太ふと股ももを撫でた。

　そのまま胴どう体たいの方へ――股こ間かんへと指先が滑すべっていく。

　みっともないけれど、パンツの内側が膨らむのを抑おさえられない。

「な、何だよ？」

「さっき、例外があるって言ったでしょ？　ダークエルフと人間みたいに、身体の造りが近い種族だと性交そのものは可能なの。それで孕はらんだりはしないけど。あ、厳密に言えば子供ができた実例がないってだけね。絶対に不可能って証明されてはいない。まだまだ研究が不ふ充じゆう分ぶんな分野ね」

「か、からかうなっての」

「からかってる訳じゃないわ。言ったでしょ、わたしはいろんな種族の事を知りたいし、誰だれもやってない事をしたい。異世界から来た男と交わるなんて、わたしが初めてね。ロウだってしっかり反応してるし、したいんじゃないの？」

　オレの首を抱だき寄よせて、ザーニャは口唇くちびるを重ねた。

　柔やわらかくねっとりと温かい舌が、オレの中に潜もぐり込んでくる。離れた口と口の間で、混じり合った唾だ液えきが糸を引いた。

「い、いいのかよ。オレとか……。好奇心だけとか……」

　まだ生暖かい口唇くちびるが紡つむいだ声は、無様に震えている。

「もちろんロウが仲間だし、してもいいと思える程度には気に入ったからだけど？　ダークエルフには夫婦や家族はないって言ったでしょ？　それとも、ロウの世界の人間もオーガや獣人みたいに、愛し合った特別な相手と一生添そい遂とげる風習きまり？」

「……そうじゃねえよ。そうじゃないけど……」

　もしもそんな掟おきてがあったら、オレが父親の顔を知らないなんて事はなかった。

　入いれ替かわり立ち替わり母親に寄生するＤＶ男どもに、ぶん殴られる事もなかった。

「あ、ひょっとして初めてとか？　ロウも、もう身体は一人前に育ってるわよね？　最初の相手だけは特別とか、そういう種族もいるけど……」

「それも違う」

　童どう貞てい扱あつかいされて、即そく答とうする。

　嘘じゃない。中学時代、サボり仲間の女子といきがかりで寝た経験はある。その後も、彼かれ氏し彼かの女じよの仲になったりしなかったけど。
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　母親をずっと見ていたから、愛だの恋こいだのが美しいだとかずっと続くとか、欠片かけらも信じられなかったから。

　さっきのゴブリンほども、純じゆん粋すいには見えなかった。

「じゃあ何の問題もないんじゃない？　隊長と部下、同じ部隊の仲間。それで、今までよりほんの少し深くお互いを知って、気持ちもよくなる。無む理り強じいするつもりはないけど、ロウだってその気になってるんでしょ？　親しくて合意があれば交わる。それだけで特別な関係になる訳じゃない。これって、そんなに変な事？」

　欲じゃなくて好奇心だからか、ザーニャの言葉は妙に理り屈くつっぽい。とは言っても、喋しやべりながらオレをいじくる手はさわさわと動き続けている。

「……そうだな」

　今度は、オレの方からザーニャを抱き寄せて口唇くちびるを合わせた。

　寝たからって互いを縛しばり合ったり、立場が上とか下とかになるんじゃない。

　ただ、仲間同士が今までより深く知り合うだけ。

　そんな割り切りには、憧あこがれさえ感じた。

　食べたり、逃にげたり、戦ったり、働いたりするのと同じ。こっちの世界の生き物になっていくための、多分当たり前の一歩だ。

　のしかかろうとしたけれど、ザーニャの方が押おし倒たおしてオレの上に重なった。







第四章（１）







　初の前線任務から帰き還かんしたレイサの報告は、決して明るいものじゃなかった。

「カズト様が提案した『釣つり野伏せ』。確かに最初の数回は見事に成功しました。ただ、さほど数を重ねないうちに敵に対応され、思った通りの戦果を挙げられなくなってしまったのです」

　レイサは俺おれの指示を守り、敵を確実に殲せん滅めつさせた。

　ところが充分にレクチャーを受け、教わった通りに実行したはずの別の部隊が、いきなり全滅したのだ。

「未帰還を訝いぶかしんで確かく認にんに向かったところ、全員が死体になっていました。恐らくはダークエルフあたりの火か炎えん魔ま法ほうでしょう」

　苦い表情でレイサは報告した。

　待ち伏せ部隊は建物の中で黒焦げ。囮おとり部隊も、刀傷などを受けてそのまま街路に放置されていたという。

「カズト様の策に不備があったとは思えません。その部隊が、敵の数や力を見誤っていたのではありませんか？」

「自分たちも最初はそう考えました。しかし、伏ふく兵へいたちは武器を構えたままの姿勢で焼しよう死ししていました。まるで、こちらが待ち構えているのを知っていきなり魔ま法ほうを打ち込んだかのような有様です。どういう戦いがあったのか、推測さえできません」

　不可解な状況を思い出して、レイサの眉み間けんに皺しわが寄る。

「……敵に、探知や透とう視し、予知の魔法があったとか……？」

　あり得ないほどの敗北に、俺の想像力が先走った。

　作戦そのものは万ばん全ぜんのはず。現に、レイサの部隊は戦果を挙げている。それなのに他のチームが完敗するって事は、俺がよく知らないファクターが働いていると考えられる。

　第一候補は、魔法だ。

「聞いた事がないわね。そんなの、前ぜん代だい未み聞もん。魔法っていうのは、基本的に二種類よ」

　だが、テレーゼが即そく座ざに疑念を否定した。

「炎ほのおや稲いな妻ずま、吹雪ふぶきみたいな自然現象を局所的に引き起こす攻こう撃げき魔ま法ほう。傷を塞いだり病気を癒いやしたりする治ち癒ゆ魔ま法ほう。他には、効率は悪いけれど魔力そのものを放出して盾たてのようにする技を使う奴もいるけど。壁かべの向こうを見通したり未来を知ったりするみたいに、自然界で起きない事は魔法でも起こせない。これは、ダークエルフの学者も書き残してる基本原理。簡単に覆くつがえるとは思えないわ」

「じゃあ予知の線はなしか」

　それにしては、やはり敵の対応が早すぎる。

　運用に失敗してやり口がバレたという線は薄うすい。しかも、失敗した部隊は全滅してるので「ミスがなかったか」と聞き出すって訳にもいかない。

「しかし、『釣り野伏ぶせ』自体は確かに有効でした」

　考え込む俺に、レイサは励はげますような声を掛かけた。

「従来に比べ、魔王軍に大きな損害を与あたえたのは事実です。損そん耗もうが激しいため、敵は偵てい察さつの頻ひん度どを大きく減らしています。アーバレストの威い力りよくも大きく、従来の弓との使い分けも上手うまくいっています。ただ……」

「ただ？」

「ゲイルソン准じゆん将しようが、カズト様の能力に疑念を抱き始めたようです。食料や武器を改良する知恵は出せても、戦術戦略の面ではやはり頼りにならないのではないかと。アーバレストが充分に行いき渡り、訓練も済んだなら、積極攻こう勢せいで砦を落とすべきと考えているとの噂です」

「それは、好ましくない状況ですね」

　エミリーシャの顔が曇くもった。

「やれやれ。賞味期限切れか」

　ぼやきながら、俺も頭を掻かく。

　准将の立場で考えれば仕方ないか。

　アレハンダルにいれば俺が今日までに広めた内政や技術が成果を挙げている事も実感できるだろうが、前線ではそうもいかない。しかも自信たっぷりに提案した戦術が失敗してるのだから。

「……魔族ってのが、俺の想像より強力なのかもな」

　結局、推測はそこに落ち着いた。

　敵を資料でしか知らないのは、現状での俺の限界だ。

　名前や姿はダークエルフだのオークだの知っているのと同じでも、実態を目にしている訳じゃない。同じオークでもゲームや小説ごとに能力や性質は違うのだから、エデリードのオークに俺の知識を当てはめるのはむしろ危ない。そう考えて教えられるデータに基もとづいて考えていたのだけれど、情報を提供してくれるテレーゼも現場経験のない学者だ。

　現代知識を持っているだけじゃなく、こっちの世界の人間とは違う「視点」を持っているというもうひとつの大きなメリットを、俺は充分に使いこなせてないのだ。

　ゲイルソンの基本方針は、あくまで犠ぎ牲せいも顧かえりみない積極攻勢だ。食料や武器をちょっと改良したところで、戦力が劇的に増す訳じゃない。そのまま総そう攻こう撃げきを仕し掛かけるのは、危険すぎる。

　何か、この状況を覆す策てを繰くり出さなければ。

　ちびちび敵を消しよう耗もうさせるようなのじゃない。

　はっきりと目に見える、わかりやすい戦果。

　それこそエゼル砦とりでを一気に落とすような――。

　地図を睨にらみながら、俺は考える。

　待てよ？

　そもそもこの砦というのは「何」なんだ？

　今は魔族に占せん領りようされてはいるが、本来は人間側が敵の侵しん攻こうを食い止めるために作り上げた防ぼう塞さい。

　魔王軍側が自分で造ったものじゃないから、向こうにとって運用しやすいものではないはずだ。それなのにずっと攻せめあぐねているのは、兵力差や地形だけが原因なのか？

　視点を切きり替えろ。

「当たり前」を頭から追い出せ。

　知識を使いこなすために、この世界の眼まな差ざしと現代日本の観点の両方を使って、状況全体を三角測量するんだ！

　両手で顔を覆い、思考に集中する。

「あ、あの……カズト様」

　エミリーシャの言葉にも顔を上げず考える。見聞きした事を思い出す。検証する。

　目にしたひとつの風景が、ある疑問と共に浮かび上あがる。

「ちょっと訊ききたいんだが――」

　気になったポイントをいくつかピックアップして、三人に確認してみる。

　エミリーシャも、テレーゼも、レイサも、きょとんとした表情で答えてくれた。

　やはりそうだ。

　エデリードの歴史的事実や常識の中に存在しない「別ルートの可能性」に、世界の内側にいる人間が気づくのは難しい。

　だからこそ、単なる知識じゃない。

　俺という生きた人間が召しよう喚かんされた意味がある！

　勝算を得て、俺は考えた計画を口にした。

「……そのようなやり方があったなんて……。しかし、それでは勝てたとしても後々に問題が残るのでは？」

「確かにリスクはある。けど、まずこの勝利が必要だってのはわかるだろう？　懸け念ねんしてる事だって、ちゃんとリカバーできる」

　レイサを説得すると、必要な「新兵器」の図版を検けん索さくしてテレーゼに提示する。

「原理そのものは難しいモンじゃないわね。大だい丈じよう夫ぶ、これなら作れるはず」

「ならばわたくしは、前線のゲイルソン准将に話を通せばよろしいのですね？」

「その事なんだが、姫ひめ――」

　エミリーシャを見つめる。

「俺も、前線に赴おもむきたい。自分自身でゲイルソン准将と話をつけたいし、廃はい市しや砦、それに魔族の実態も、この目で確かめたい」

　そもそも『釣り野伏ぶせ』が構想通りの成功を収めなかったからこそ、ハイリスクな作戦に打って出る必要が出てきたんだ。

　視点の差をもっと活用するため、俺自身頭で考え、訊いて教わるだけじゃなく、この世界の実態を知る必要がある。

「……わかりました」

　短い沈ちん思しの後、エミリーシャは頷うなずいた。

「それならば、わたくしもカズト様とご一緒します」

「危険じゃないか？」

　直接戦うのではないにせよ、最前線だ。

「准将はカズト様の能力に疑念を抱いているのでしょう？　それなら、後うしろ盾だてがあってもおひとりで説とき伏せるのは難しいのではありませんか？」

　彼女が言う事ももっともだ。

　異界の叡えい智ちだの救世主だのと言っても、全部アレハンダル王国の支えがあっての事。俺ひとりでは何の身分もコネクションもない。最初の揚あげパンの効力が切れているし、絶対に失敗は許されない局面だ。

　何より、エミリーシャの眼差しは真剣だった。

「わたくしはカズト様を信じております。それに、その考えが成功するようお力ちから添ぞえをするのは、召喚した者として当然の責任です」

「わかった。一緒に行こう」

　俺は、エミリーシャの手を握にぎりしめた。




　テレーゼは新兵器の製造、レイサはその運用訓練。

　ふたりを残し、俺とエミリーシャは王都を発たった。もちろん初めて一緒に旅行なんて浮かれてる場合じゃない。重要な仕事の一いつ環かんだし、大勢の随ずい員いんが一緒だ。その中には、世話係のファナも含ふくまれている。

　風ふ呂ろ場ば乱入の一件の後も、俺は極力その事を気にせずに接するようにしてきたし、彼女の方も今までと変わりなく務めてくれていた。もちろん、読み書きの練習もだ。

　エミリーシャ用、俺専用、そしてファナたち随員用と三台の馬車を連ねた列が騎き兵へいに守られて北上していく。アレハンダルを縦断し、隣りん国ごくヴェーズとの国境を越こえ、さらに北へ。エゼル砦へと向かって。

　王都バレステスの外はもちろん、アレハンダル国外へと出るのは初めての経験だ。

　道々の休きゆう憩けい所じよや宿しゆく泊はく先さきは快適だった。遺い跡せきに近い別べつ荘そうと同様のものが各所に用意されているし、ヴェーズ王家の似たような施し設せつも使えるよう、事前に話は通してある。

　俺は、旅の間ひたすら窓から外を見ていた。

　エミリーシャやテレーゼから教えてもらった情報に嘘や誇こ張ちようはない。けれど、実際に我が目で確かめるとやはり感じ方は違ちがう。

　例えば、道沿いに広がる小麦畑や牧場で働く人が仕事の手を止めて笑え顔がおで脱だつ帽ぼうし、エミリーシャの馬車に敬意を示してくれる。護衛の騎き士しとは別に道々に警備は配置されるが、それほど仰ぎよう々ぎようしいものではない。アレハンダル王家と国民の関係は良好そうだ。

　ただ、やはりここでも壮そう年ねん青年の男の姿は少ない。向こうの感覚だと中高生どころか小学五、六年生くらいでもう大切な働き手扱あつかい。中世レベルでは不自然でも特異でもないのだろうが、やはり戦争の影えい響きようは大きい。

　後方のアレハンダルに比べて、前線に近いヴェーズはさらに街の活気も乏とぼしい。元々北にあって日照が弱く、建物の窓などが小さいせいもあるだろうが、風景も少し灰色じみて見える。

　この国の将であるゲイルソンが、強ごう引いんにでも早い勝利を求める気持ちもわかるような気がした。

　政治中ちゆう枢すうや国民の住む街は今の前線から遠いとはいえ、再度の侵攻が始まれば真っ先に蹂じゆう躙りんされるのはヴェーズなのだ。

　ともあれ道中には何のトラブルもなく、俺たちは出発から数日後の日暮れ近くにエゼル廃市に近い野原の、連合軍陣じん営えいに到とう着ちやくした。いくつもの天幕と仮設の小屋が並び、あちこちで炊すい事じの煙けむりが上がっていた。

「お待ちしておりました、姫ひめ殿でん下か。それと……カズト殿どの」

　数人の近侍を引き連れたゲイルソン准将が恭うやうやしく跪ひざまずき、旅装のエミリーシャを出で迎むかえる。前もって早馬で来訪の趣しゆ旨しは伝えてある。

　ゲイルソンが微び妙みように口ごもった。

　多分俺の服装が、向こうから着てきたジャケットとシャツ、その上に仰々しいマントと飾緒をつけたアンバランスな姿だったからだろう。

「丁てい重ちようなお出迎え感謝いたします、准将。ですが、まず兵士の皆みな様さまにひと声かける事をお許しいただけますか？」

「もちろん、俺も一緒に」

「う、うむ……。姫殿下がご希望であれば……」

　ゲイルソンの許きよ諾だくを得て、エミリーシャと俺は兵士たちの前に進み出る。

「皆様。最前線でのご奉ほう公こう、ありがとうございます」

　天幕に向かってエミリーシャが挨あい拶さつすると、兵士たちが姿勢を正そうとする。

「お疲つかれでしょうから、どうぞそのままでお聞きください。今日はわたくしだけでなく、異界からの救世主であるカズト・ジンノウチ様も一緒です」

　おぉ！

　どよめきが夕空を震ふるわせた。

　一いつ瞬しゆん気け圧おされそうになったが、俺は敢あえてマントを大げさに翻ひるがえし、片手を挙げる。

　決まった。

　この動きをミスらないよう、何度も練習した甲か斐いがあった！

「俺の名は、陣じん之の内うち和かず斗と！　エミリーシャ姫の願いと神の導きによってこの地に招かれた救世主だ！」

　高らかに宣言する。

　ビビるな。

　救世主を演じきれ！

「見慣れぬ服……我らの知る作りではない。あれが、異界の装束か？」

「何という堂々たる態度。きっとかの世界でも名のある方だったのだろう」

　そんな囁きが歓かん声せいの合間に漏れ聞こえてくる。

　士気を高めるのは、今回の勝利のため。名と顔を売るのは、これからの長い戦いに勝利するためだ。

　偉えらそうに見せる、振ふる舞まうのも、手段のひとつ。

「貴方あなたがカズト様ですか！　多くの負傷兵が助かっております！　扱いやすい石せつ鹸けんが遠えん慮りよせず使える量送られてきた時は、信じられぬ思いでした！」

　感激の表情で飛び出だしてきたのは、兵士とは異なる服装をした初老の男性だった。胸の徽き章しようで、軍医である事がわかる。

「傷口が膿うまなかったから生き延びて、明日後送される。これもあんたのだってな。ありがとうよ！」

　包帯で包つつんだ片かた腕うでを吊つるした負傷兵は、流れる涙なみだを拭ぬぐおうともしない。

「新型のクロスボウ、素す晴ばらしい威力だ！」

「パンを揚げた奴もカズト殿が考えてくれたんだって？」

　次々に感謝と感激が届く。

　俺が伝えた知識の成果は、しっかり最前線でも効果を挙げていた。

　掲かかげた手が、自然に拳こぶしへと固まる。自分の力を自分で感じる、確かな手て応ごたえ。

「みんな、期待してくれ！　俺は今、エゼル砦を攻こう略りやくするための新しい作戦を立案し、新兵器も作らせている！」

　おおおおっ！

　さっきの数倍の声が大波になって押し寄せる。

「ここに来たのは、その事についてゲイルソン准将と話し合うためだ！　歴戦の将と異界の知恵、それに皆みなの奮ふん闘とうがひとつになれば、必ずやエゼル峡きよう谷こくから魔ま王おう軍を駆く逐ちくできる！」

　振り上げた右手を下ろし、ゲイルソン准将に向ける。更さらに激しい歓声が沸わき起こる。

　准将の名、姫の名、そして俺の名を呼ぶ声が入り交じる。

「ありがとう、諸君！　今は、ゆっくり身体を休めてくれ。野営地の見張りは怠おこたらぬよう！」

　ゲイルソンが命じても即座には興奮は治まらなかった。

　その声を背に浴びながら、俺たちは本営である小屋へと移った。

「……いささか困りますな。あまり先走られては」

　ゲイルソンが顔をしかめる。

　俺が立てた作戦の概がい略りやくは、前もって文書で准将には届けてある。だが、まだ同意の返事は貰もらっていない。

「嘘はついていない。話し合うために来た、力を合わせれば勝てると言っただけで、新作戦が実行されると断言した訳ではない」

　にやりと笑う。

　詭き弁べんだってのは百も承知だ。

　だが、ここでは絶対に引き下がれない。強気の交こう渉しようで、何としてもゲイルソンの同意を取り付ける。

　さっきの兵士たちの反応だって想像してなかった訳じゃないが、兵士たちの俺への感謝と期待は予想以上だ。『釣り野伏せ』だって想定通りの大成功ではなかったってだけで、実際のところ魔王軍に対して有効な打だ撃げきを与えている。

「計画してる作戦について、改めて説明する」

　旅立つ前に、こちらの人間にもわかりやすいようテレーゼに清書してもらった計画案を机に広げる。今では、テキストの半分以上は俺にも読めるようになっている。

「積極攻勢に出て砦を落とすという点では、俺の考えも准将と変わらない。ただ、新兵器の到着を待ってほしい」

「アーバレストと言ったか？　あの新型のクロスボウだけでは不充分だと？」

　現状で可能な限りの兵力を揃そろえて突とつ撃げき――これがゲイルソンの計画だ。

「そうだ。今回の作戦は、これまでのやり方とは根本的に違う。まず、その兵器を使うために廃市を破は壊かいし、邪じや魔まな建物を撤てつ去きよする必要がある」

　計画書の一点――地図を指差す。

「防ぼう御ぎよ効果を捨てろと？　それでは、万一砦を落とせなかった時の保険がなくなるが……。万一攻略に失敗すれば、魔王軍は守るものがなくなったヴェーズ本土へと進軍してくる」

「勝てばいい――それだけだ」

　断言し、俺は計画書をめくった。

　二枚目に描えがかれているのは「新兵器」の設計図。

「……これは……？」

「こいつが勝利の鍵かぎだ。もちろん、使った後の始末はヴェーズに手伝ってもらう必要があるが、そちらの国にも大きな利益になるはず」

　ゲイルソンは腕うでを組んで考え込んでいる。

　やがて――。

「わかった」

　静かに、口を開いた。

「これならば賭かける価値がある。後々必要になるものについても、自分から本国に具ぐ申しんしよう」

「ありがとうございます、准将！」

　エミリーシャが、笑顔で一礼する。俺も、素す直なおに頭を下げた。

　一度決断すると、准将の統とう率そつ力りよくはさすがだった。

　翌日からすぐに人員も動員して計画的に廃はい市しの建物を取とり壊し、作業中に魔王軍の襲しゆう撃げきを受けないように警けい戒かい警備の部隊も配置した。人が増えた分食料など物資の消費も増加したが、そこはエミリーシャが働きかけてくれた。

　彼女は一度後方に下がったけれど、俺はファナと一緒に現場に残っている。ゲイルソンとの信しん頼らい関係を深める必要もあったし、軍医からも様々な相談を受けていたからだ。

　さすがに俺は現場に出ないが、接せつ触しよくの頻度が減ったとはいえ魔王軍との遭そう遇ぐうで負傷者は出るし、作業現場の事故もある。

『止血の仕方や骨折の固定法。カズト様から直接ご教授いただけるとは感激です！』と、年上の専門家に言われるのは面おも映はゆいが、役に立つ知識はどんどん広めていかなくては。

　こっちが廃市を片付けている間、魔王軍の干かん渉しようは予想より少なかった。偵察部隊が遠巻きにしてたくらいだったので、俺が目にする事もなかった。

『釣り野伏せ』でダメージを与えていたのが効いたのか。あるいは、こっちの意図が理解できないのか。廃市を片付けてくれればむしろ好都合と判断したのか。

　そして、準備は整った。

　廃市中央の廃はい墟きよを破壊して幅はば広ひろい「大通り」を造った。バレステスからはテレーゼとレイサ、そして再訪のエミリーシャを伴ともなって「新兵器」が届き、組み立てられている。

　こちらが増員し、準備を整えていても敵にはこれといった動きがない。偵察さえほとんど出してこない。

　正直、助かった。

「新兵器」はこの世界では初めての存在だが、構造や発想はシンプルだ。ただ、歴史的な経けい緯いから出現しなかっただけで。組み立て途と中ちゆうを見られて、理解されていたら、対策を立てられていた恐おそれもある。

　もちろん、簡単にそうはいかないようこっちも手を打った。

　俺の提案に従い、ゲイルソンは陽動と威い嚇かくのための部隊を動かしている。

　進軍すると、正面には初めて目にするエゼル砦がそびえていた。

　こっちが陣じん取どっているのは、まだ矢も届かない距きよ離り。砦さい壁へきの上には見張りもいるようだけど、遠すぎてディテールはわからない。

　そして目の前には、軽トラックほどの「新兵器」が数台。

　万一にも敵に見られないよう、組み立てた後は移動中も布で覆おおってある。

　更に背後に三〇〇〇の軍隊が控ひかえ、俺たちがいるのは最さい後こう尾びだ。

「位置合わせ、大丈夫みたいね。準備、完かん了りよう」

　測量係から報告を受け、テレーゼが告げた。目標までの距離の測り方にも、改良を加えて精度を向上させている。

「いよいよですね……」

　俺の隣となりでは、一応軽装の防具を身につけたエミリーシャが緊きん張ちようの面おも持もちで立っている。

「姫も、カズト様も、お下がりになった方が宜よろしいのでは？」

　近衛このえ兵へいが提案する。

　レイサが「新兵器」の操作要員として配置されているため、今付つき添っているのは別の女性兵士だ。ここより更に南、廃市が撤去された跡あと地ちには補給物資を蓄たくわえたり、軍医など非戦闘員が控えている後衛陣じん地ちがある。ファナも、より安全なそこで待機中だ。

「いいえ」

　しかし、エミリーシャは首を横に振った。

「わたくしはカズト様を信じております。この作戦が成功すれば、敵がここまで到とう達たつする事などあり得ませんし、兵たちも勇気づけられます。何より、勝利の瞬しゆん間かんをこの目で確かめたいのです」

「ありがとう。俺も、絶対にその信頼に応こたえてみせる」

　エミリーシャの言葉に、俺も力強く頷く。

　自然と、彼女の手を取っていた。

　柔らかい手から、微かすかな緊張が伝わってくる。

　実のところ兵でも将でもない俺には、ここからやれる事なんてない。既すでに準備は済んでいるのだから。

　ただ、この目で見るだけだ。

　救世主として、やった事が実を結ぶのを。

　重ねた手に、力を込める。

「ゲイルソン准将！　そちらの準備は？」

　俺たちよりは前方、歩兵隊を指揮する位置に向けて呼びかけると、背中を向けたまま手を挙げて肯こう定ていしてきた。准将の目は率いるべき自軍と、前方の敵に釘くぎ付づけなのだ。

　この戦いの口火を切るのは、俺の号令だ。

「レイサ！　攻撃用意ーっ！」

　号令を受けて「新兵器」の覆い布が外される。

　木製の構造物を据すえた台車が露ろ出しゆつする。

　カウンターウェイトと長い腕を備えた投石機カタパルト――より正確に言えばマンゴネルと呼ばれるタイプだ。

「発射っ！」

　レイサの号令で、投石機の列から重量数一〇〇キロ近い鉄てつ塊かいが放たれる。正確に砦の壁に命中する。もうもうと土つち煙けむりの柱が立ち上がって、空へと突つき刺ささる。

　世界が異なっていても、重力の法則に従った放物線は計算通りだ。

　ここまで振しん動どうが伝わってきた訳ではないが、見た目の迫はく力りよくで驚おどろいたのか。エミリーシャがよろけて俺にもたれかかる。華きや奢しやな身体を受け止める。気がつくと、細い肩かたを抱いて支えていた。

「第二射、用意！　放て――っ！」

　レイサが声を張り上げ、命じる。

　次じ弾だんが装そう填てんされ、同じように命中する。

　うぉおおおおっ！

　また砦が崩くずれ、連合軍の兵士たちから歓声が上がった。

　この世界の歴史には、攻こう城じよう兵器がなかった。

　せいぜいが、城じよう壁へきを上るための梯子はしごや移動櫓やぐら程度だ。

　砦や城壁は魔ま族ぞくの侵しん入にゆうを防ぐためのもので、人間の最盛期に起きた国家間の紛ふん争そうでも、野原での会戦が基本で城に籠こもったり攻せめ落おとしたりという事はごく僅わずかな例外。だからこそバレステスの王城も、地球の城よりも軍事重視の構造になっていなかったのだ。

　そしてエゼル砦は、人間が造ったものを魔王軍がそのまま利用しているだけ。魔族側には築城能力はない。

　この歴史に加えて、魔王軍に奪うばわれた時とは逆に無傷で奪だつ還かんし、そのまま再利用するという発想しかなかったから、俺が提案するまで「砦そのものを破は壊かいするような攻こう撃げき」を考えもしなかったのだ。
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　正確に要所を狙ねらえる破は城じよう槌ついという選せん択たく肢しも考えたが、敵に魔法があるのだから、肉にく薄はくの必要がなくより遠くから攻撃できる投石機の方が安全だ。

　第三射、四射。

　壁が大きく崩れたところへ最後の投とう弾だんが放たれた。

　これはただの鉄塊じゃない。

　石の表面に高粘度のタールを塗ぬりつけ、着火したものだ。鉄弾より軽いから、崩れた砦壁の向こう――砦の内側まで届く。敵兵を直接焼くのはもちろん、パニックを誘ゆう発はつするのが目的だ。

「やりましたね、カズト様！」

　エミリーシャが歓かん喜きの声を上げる。

「これが……異界の知ち恵えの戦果！　ダークエルフやゴブリンの魔法を遥はるかに上回る威力！　魔王軍に奪われた屈くつ辱じよくの砦を我らの手で打うち砕くだき、取り戻もどすのだ！」

　指し揮き杖じようを高らかに掲げながら、ゲイルソンが叫さけぶ。その声に応え、各部隊の旗手が鮮あざやかな軍旗を翻らせる。

「第一隊、第二隊、突撃！　第三隊は手はず通りに迂う回かいせよ！」

　准将の号令で、主力部隊が陣じん形けいを保ったまま前進する。

　壁が崩れただけじゃない。火と熱を恐れたのか、統制を失った魔王軍の兵士が正面の砦門を開いて、こちらに向かって逃げてこようとしている。

　遠くに微かに見えたのは、緑色の小こ柄がらな怪かい物ぶつや人間の倍ほどもある巨きよ人じん。情報として教わっていたゴブリンやオーガを実際に目にするのは、これが初めてだった。

　恐きよう慌こうを来きたした敵はあっさりと連合軍に倒され、こちらの部隊は隊列を保ったまま砦の内側へと進んでいく。事前の作戦通り突とつ入にゆう後部隊を分け、迂回した一隊が反対側の門を制圧して退路を断って全ぜん滅めつさせる。

　元々はこちらの砦だ。構造は熟知しているし、敵は混乱している。中に入り込んでしまえば、数と統制の差で勝てるはずだ。

　各隊が敵を制圧する。

　魔王軍の抵てい抗こうは散さん漫まんで、弱い。

　空へと逃げようとするハーピーもアーバレストの乱射を受け、ハリネズミになって墜つい落らくしていく。

　勝かち鬨どきにゲイルソン准将を、そして俺を讃たたえる声が交じる。

「北門、完全に制圧しました！」

「敵の砦将らしきダークエルフを捕ほ獲かく！」

「こちらの被ひ害がいは負傷者数名のみ。完全な勝利です！」

　次々に報告が飛び込む。

「救世主カズト殿。この勝利は、貴方のお陰かげだ。アレハンダルだけではない。ヴェーズも国を挙げてこれまで以上に貴方に協力するよう、私から国王に進言する」

　ゲイルソンは左袖で感かん涙るいを拭いながら、右手を差し出した。俺は、その手を力ちから一いつ杯ぱい握にぎり返す。

「カズト様、ありがとうございます。きっと、長い戦いは終わります。わたしたちの国に……世界に待ち望んだ平和が訪おとずれるのですね」

　両手が塞ふさがっているから、エミリーシャは俺の肩に手を乗せ、そっと背に寄りかかった。

　その重さが、心地ここちよかった。







第四章（２）







　ザーニャを抱だいたというか、抱かれたというか――まあ、あんな事があったけど、それで何が変わった訳じゃない。

　彼かの女じよが言った通り「好こう奇き心しんと好意でセックスしてもいいくらいの仲間」だと確認できただけだ。

　相変わらずレオニダ相手の稽けい古こは続いている。ただし、ギーゼル砦将の方針のせいで任務のお呼びがかからない。オレとしては鍛きたえる余よ裕ゆうができて助かったが、ザーニャは戦果を挙げる機会が減って不満らしい。

　そんな状じよう況きようが続いたある日、偵察に出ていたオークが妙みような情報を持ち帰った。人間軍が増員して、廃市をぶっ壊しているというのだ。ギーゼルも意図がわからず、とりあえず静観という結論を出しただけ。

「何のつもりだと思う、ロウ？」

　剣けんの稽古を終えて中庭でへたり込んでいるオレに、ザーニャが訊たずねた。やる事なくて暇ひまなのか、今日は他ほかのみんなもオレがレオニダにのされるところを見物している。

「……知らねえよ……そんなの……。何でオレに訊くんだ？」

　息も切れぎれで、オレは答えた。

　前のループで出くわした「建物を利用して待まち伏ぶせ」を使う気なら、自分たちで壊すなんて馬ば鹿かな真似まねはするはずがない。

「一応人間同士だし、異世界人だから、わたしたちにない発想をするかもって期待したんだけど」

　ザーニャは苦く笑しようしながら、自分の口唇くちびるを嘗なめた。

　けど、オレは学もなけりゃ何かのマニアでもない。実際に体験するまでは何もわからないレベルのガキだ。期待には応えられない。

　大部隊が進軍するため廃市を取り壊して道を開いているという可能性はギーゼルにも進言したが、『多少数を増やしただけでは、砦は破れん』というのが結論だった。

　実際、かなりの数で攻め寄よせてきたが砦からの矢や投石、更に魔法を放って全滅させた事が前にも何度かあったのだとか。それ以来、廃市を緩かん衝しよう地帯としての小こ競ぜり合あいがずっと続いているという訳だ。

「万一に備えて増ぞう援えんを頼たのんでみたらとも言ったんだけど、ギーゼルとしてはせっかく要所を任されてるのに他の将に頼たよったら軍歴に傷がつくと思ってるみたい」

　大げさに肩を竦すくめるザーニャ。これも、己おのれの野心を果たすのが最優先のダークエルフの性って奴やつか。

「予期できぬ事に思いを巡めぐらせても、己が想像に足を取られ尾おをつかまれ、身動きが取れなくなる。ただ虚きよ心しんに、現実に対処すべきかも知れぬな」

　シュルフは相変わらずの美声で、淡たん々たんと告げる。さすがにつきあいが長くなって始終一いつ緒しよに生活していると、まるっきりの異種族でも「微笑ほほえんでる」事くらいは理解できるようになっていた。

「あ、でもさ。ロウは時々変なカンで先のことわかったりするじゃない？　アレもご無ぶ沙さ汰ただし、人間軍の思おも惑わくとかピンと来ないの？」

「うむ。あれ、凄すごい。オレたち、命救われてる」

　座すわり込んだままのオレに顔を近づけて無む邪じや気きに訊ねるディディに、ガボーも同意する。

「……知るかよ……。自分の都合でカンが働くってモンでもねぇし」

　実際には直感じゃなく、仲間たちの死がトリガーになってるループ現象だ。ここしばらくはずっと待機と訓練ばかりだから、わかるはずもない。

　雑談しているうちにようやく疲れが治まってきて、オレは深呼吸した。

　そこへ、妙な騒さわぎ声が聞こえてきた。

　顔を向けると怪我けがしたオークが、仲間たちに無む理り矢や理り連行されている。怪我といっても軽いものじゃない。右みぎ腕うでの肘ひじから先が無くなってて、雑に上じよう腕わんを縛しばって流血を抑おさえている様子だ。

「嫌いやだぁ！　勘かん弁べんしてくれぇ！　オレは役立つ！　偵てい察さつのベテランだ！」

「面めん倒どうくせえなぁ。どうせあと半年だ。覚かく悟ご決めろっての」

「死にたくねぇ！　長おさに確かめてくれよぉ！」

「この砦じゃ、オレが族長から権限預かってんだよ！」

　泣きわめく怪我人――怪我オークは、食堂の裏で若い奴に突き倒たおされた。数人がかりで押おさえ込む。

　何をするのかと思っていたら、リーダーっぽい若い奴が手て頃ごろな石を持ち上げた。

　まさか――さすがにそんな事はないと思っていたら、即そく座ざにその石が負傷者の頭に叩たたきつけられた。赤い血が飛び散る。

　慌あわてて目を逸そらしたが、言葉にならない濁にごった悲鳴が聞こえるのは防ぎようがなかった。

「ああ、ロウは知らないのね」

　多分青ざめてるんだろうオレの顔を見下ろして、ザーニャは説明してくれた。

　オークは戦いや労働の役に立たなくなった同族の男を、あっさり殺す。

　他の種族に回復魔ま法ほうをかけてもらうにしても代だい償しようはいるし、傷は塞げても失った四し肢しまでは再生できない。怪我人ばかりじゃない。三〇になった男は、よほど役に立つ技能なり経験なりで族長に承しよう認にんされた者以外は、追放か処しよ刑けいかの二択たくだ。

　命そのものに停年がある。

　しかもオークは、魔族でも珍めずらしく同族の肉を喰くらう。

　喰うために殺したりはしないが、戦死者や掟おきてによって殺した者は無む駄だなく食料にするのだ。

　だから、食堂裏でとどめを刺す。

　そのまま処理解体して、仲間だけで味わう。

「まあ、これもロウがいうところのシンプルな良さって奴ね」

「……ああ、そうだな。混ぜっ返すなよ」

　確かに、それぞれが生きるためのシンプルなやり方を認めるっていうなら、嫌けん悪お感を抑えてこっちの世界のやり方、種族ごとの風習や価値観の違いを受け入れなきゃいけない。実際、家族の絆きずなを大切にするレオニダだって「オークはオーク」と、特に気にする様子も見せていない。

　それに、受け入れるだけじゃない。

　魔王軍の中のたったひとりの人間、同族なんか誰だれもいない異世界から迷い込んだオレが、絶対に譲ゆずれないところじゃ、命賭けて踏ふみとどまらなきゃいけないって事だ。




　それから更に退たい屈くつな何日かが過ぎた朝――砦とりでの中に甲かん高だかいラッパが鳴なり響ひびいた。非常事態を告げる合図だ。

「全軍、臨戦態勢を取れ！」

　ギーゼルの命を受けた伝令が慌ただしく走り回り、各部隊が臨戦態勢を取る。向こうが見慣れない変な荷車みたいなものを繰くり出してきたってのも知しれ渡わたっている。

「ロウ、一緒に来て！」

　他の仲間はその場に残して、ザーニャはオレの手を引き、砦の階段を駆かけ上のぼる。上じよう端たんには既に弓や魔法で迎むかえ撃うつための部隊が配置されていたが、ザーニャは強引に一角を空けさせた。

「どう？　見える？　わたしたちには未知のものでも、ロウなら心当たりがあるかも知れないと思って」

　言われて目を凝こらす。距離があって細部までは見えないが、近くの人間と比べたら大きさは自動車くらい。歴史だのファンタジーだのには詳くわしくないオレだけど、運良く心当たりがあった。はっきり覚えてないが、多分漫まん画がか何かで見た事があるんだろう。

「……多分、投石機って奴だ」

「トウセキキ？」

「シーソーとかバネとか、いろんな仕し掛かけ使って大きな岩とか飛ばすんだよ。城壁をぶっ壊す武器だ！」

　実際に口にしてみて、オレは初めて状況のヤバさを悟さとった。

　砦を破壊する兵器！

「……なるほど。原理は理解したわ。いきなりあんなものを……」

　こっちの世界にはなかった代しろ物ものでも、オレより視力も頭もいいザーニャはいきなり理解してくれた。

「威い力りよくはどのくらいか、わかる？」

「し、知らねえよ！　オレの世界じゃ何百年も前に使わなくなった代物だから、現物なんか見たことねえし！」

　今度は大急ぎで下るザーニャを追いかける。

　強力だとわかっても具体的な射程や威力が不明の上に時間もないから、対たい抗こう手段なんて編み出せない。新兵器なので使い慣れてないとか、設計ミスがあるとかという線もアテにできない。

　オレの推測が正しいなら――いや、もうほとんど確実だ。どうしてザーニャの知識に全然ないような投石機がいきなり出てくる？

　向こうの知識を持ち込んだ奴がいるからに決まってるじゃねえか！

　部隊が待つ中庭まで戻ったザーニャは、ギーゼルに危険を訴うつたえる。

「なるほど……。なら、こちらとしては……」

　ズゥンっ！

　ギーゼルが何か言い出す暇もない。衝しよう撃げきが、砦全体を揺ゆるがした。

　鉄球の直ちよく撃げきを受けた砦壁の上端が崩れ、布ふ陣じんしていたゴブリンたちが悲鳴を上げながら落ちていく。

　初めて経験する驚きで、あちこちの種族部隊から悲鳴めいた声が聞こえる。

　ぎゃあぎゃあとわめきながら、ハーピーどもが頭の上で輪を描いている。

「落ち着け！　冷静になれ！」

　必死に叫ぶギーゼルの声も上うわ擦ずっている。

　二発目三発目の鉄球群も命中して、どんどん壁かべが崩れていく。一部の部隊はもうパニック状態で、逃にげる気なのかせめて打って出たいのか、敵が近づいてくる方の扉とびらを開けようとなだれ込んでいた。

「何なのよ、人間は！　いきなり魔法でも使えるようになったの？」

「落ち着け！　変なものじゃねえ。オレの世界にもあった、理り屈くつで動くただの道具だ！」

　絶ぜつ叫きようするレオニダにオレは言い聞かせる。

「どうするの、ザーニャ？」

「運命の流れとはいえ、このまま無む為いに死ぬのは望むところではない。我らは、隊長の指示に従う」

　ディディとシュルフが問いかけ、ガボーも無言で頷うなずいてふたりに賛同する。

　けど、ザーニャもさすがに即そく断だんはできない。ギーゼルよりは落ち着いて考えているっぽいのだけが頼りだ。

「聞いて！　わたしたちは――」

　言いかけたその時、次の攻撃が飛んできた。

　砦壁を砕くためじゃない。

　内側に飛び込んでくる燃える塊かたまり。

「危ないっ！」

　真っ先に気づいたレオニダに突き飛とばされる。

　間近にデカブツが落ちてきた衝撃と轟ごう音おん、目も耳もちゃんと利きかない。

　真っ暗な視界と耳鳴り、肌はだに感じる熱と、肉が焼やけ焦こげる異い臭しゆう。

　闇やみの中で、黒い虹にじが回転する。




「はぁっ！」

　オレは、寝しん台だいから飛び起きた。

　明かり取りの小さな窓からは、日の出直後の赤っぽい光が差し込んでいる。

「……戻った……のか？　戻ったんだよな」

　独り言を呟つぶやきながら、ぐっしょり汗あせばんだ額を腕で拭う。

　ループしたって事は、投石機の攻撃でザーニャ隊のみんなが死んだって訳か。

「けど、これでわかった。敵に新兵器があるなら……」

　そこまで口にして、オレは絶句するしかなかった。

　新兵器がある。

　それがわかってるから何だってんだ？

　これから朝飯食って、午前八時には敵てき襲しゆうがある。タイムリミットまで二時間もない。

　それだけで、もう投石機を完成させていて、既にこっちに向かっている敵の大軍にどう対処すりゃあいいんだ？　ここじゃあそれなりに受け入れられてるとはいえ、オレは余所よそ者もので一兵卒でしかないのに！

　ループは万ばん能のうでも何でもない。

　いつに戻るかがコントロールできないから、どうしようもないセーブポイントに固定されて詰つんじまう場合もあるじゃねえか！

　取りあえず寝しん室しつを飛び出し、先に起きて水場にいるザーニャに駆かけよる。

「ザーニャ！　隊長！　聞いてくれ！」

「ん～、なぁに？　朝から慌ただしいわね」

　起おき抜ぬけでまだぼんやりしてるザーニャの肩を掴つかんで揺すり、目覚めさせる。

「何でもいい！　理由をつけてこの砦から離はなれなきゃ駄だ目めだ！」

「いきなりどうしたの？」

「例の直感だ！　もうすぐ敵襲がある！　新兵器で砦そのものがぶっ壊される。ここの部隊じゃ勝ち目がない！」

　オレの必死さに反して、ザーニャが浮うかべたのは不ふ審しんの表情だった。

「さすがに今回のは荒こう唐とう無む稽けいね。いきなりだし、そっちも起きたばかりでしょ？　夢でも見たんじゃない？」

　手て櫛ぐしで髪かみを整えながら、呆あきれ気ぎ味みにザーニャが訊ねる。

「夢とか妄もう想そうじゃねえ！　投石機って武器で、こういう奴で！　デカい石を飛ばすんだ！」

「何よ、それ？」

　地面に図を描くが、元々詳しい訳でもなけりゃ絵が上手うまい訳でもない。公園のシーソーにばかでかいスプーンをくっつけたみたいな不細工な説明図なんで、説得力皆かい無むだ。

　大声で訴えていたから、部隊の仲間も気づいて集まってくる。

「ロウってば大だい丈じよう夫ぶ？　しごかれすぎて、頭ぶつけたとか？」

「何言ってんのよ。実力差がありすぎるんだから、変な怪我しないように完かん璧ぺきに手加減してるって」

　ディディとレオニダはオレの言葉を信じるはずもなく、軽口を叩く。

「大丈夫、ロウ。少しくらいの石なら、オレ、受け止める。オーガ族、岩投げも得意」

「そんな重さと違ちがうんだ！　砦の壁をぶっ壊すくらいの奴なんだよ」

　オレが両りよう腕うでを目め一いつ杯ぱいに広げて必死に訴えても、ガボーは自じ慢まんげに胸をどんと叩く。

「いずれにせよ、偵察任務がある訳じゃないし、わたしたちみたいな混成部隊は食料調達にも当たれない。命令もなしに勝手に砦を離れるのは、さすがに魔王軍の一員として許される事じゃない」

「じゃ、じゃあよ。せめて本当に敵襲があって、オレが言ってるような新兵器を敵が持ち出してきたら、この部隊のみんなだけでも逃げるのを最優先にしてくれ！」

「それも嫌よ」

　懸けん命めいの懇こん願がんは、あっさり却きやつ下かされる。

「逃げるのだって恥はじじゃねえだろ！　敵の新しい武器を仲間に伝えるって重要な役目だって考えれば……」

「ロウの考え方にも理はある。けれど、はみ出し部隊が真っ先に逃げ出したら、どういう評価になると思う？　やはり異なる種族で編制した部隊は統とう率そつが甘あまい――そんな風に言われるのは絶対に嫌」

　ザーニャは鋭するどい目で、オレを睨にらんだ。

　そうだった。

　彼女には、己の理論を実証して成果を示したいって欲求がある。ダークエルフにとっては何にも代えがたい野心。

「あたしだって、人間を怖こわがって戦わずに逃げるなんて、まっぴらご免めんよ。人間がこざかしい事をするなら、策も仕掛けもぶっ壊すだけ」

「この砦、ズズーナいる。彼女置いて、自分たちだけ逃げる、オレ、嫌。男として、許されない！」

　レオニダはもちろん、珍しくガボーも声を荒あららげた。

　種族ごとに、個人ごとに、違う価値観がある。ザーニャ隊だけでも生き延びたいっていうオレの都合なんか、他の奴にとっては知ったこっちゃない。

　自分だけで逃げるってのも論外。仲間が敵襲で死ねばループが発動して同じ事の繰り返かえしだし、無力で弱い人間でしかないオレが、たったひとりで砦から脱だつ走そうできるはずもない。敵の侵入を食い止めるって事は、中にいる奴が勝手に出て行くのも難しいって事だ。

　オレが焦あせって空むなしい説得を続けているうちに、時間はただ無情に過ぎていく。朝食を取る暇もないままに、ラッパが鳴った。

「人間軍の襲撃？　ロウ、貴方あなたの予感があたったの？」

　今度もザーニャと一緒に敵軍を確かめる。でも、このタイミングから変えられる事なんかほとんどない。

「やっぱ逃げよう！　頼む、ザーニャ！」

「嫌よ！　敵が長射程なら、こっちは逆に打って出て肉薄すれば――。ギーゼルに作戦を提案して……」

　そこへ、攻撃が届いた。

　轟音が砦を揺るがし、崩す。

　混乱した味方の渦うずに揉もまれて、オレはザーニャたちとはぐれてしまう。

「くそっ！」

　舌打ちしながらどうにか名前も知らないオーガたちの脇わきをすり抜ける。

　生きろ！

　絶対、オレが先にくたばる訳にはいかない。

　生き延びて、次のループに希望をつなげ！

　それが誰にも理解できない、させられない、オレだけの希望であっても、だ！

　燃える弾だん丸がんの命中位置から遠ざかろうと走るオレの背中に、誰かが「逃げるのか、人間」と詰なじっているのが聞こえる。

　耳鳴りと黒い虹で感覚が塗りつぶされる。




「……落ち着け」

　三度目の「今朝」で、オレはまず深呼吸して己に言い聞かせた。

　無策は論外。焦って自分たちだけ逃げるのは不可能。

　前回、ザーニャは「こっちから打って出る」とか言っていた。だったらその手は使えないか？

　いきなり新兵器とか大軍とか言っても信じてもらうのは無理だし、偵察か何かの名目で出て行けるようザーニャからギーゼルに頼んでもらうとか。投石機本体は木だったし、火の玉の魔法とかで奇き襲しゆうしてぶっ壊こわして、後はひたすら退散するとか。新兵器さえぶっ壊しちまえば、砦は盤ばん石じやくなんだ。

「なるほど。ロウの直感には実績もあるし、偵察っていうだけなら試ためしてみる価値はあるかも」

　今度は、できるだけ落ち着いて訴えたおかげか、ザーニャも納なつ得とくしてくれた。砦さい将しようにも話を通して、偵察の命令を勝ち取る。

　ただ、ここまででもう一時間近くを使ってしまった。

　砦を出ると廃はい市しまでは隠かくれる場所もほとんどない不毛の谷間が続くが、左右の険しい斜しや面めんには樹きが生えている。足場は悪いけど、そこに隠れるようにして少しずつ進んでいく。時間は勿もつ体たいないが、見つからない事の方が優先だ。

　耳がよくて敏びん捷しようなレオニダが真っ先に気づいたから、単独で先行して情報を持ち帰ってきた。

「敵は三〇〇〇くらいはいそうね。あんな規模、あたしも初めて見る」

　彼女らしくもなく、声が震ふるえていた。

　廃市でやり合ってたのとは、文字通り桁けたが違う。

「……なぁに、正面切って戦うって訳じゃねえんだ。一いち撃げき食くらわせて、すぐに撤てつ退たいする。敵を倒す必要はなくて、砦への攻撃を止めさせるとか、遅おくらせるだけで……」

　そう言ったオレの声の方が、レオニダより震えていた。

「使えるのはわたしの魔法だけね。じゃあ、他のみんなは逃げる用意をしてて。特にロウ、貴方は足が遅おそいんだから」

　ザーニャの声に素す直なおに従って、スピードに難のあるオレとガボーは近づかず、遠巻きに眺ながめている。彼女の魔法で投石機を燃やして、後は逃げるだけだ。

　指輪に光が灯ともり、手の中で炎ほのおの塊が大きくなって――。

「あそこ！　何か光ってるぞ！」

　先に、人間軍の誰かが気づいた。

　向こうは目の数も多い。威力の大きい魔法は即座には撃てないし、火の玉をデカくする過程を隠す事もできない。

　ザーニャは即座に火球を放った。高速で飛んだ赤い光は、カバーの布を燃え上がらせる。

　けど、それだけだ。

　燃えやすさが違いすぎるせいで布だけはあっという間に灰になったけど、投石機本体にまではほとんど引火しない。少し着いた火もすぐに消し止められる。

　元々成功の目がない、浅はかな思いつきでしかなかった。

「魔ま王おう軍の待ち伏せだ！　殺やれ！　生かして帰すな！　こちらの情報を、万一にも持ち帰らせるんじゃない！」

　号令と共に、無数の矢がザーニャたち目がけて降り注ぐ。

　長ちよう弓きゆう、ボウガン、それに普ふ通つうとはちょっと違うボウガン――どいつも魔法より射程が長いし、数はそれこそ百以上だ。

　逃げ切きれない。

「ロウ、先に行け！　オレ、ザーニャたち助ける！」

「オレも――！」

　走り出すガボーを追いかけようとして足が竦む。

　オレだけでも生き残ればループでやり直せる。てめえの命を大切にするのは間ま違ちがってない。理屈では正しくて、シンプルだ。

「お前、弱い。来ても、役立たず！　それより、砦に伝えろ！」

　よりによって、オレのみっともない気持ちを正当化するような事をガボーが叫んだ。

　決断よりも早く、異変が起きる。

　矢の雨で誰かが死んだのか。黒い虹が回転して――。




「クソがっ！」

　目覚めて真っ先に口を突いたのは、自分自身への呪のろいだった。

　時間が戻ったって最低最悪の記き憶おくは残ってしまう。決して消えない。

　ループする、リセットする、リハーサルを重ねるってのは、そういう事だ。

　生きてる限りはやり直せるとしても、オレがオレを嫌きらい、憎にくんで、生きる値打ちがないと感じたら意味はない。そうなったらループは「やり直せる」じゃなく「永遠に終わらない」呪われた苦行になる。

　合理的だとか効率的だとか、そんなのは全部クソ溜だめにぶち込め。

　ただ単に生きるんじゃない。這はいつくばっても、虫を喰らっても、心の中では背筋を伸のばして胸を張る。

　そんな風に生きたいって気持ちが――譲れない欲望がオレにとっていちばんシンプルな事なんだ。

　だから考えろ、考えろ、考えろ！

　これでもう四度目なんだ。少しはマシな手をひねり出せ！

　自分たちだけ逃げるのは無理。正面切って戦っても勝ち目はない。先回りしての奇襲も通じない。

　頭の中で失敗をひとつずつチェックして、思考をフル回転させる。

「どうやっても勝てないなら、逃げるしかねえって事だよな……」

　それもザーニャ隊だけじゃ無理。ギーゼルが納得して、全軍がここを放ほう棄きして逃げ出だすように仕向けなきゃいけない。

　オレが「直感」や「予見」で主張するだけじゃ無駄だ。じゃあ、実際に偵察に出て、実績として脅きよう威いを伝えるしかない。

　それを誰がやる？

　もちろんオレだ。

　オレ以外じゃ誰も、投石機を理解できない。ひとりだけなら実際には近づかず「見てきた」って言いくるめる手もあるが、無駄な偵察を控ひかえているギーゼルはもちろん、実力を知ってるザーニャがそんな無む茶ちやを許すはずはない。けど、下手に接近して見つかったら、もちろん殺される。

「……空からなら……」

　考えに考えて、ようやくか細い可能性を引き当てる。

　ディディは空を飛べる。オレを運んで貰って矢の届かない距きよ離りから偵察して、敵軍の恐おそろしさを報告、ギーゼルに撤退の決意をさせる。

　これなら、目はある。

　ただし、リスクも馬鹿でかい。

　他の仲間を残してオレが真っ先に最前線に飛び込む以上、ループの恩おん恵けいに与あずかれないかも知れない。

　構うか！

　ザーニャたちの死で発動するループなんか、こっちから進んで利用するようなものじゃない。万一の保険でしかないと思え！

　もちろんこの考えをそのまま伝える訳にはいかない。あくまでザーニャたちには「強力な敵軍が近づいてくる予感」「万一の安全を考えて、オレとディディだけで空からの偵察」という形で頼んでみる。

「わたしは構わないけど、ディディ本人はどうなの？」

「別にいいよ。ひとり抱かかえて飛ぶのってちょっと疲つかれるけど、面白おもしろそう」

　ここまでは順調だった。

　ただ、責任者である砦将ギーゼルは簡単に頷いてくれなかった。

「残念だが、私はそこの人間の予見とやらをそこまで信じていないし、ディディも竜りゆう人じんとはいえ経験不足だ。ふたりだけでは単なる巡じゆん回かいならまだしも、敵情を正確に把は握あくする偵察要員としては信しん頼らいできないな」

「そこを何とか！　お願いしますっ！」

　オレは土下座で頼み込む。ギーゼルは不思議そうに小首を傾かしげただけだ。習慣が違うなら当然か。土下座なんて、何の値打ちもない。

「オレたちだけの偵察じゃ信頼できないってのなら、他にも誰か同行して一緒に確かく認にんすりゃあいいって事ですか？」

「そうだな。それなら報告内容を検討してやってもいい。ただし、あくまで君たちザーニャ隊の裁量でどうにかしろ。他の部隊に、砦将として命令を下したりはしない」

「ああ。それで充じゆう分ぶんだ」

　要するにオレたちが個人的に、忙いそがしくない誰かに、魔ま族ぞく流で協力を頼むのはアリって事だ。

　ギーゼルの言げん質ちを取って、オレたちは執しつ務む室しつを後にした。

「でも、どうするの？　うちの隊で飛べるのはディディだけよ。それとも、空からの偵察は諦あきらめてレオニダやシュルフも一緒に行く？」

　ザーニャの提案に、オレは首を振ふった。スピードもスタミナもいちばん劣おとるオレの参加が必ひつ須すな以上、空からって選せん択たく肢しは外せない。

「考えがある」

　オレはみんなを引き連れて食堂の一角――ハーピーたちのたまり場に向かった。連中は五羽というか五人。幸い、連中はまだ食事に手を付けていないようだ。

「何よ、人間？」

　リーダー格らしい、赤毛のハーピーがじろりとオレを睨む。

　覚えてる。最初の時に、オレに襲おそいかかってきた奴だ。もう治ってる傷がヒリヒリ痛むような錯さつ覚かくが湧わき上あがる。

「頼みがある。オレと一緒に、偵察に出てほしい」

　おおよその状況を説明して、頭を下げる。

「嫌よ。別にそんなことする義理もないし」

「働いてほしいなら、相手が求める代償を差し出す。それがここの流りゆう儀ぎだよな？」

　欠伸あくびをするハーピーに向かって、オレは腰こしの短たん剣けんを抜いた。

　緊きん張ちようが走る。

　ハーピーたちが翼を広げ、戦いの構えを取る。

「全員来てほしい訳じゃない。ひとりかふたりでいい。報ほう酬しゆうは、これだ」

「おう？」

　赤毛だけじゃない。ハーピー全員の目が好奇心に輝かがやく。

　オレは確信し、刃やいばを左の上腕に当てた。

　冷たい鋼の感かん触しよく。

　それがすぐに痛みと、それさえ塗ぬりつぶす熱さに似た感覚に上書きされる。

「くっ！」

　こいつで何かを切るのは初めてだったが、さすがレプラコーンが鍛えた刃は物ものは切れ味が鋭い。滑なめらかに、片手大の肉を薄うすく削そぎ落おとした。

「食え！　あんたたちが欲ほしがった新しん鮮せんな人間の肉。これが、仕事の代償だ！」

「いいわ。あたしと、もうひとりが付きあってあげる」

　蹴け爪づめでオレの肉を綺き麗れいに半分に引ひき裂さくと、赤毛のリーダーは仲間のひとり・黒くろ髪かみに与あたえた。分け前に与れなかった残りの連中は、ちょっと不満そうに口唇くちびるを尖とがらせただけ。

「大丈夫？　治ち癒ゆ魔ま法ほうは――」

「いらない。これから敵が来るんだ。攻こう撃げきのために、魔力は温存しててくれ。包帯だけ巻いてくれりゃあいい」

　追いかけるように痛みが広がってきた。もちろん血だってどくどく流れてる。強がったつもりでも、声がところどころ引きつってしまう。

「まったく無茶やるわね。太い血管とか腱けんとか傷つけたらどうすんのよ」

　呆れながら強く包帯を巻いてくれたのはレオニダ。その言葉に安あん堵どする。つまり、そういうダメージはないって事だ。

「とにかく急いでくれ。オレのカンが正しけりゃ、時間はあまりないんだ」

「わかったわよ。代償もらった以上、ちゃんとやる事はやる」

　血で汚よごれた口元を足の指で器用に拭ぬぐい、ハーピーは飛び上がった。

「いくよっ！」

　ディディも翼つばさを広げ、後ろからオレの両りよう脇わきに腕うでを差し込む形で抱きかかえて上じよう昇しようする。

　向こうでも飛行機に乗った事なんてないから、落ちるんじゃなく空を飛ぶのは初めての経験だ。しかも生身でヘルメットさえなく、空気の流れを頬ほおに感じる。スピードも、徒歩よりずっと速い。風が耳を叩く感触を、心地ここちよいと思ってしまう。そんな場合じゃないのに。

「弓矢が届かない高さで頼む！」

「任せてよ。魔族の中でも、飛ぶ事にかけてはハーピーの右に出る奴はいないわ！　人間の弓矢を避よけるなんて慣れっこ！」

　誇ほこらしげに答え、赤毛と黒髪が上昇する。ディディも高度を合わせる。

「いたわ！　確かに大軍ね。あんたのカン、すごいじゃない」

　事前にわかっているはずのオレより、目のいいハーピーが先に敵に気づいた。

「ホント、ロウは時々こういうの閃ひらめくんだよね。でも、あの布被かぶってるの、何？」

「投石機だ。オレの世界じゃよく知られてる、とんでもない武器。あれだけありゃあ、砦なんか簡単に潰つぶせるぜ！」

　この距離でカバーつきだから本当はわかるはずないけど、もう知っている事だ。敢あえて大げさに断言する。

「上がって！　人間もこっちに気づいたみたいっ！」

　早い警告のお陰かげで回かい避ひが間に合い、矢はギリギリオレたちのところまでは届かずにそのまま落ちていく。

「ひゅうっ！　危ない。人間の弓、ちょっと射程伸びてない？」

　黒髪が口笛を吹ふく。

「届かないから、矢の無む駄だ遣づかいは止めろって。砦とりで攻こう略りやくに取っておけって言ってる」

　空から獲え物ものを狙ねらうハーピーは目も耳もいいらしい。オレには全然聞こえない人間たちの会話を、赤毛はしっかり聞き取っていた。

「よし。急いで戻もどろうぜ！　大軍と新兵器、報告しなきゃならない！」

　全速で帰き還かんしたから、さすがに人ひとり運んでいたディディはもちろん、ハーピーたちもぐったり疲れていた。スピードはあるけど、飛ぶ事に特化してる分スタミナはイマイチって話は前に聞いている。

「――って訳だから、今からじゃ勝ち目は薄い。砦を諦めて、みんなで撤退した方がいい！」

　投石機の威力を誇こ張ちようしながら、オレはザーニャとギーゼルに報告し、提案する。

「……ロウはたまに妙みようにカンが冴さえるけど、今回は格別みたいね。どうするの、砦将？　わたしは彼かれの意見は正しいと思うけど？」

「全ぜん滅めつは避けたい。だが、こちらが全くの無む抵てい抗こうなら、人間軍はこの砦をほぼ無傷で取とり戻す事になる。それも好ましくない。向こうが壊すというならば、徹てつ底てい的てきに破は壊かいしてもらおう」

　砦を放棄して退たい却きやくしつつ、一部の部隊は残って抵抗するところを見せる。それによって敵に破壊させる。砦が崩ほう壊かいしていれば反はん撃げきの機会もあるし、再建の負担を人間軍に押しつける効果もある――これが、ギーゼルの決定だった。

　当然、残るしんがりの負担は大きく、死も覚悟しなきゃならない。

「自分は撤退する本隊を指揮する。残留部隊の指揮権は――ザーニャ、君に預ける。砦が充分に壊されたら、君の判断で逃げて構わない」

「いつもの五人だけじゃない。砦将の代理って事ね？　なら、引き受けるわ」

　ギーゼルと一いつ緒しよに逃げるのが半分、ザーニャの下で残るのが半分。決定はすぐ全軍に通達された。

　幸いと言っちゃなんだが、残ったのは「人間ごときに負けるはずがない」と考えてる連中だから、ビビったりはせずやる気はかえって高いくらいだ。

「さて。どうすればいいと思う、ロウ？」

「……そこまではわかんねぇよ。今日の分の直感はネタ切れだ」

　上腕の傷を押さえながら、ザーニャに答える。

　ここまで持ってくるのが精せい一いつ杯ぱい。後は逆さにして振ったって何も出てこない。もう一度ループでも起きない限りは。ただ、前の周回で体験した敵の攻撃パターン、砦の壊れ方かたを「推測」として伝える。

「力の強いオーガは、今のうちに北側の砦さい壁へきを壊せるだけぶっ壊して！　敵の攻撃を誘さそうための、砦壁の上のゴブリン部隊は予定通り配置！　ここは多分生き残れないけど、志願してくれたら同じ部族には便べん宜ぎを図はかるようわたしから上に進言する！」

　ザーニャはてきぱきと指示を飛ばし、残留部隊を動かす。いつもは「ゴミ拾い」扱あつかいでも今はギーゼルの名代。つまりは魔王から権限を与えられているって事だ。逆らう奴やつはいなかった。

　作業が完かん了りようしないうちに、見張りの――決死隊のゴブリンが角笛を鳴らす。

　投石機が飛ばした鉄球が壁を打うち砕くだく。

　音と揺れで慌あわてる奴は出るが、事前に警告しているし気合いの入った少数精せい鋭えいだ。混乱は最小限。

　オレの記憶の通り、四発喰らって砦の壁が大破する。

「次、焼き石の塊が来る！」

「北側に下がって散開！　被ひ害がいを防いで！」

　やはり経験した内容を「投石機攻撃でよくあるパターン」として伝えてある。

　前は密集した場所に落ちて大被害を出した焼け弾だまだが、今回巻き込まれたのはごく僅わずかだった。

　こちらの抵抗が弱いのを見み越こしたのか、敵の歩兵部隊が突っ込んでくる。

　だが、門の内側に掘ほられた溝みぞに足を取られて転てん倒とうし、隊列が乱れる。

　後から来た味方に押おしつぶされる奴もいるのか、あちこちから悲鳴が上がった。

　それでも、すぐに後続たちが突っ込んでくる。

　槍やりを植えた深い落とし穴を掘ってる暇ひまはなかったから、効果はこの程度だ。

　ザーニャが笛を吹き鳴らす。予あらかじめ合図を決めて言葉で伝えないのは、敵に状じよう況きようを悟らせないため。

　あちこちに積んでおいたあり合わせの可燃物に、オークが火を放つ。ハーピーも松明たいまつを落として飛び去る。もうもうと煙けむりが上がって視界を覆おおい尽つくす。

　放火して残った設備を使わせないのと煙えん幕まく、両方の効果を狙ったものだ。

「行くわよ！」

　ザーニャが小声で告げる。

　火を付けた後は逃げの一手だ。死ぬ気で踏みとどまったって、この戦力差じゃ大した損害は与えられない。

　目と喉のどを攻せめ立てる黒こく煙えんに苦しみながら早足で歩くオレの手に、冷たいものが触ふれた。

「ロウ、私の尾おを掴め。我らには瞼まぶたとは別に透とう明めいの膜まくがある。こういう時は便利だ」

「あ、ありがとうよ」

　お礼を言うにも、息をするたびに喉が痛む。

　煙の渦を抜け、ぶっ壊れた北門を越こえ、オレたちは走った。

　門を出て二時間ほど走り、峡きよう谷こくにかかった橋を渡る。ザーニャは後方を確かめている。砦とりでの煙もだいぶ治まっていた。オレたちが最後なのか、他ほかに逃げてくる魔族の姿は見当たらない。

「出し惜おしみした魔ま法ほう、ここで使うべきね」

　ザーニャは右手を振り上げ、巨きよ大だいな火球を叩たたきつけた。

　橋はあっさりと焼け落ちる。

　これで、少なくとも架かけなおすまで人間が攻せめては来ないって事になる。

「撤退戦の指揮、見事だったな、ザーニャ。エゼル砦を失ったのは痛いし、一〇〇人以上の戦死者も出したが最悪の事態だけは免まぬがれた。敵にもいくらかの損害を与えただろう。知らずに迎むかえ撃うっていれば、一方的な壊かい滅めつは免れなかった」

　しばらく行った野営地で、ギーゼルは鷹おう揚ようにオレたちを迎えた。

「わたしの才覚が評価されるべきなのはもちろんだけど、他の仲間の力があっての事よ。特に、ロウの不思議な直感は役に立ったわ。不確実だけど、ここぞという致ち命めい的てきな時にはよく働いてくれるし」

「うむ。そうだな。ロウ、よくやってくれた」

「意外にやるじゃん、人間」

「もう仲間だからね。さすがにこれからは食べたいとか言わないよ」

　ギーゼルが賞賛するのに合わせて、ハーピーたちも寄ってくる。

　他にもオーガやゴブリン、オーク、レプラコーンたちがオレを見て笑っている。

　嘲ちよう笑しようじゃない。

　仲間の一員として認め、受け入れてくれる笑え顔がおだ。

「さ、逃げて疲れたでしょ。食べなさいな」

　先に避ひ難なんしていたズズーナが、大おお鍋なべからよそったスープの椀わんを渡わたしてくれる。材料が限られてるから具が少なくて味付けも淡たん泊ぱくだけど、温かさがオレの腹に染しみ渡った。







エピローグ







「投石機の威い力りよく、さすがだった。カズト殿どの。今回の勝利、最大の功労者は貴公だ！」

　エゼル砦攻略戦は、諸国連合軍の圧勝に終わった。

　砦北側に設けた野営地。まだ夕刻なのに盛り上がる祝しゆく宴えんの席で、ゲイルソンは俺おれの功を讃たたえ、兵士たちからも歓かん呼こを浴びた。

　半はん壊かいし、放火された砦の後片付けという仕事が兵士たちには控えているが、それも明日から。今日のところは勝利を祝っての大だい宴えん会かい。

　俺や准じゆん将しよう、そしてエミリーシャ姫ひめらが集まっている仮設本営でも酒が用意されているが、次々に各部隊の指揮官クラスが表敬訪問してくるから、ゆっくり味わう暇もない。それもようやく途と切ぎれた。

　普ふ段だん謹きん厳げんな分、酔ようと羽目を外すタイプなのか、ゲイルソン准将は顔を赤く上気させてヴェーズ軍がどれほど勇ゆう猛もうなのか、独り言めいた自じ慢まん話ばなしを続けている。

　こっちの世界の一いつ般ぱん的てきな酒は、葡ぶ萄どう酒しゆかエール。向こうで飲み慣れてるものに比べれば度数は低い。優先順位は低いけれど、いずれ醸造法の改良も手がけたいな。発はつ酵こうや蒸留の技術は酒以外にもいろいろ役立つし。

「予想の完勝という訳にはいかなかったが、今回はこれで充分だ」

　尊大な口調なのは、実績をアピールするためだ。

　俺が掲かかげた酒しゆ杯はいに、エミリーシャも器うつわをそっと打ち合わせる。

　彼かの女じよは例によって酒ではなく、果か汁じゆうで風味付けした冷水だ。

「これから、ヴェーズの皆みな様さまにはエゼル砦再建のためにご尽じん力りよくいただく事になりますが、宜よろしくお願いいたします。アレハンダルからも、人や資財を提供いたしますので」

「感謝いたします、姫ひめ殿でん下か。予想より順調な結果です。アレハンダルの協力で、我わが国くにの経済も潤うるおうでしょう」

　砦の破壊と制圧後の再建。

　それは、最初から計画のうちだ。

　ただ、やはり実際にやってみないとわからない事や思おも惑わくとのズレもある。

　最も予想から外れたのは、魔王軍が早々に撤退した事。しかも、逃にげる前に再占せん領りようしたこちらが使いづらくなるよう、壁かべを壊したり火を付けたりしていった。

　最悪、徹てつ底てい抗こう戦せんされて砦を完全破壊する事まで想定したから、それより再建しやすいのは上々の結果と言えるだろう。

　ただ、さすがに実戦だけあって連合軍の被害も皆無という訳にはいかなかった。

　魔王軍の抵抗は少なかったので直接交戦での死傷者は少なかったが、置おき土産みやげのような罠わなや煙幕による事故が主な原因だ。

「……まるで、予め逃げる準備してたみたいだな」

　ほんの少し、引っかかりを覚える。

「なあに、我らが軍を警けい戒かいし、恐れを抱いだいていたのだろう。日数をかけて廃市を撤去しているのは見ていたのだし、大軍の襲しゆう来らいを予期しても不思議ではない。偵てい察さつの頻ひん度どが減ったのもその証だ」

　ゲイルソン准将が大たい笑しようした。

「かもな……」

　呟つぶやいて初めて、自分の声にちょっと不安が混じっているのに気づく。

　上手くいった。それは確かだ。

　それなのに、ほんの小さな棘とげがどこかに刺ささっているような違い和わ感かん。

「行軍中に、飛べる種族の偵察員に発見されています。それで魔王軍は交戦しても勝ち目はないと判断し、砦の破壊と撤退を優先したのでは？」

　レイサはほろ酔いの上じよう機き嫌げんだ。

「そうそう。初めての運用で計算通りの威力～。これでカズト様の知識の素す晴ばらしさも知しれ渡ったし、いくらでもやりたい放題よねぇ」

　かなり酒の進んだテレーゼは、既すでに呂ろ律れつが怪あやしい。

「あたしは難しい事はわかりませんけど、今は上手くいった事を喜べばいいんじゃないでしょうか？」

　いつの間にか空になっていた俺の杯さかずきに、新しい酒を注いでくれたのはファナだ。彼女も酒や食料と一緒に、後方の陣じん地ちから合流している。

「そうだな。これで、数年来の不利は覆くつがえした。これから更さらに新兵器も実用化するし、後方での国力増進も進める。千年に及およぶ魔王軍との戦いを終わらせてやる！」

　杯をあおってアルコールを補ほ充じゆうし、気持ちを高こう揚ようさせる。

　圧勝といっても、まだ最初の一歩だ。

　エミリーシャのために、他のみんなのために、やるべき事はまだ山積みだ。

　救世主としての俺の使命は、始まったばかりなんだから。

　久々のアルコール、それも慣れない馴な染じみないタイプのものを飲んだせいか、その夜の眠ねむりは浅く、翌朝は早々に目覚めてしまった。

　昇のぼり始めた朝日に照らされる野営地のあちこちに、昨日の宴うたげの名残なごりが目に付く。天幕からはみ出して高いびきをかいている者も多く、起きて動いているのは不運にも当番で禁酒を強しいられた見張りくらいだ。

　魔王軍は谷の向こうまで撤退させたし、あたりも開けた平野。危険は少ないはず。

　そう判断して、俺は散歩としゃれ込んだ。この世界――特に、次の戦いにとって重要になる周囲の地形を見て、実感しておきたい。

　話だけ、資料だけじゃ足りないものがあるのは、よくわかったしな。

　しばらく歩いていると、目の前の崖がけに行く手を阻はばまれる。

　辛かろうじて残った基部で、大きめの橋が焼け落ちたのがわかる。敵が撤退時に落としていったというのは、既に報告を受けている。

　そしてふと見た対岸に、彼はいた。




　さすがに大ピンチからの撤退戦でみんなが疲れていたし、逃げ切ったって安心感もあったんだろう。野営地で、起きて動いている奴はほとんどいなかった。ザーニャやレオニダも身体を丸めて、地面の上で直に眠っている。

　オレは昨日のループ連発が何か影えい響きようしてるのか、変に早い時間に目が覚めた。

　特に理由があった訳じゃないが、昨日逃げてきたルートを逆に辿たどっていく。崖に阻まれてるし、もう見られないにしてもこっちに来てからずっと過ごしてきた砦との別れで、少しは感傷的になってたのかも知れない。

　たどり着いた向こう岸に、奴はいた。

　オレより少し年上か。育ちの良さそうな上品な面つら構がまえ。着ているのはどう見てもこっちの品とは違ちがう。コットンのパンツにサマージャケット。それに何だか偉えらそうな飾かざりまでくっつけている。遠いから細かいところまでは見えないが、脇に抱えてるのはタブレットだろう。

　間違いない――オレは、確信した。

　やっぱり人間側にいたんだ。

　現代の知識を持ち込んだイカサマ野や郎ろうが。




　多分、俺よりは何なん歳さいか若い。ぎりぎり高校生になったくらいか。

　着ているものはくたびれて擦すり切れてるが、こっちの世界の革かわ鎧よろいとは違う。日本では当たり前のレザーベストだ。腕に巻き付けた包帯には、血が滲にじみ出している。

　どうして今までこの可能性を考えなかった！

　俺はきちんと手順を踏ふんでアレハンダルの遺い跡せきに召しよう喚かんされた。

　けれど、ふたつの世界の間に通路が開く以上、何らかのイレギュラーなアクシデントで迷い込んだ者がいる可能性はゼロじゃない。

　魔王軍が、彼の知識を利用しているのだとしたら？

　釣つり野伏ぶせや投石機に、不自然なほど素す早ばやく対応できたのも頷うなずける。

「君！」

　俺は、大声で呼びかける。

「俺は陣じん之の内うち和かず斗と！　君と同じ、向こうの世界――二一世紀の日本から来た仲間だ！」

　叫さけびに、彼は確かに反応した。

　身体が小さく震えたのが見えた。

「今、人を呼んでロープか何かを渡す。こっちは、俺や君と同じ人間の国だ！」

　呼びかけ、すぐには届かなくても手を差さし伸べる。

　何かの間違いで魔王軍の領域に現れ、そのまま囚とらわれる。こっちの世界のルールや状況を把握しないまま、知識を利用されている。

　真っ先に思い当たった可能性は、それだった。

　魔族には治癒魔法もある。尊重されているなら、あんな怪我けがはすぐに治してもらっているはずだ。

　戦っている相手が自分と同じ人間という事実さえ、知らされていないかも知れない。

「力を貸してほしい！　この世界を、この世界の人間を――現代の知識で救うんだ！」

　けれど――。

「うるせえっ！」

　対岸から飛んできたのは、激しい叫びだった。

　怒いかり、苛いら立だち、憎しみ――そんな感情が入り交じり、濃のう厚こうに煮に詰つめられたような。

　今まで聞いた事のない絶ぜつ叫きようであり、咆哮だった。




　陣之内とかいう奴の言葉に、オレは思わず言い返した。

　この世界の人間？

　現代の知識で救う？

　オレはこっちで、魔族の中で、やっと尊厳を取り戻せたんだ。

　ああ、わかってるさ。

　魔族は優やさしい訳でも誠実な訳でもない。オレは最初単なる餌えさ扱あつかいでしかなかった。役立たずになった同族をブチ殺す奴だっている。

　けれど、連中はシンプルでフェアだ。種族ごと、個人ごとに違う価値観や生き方があってそれを尊重する。

　そんな中で、オレも認められた。

　初めて受け入れられたんだ。

　それを、向こうみたいなクソみたいな世界にするのが「正しい」と思っている。現代日本の知識や価値って病びよう原げん菌きんをバラまいて汚お染せんし、その後は無責任に帰るつもりか？

　ここを、救わなきゃいけない世界だって見下してるのか？

　奴がどんな人間なのか知らない。

　それでも、その一点だけで間違いなく――。

「てめえは、オレの敵だ！」

　オレは、きっぱりと断言した。

「ロウ！　それがオレの名前だ。自分の意志で魔王軍に加わってる！」

　名字は名乗らない。

　そんなのは向こうから引きずってきた余計な尻尾しつぽだ。こっちで生きる魔王軍の一員には不要。

　ただのロウでいい。

　ただのロウでいたい。

「てめえが現代の知識とやらでどんなインチキをやろうと、必ずオレがぶっ潰す！　オレが生きて、死ぬこの世界を、向こうみたいにされてたまるかよ！」

　これが、オレの宣戦布告だ。

　立たち尽くす陣之内和斗の向こうから、人ひと影かげが近づいてくる。きっと人間軍の奴らだ。渡れない距離でも、弓は届く。

　振り返かえり、全力で走る。

　オレが生きる「この世界」を、ザーニャたちを守るため、戦う。

　さっきの口ぶりじゃ奴はオレのループを知らない。ただ現代の知識を持ってると考えてるみたいだった。

　なら、この違いはでかいアドバンテージになるはずだ。




「大だい丈じよう夫ぶですか、カズト様？」

　駆かけ寄よってきたのは、レイサだった。

　同行している兵士たちはボウガン――俺が改良したアーバレストを持っているけれど、既にロウと名乗った少年の背中は見えなくなっている。
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　兵士たちにやや遅おくれてテレーゼが、そして更に後からエミリーシャも護衛を連れて走ってきた。全員が揃そろうのを、待つ。

「誰だれと話してたの？」

「……人間だ。人間が魔ま王おう軍に加わっていた」

「あり得ない！　魔族と人間は千年戦争してた仇きゆう敵てきよ？　そんな例は聞いた事もないわ！　捕ほ虜りよだって食べるか拷ごう問もんするかよ？」

　テレーゼが大声を上げる。

「どのような方だったのですか？」

「……俺より若い男だった。呼びかけたけど、ちゃんと話ができた訳じゃないから、詳くわしい事は……」

　エミリーシャの問いに、俺は事実の一部だけを答えた。

　本当に彼が自らの意志で魔王軍に加わり、受け入れられているのなら、魔族と人類の関係についてエデリードの人間さえ知らない要素があるかも知れないって事だ。現段階で、曖あい昧まいな話はできない。

「世界が、大きく揺ゆれ動うごいているのかも知れません」

　真しん剣けんな表情で、エミリーシャが呟く。

「もしもわたくしがカズト様を召喚した事で、この世界の根源的な均きん衡こうが乱れたのだとしたら……」

「姫、落ち着いて」

　不安そうなエミリーシャの、肩かたを抱き寄せる。

「もう既に、俺はここにいるんだ。神だか何だか知らないが、俺を選び、君と出会わせた摂せつ理りがあるのなら、その力が世界を間ま違ちがった方に導くはずがない。もしも何かが起きているなら、その事も受け止めた上で最善を尽くし、アレハンダル王国を救う。それは、もう決めた事だから」

「カズト様……」

　潤うるんだ碧あおい瞳ひとみが、俺を見上げる。

　そうだ。

　もう、決心したんだ。彼女の期待に応こたえると。

　そのために俺は、知識を提供するだけでなく、もっと知らなければならない。

　この世界の成り立ち、歴史。魔族とは何なのか。魔王とは何者なのか。千年の戦争はどうして起きたのか。それ以前はどうだったのかという事を、もっと深く。

　俺の視線は自然とエミリーシャから離はなれ、ロウが去って行った方角に――魔王軍の領域に向けられていた。




「何やってんのよ、ロウ！」

「朝ご飯、だいたい終わっちゃったよ。逃とう走そう中で余分はないからねぇ～」

　キャンプに戻ったオレを不ふ機き嫌げんなレオニダと無む邪じや気きなディディが出で迎むかえた。

「もうすぐ出発だ。支し度たくを調ととのえるがいい。新たな土地での新たな戦い。これもまた、流る転てんする運命の巡めぐり合あわせ」

「がははっ！　支度も何も、オレたち、全員、ただ逃げてきた。荷物、大してない」

　悟さとったようなシュルフの言葉。苦境を陽気に笑い飛ばすガボー。

　オレたちは、これから更に北上する。

　何日か進めばエゼル砦よりも規模の大きな魔王軍の拠きよ点てんがあるから、そこへ合流だ。

　既に伝令のハーピーを先行させてるけど、温かく出迎えられる保証はない。

　全滅が回避できたってのを、本当の意味で知ってるのはオレだけ。最前線の要所で何年も盤ばん石じやくだった砦を捨てて逃げたって事実は変わらない。場合によっちゃギーゼル砦将はもちろん、他の生き残りも責任を問われるかも知れないって話だ。

「どうしたの？　何だか、嬉うれしそうだけど？」

「嬉しそう？　オレが？」

　ザーニャから思いがけない言葉を掛かけられて、オレは首を傾げる。

「ええ。何だか満ち足りたっていうか……そうね。強いて言うなら青年期に志を立てて、故郷を離はなれるダークエルフみたいな表情。何にも優先してやりたい事を選び、決めたみたいな、そんな感じ」

「そっか。そうだな、うん。敵が、はっきりとわかった。後で詳しく話す」

　オレたちはザーニャと一緒に、長い隊列の後ろの方にくっついて歩き始めた。

　人間軍に現代知識の持ち主がいる。そいつこそが砦とりで奪だつ還かんの立役者で、同時に敵の急所でもある。もうひとり転移してきたオレ自身が証しよう拠こだ。敗北の責任を追つい及きゆうされても、この手札で生き延びてやる。

　ギリギリまで使いたくないけれど、ループだって大事な切り札だ。

　細かい条件はまだ曖昧なところもあるし、最悪、回数制限か何かでいきなり使えなくなるって事だってあり得る。

　それでも、ここで生きて戦う事をオレは選んだんだ。

　ザーニャ隊を認めさせるだけじゃない。

　オレ自身も戦う力を身につけ、認めさせ、のし上がってやる。

　奴が救世主――上から手を差し伸のべて世界を救おうとするなら、オレは底辺の中の底辺、食われる餌えさってどん底から這はい上がって英えい雄ゆうにでも何にでもなってやる。

　誰かの気分で救われるなんざ、ご免めんだ。

　声には出ださず決意を固め、オレはまた一歩大地を踏みしめた。

　オレが生きていく、いずれ骨を埋うずめる大地を。







（終）　　







あとがき







　読者のみなさん、お久しぶり。あるいは、初めまして。

『知識チートＶＳ時間ループ』の第一巻をお届けいたします。




　前作『ヴァンパイア／ロード』を書き上げた後、次回作としてスチームパンク風冒険モノとかファンタジーコメディとか、全然違うものをいくつか考えて、ある程度設定なども煮詰めていたんですよ。

　ところが何の前触れもなく、突然このアイディアが閃ひらめきまして。

　こいつはなるべく早く形にした方がいいという衝しよう動どうに駆られ、大急ぎで担当さんに「次はこれで！」とメールして、企画がスタートしました。

　それがなんで丸一年近くもかかってしまったかというと、正直な話、私の作業がいろいろと難なん航こうしちゃったせいでして……。

　ダブル主人公なのでそれぞれの個性づけも難しくなりますし、周辺のキャラの頭数も増えます。ファンタジーものとして異世界や種族の設定も必要（普通にダークエルフとかハーピーとか登場させたのって『ようこそ観光ダンジョンへ』『小次郎破妖録　エクスカリバー武芸帖』以来だから一六、七年ぶりだぞ！　ドラゴン娘は『白き覇王の魔戦従姫』にも出したけど）。

　そして何しろ、コンセプトがコンセプトなのでプロットもややこしい！

　それでも本作は「主人公とライバル」ではなく、「ダブル主人公」スタイルで書かねばならないという確信はありました。

　和かず斗とと朗ろう――このふたりを物語上で対等のウェイトとし、どちらか一方だけが「主人公特権」を有しないように。

　それこそが、本作を貫く最も重要な芯なのですから。




　最後になりましたが謝しや辞じを。

　長なが浜はまめぐみさん。ややこしい設定や描写の多い中、素す晴ばらしいイラストをありがとうございます。作者のお気に入りはテレーゼさんとシュルフです。

　担当のＮ女史、朗の境遇などデリケートなネタにゴーサインを出してくれたり、ダブル主人公の年齢差を提案してくれるなど、得がたいサポートをありがとうございます（何故か打ち合わせでは「オーク男性の乳首問題」で盛り上がったりしましたけど）。

　そして校閲・印刷・流通などに携たずさわる多くの人にも感謝を。あなた方の力添えなしには作品を本の形で届ける事はできません。

　何より読んでいただいた貴方に最大の感謝を。

　まだ始まったばかりの物語がこの先どういう展開をたどるかは、読者のみなさんのリアクション次第です。応援、よろしくお願いいたします！




　では、次の本でまたお会いしましょう。
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